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【ファイル】‐【REAL4 のオプション】‐【マウス操作設定】‐【マウスドラッグ】で 

マウスの割り当てを変更することが出来ます。ホイールを転がした時の拡大・縮小の反転も変更が可能です。 

 

 

 

 

【マウス操作】 

拡大：範囲指定部分を拡大表示    全表示：画面全体を表示      前表示：一つ前の表示画面に戻る 

左上から右下へマウスドラッグ    左下から右上へマウスドラッグ   右下から左上へマウスドラッグ 

 

 

 

 

 

 

1/2 縮小：表示している画面の 1/2 縮小表示     1/8 縮小：表示している画面の 1/8 縮小表示 

右上から左下へマウスドラッグ（範囲狭）       右上から左下へマウスドラッグ（範囲広） 

 

 

 

 

 

 

【ホイール操作】                    【キーボード操作】 

ホイールを前に転がす：拡大               Ctrl  ＋ ← → ↑ ↓ ：画面移動 

ホイールを後ろに転がす：縮小 

ホイールをクリック：全画面表示 

ホイールをクリックした状態でマウスを移動：画面移動 

 

 

 

マウス範囲選択、ホイール操作で拡大/縮小/移動が可能です。 
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【ファイル】‐【表示】‐【入力シート】をクリックし、表示の ON/OFF を切り替えます。 

ガイド図を閉じてしまった場合も同じです。 

 

 

入力シートやガイド図を入力画面方向にドラッグすると、画面位置の変更が可能です。 

元の場所に戻す場合は、画面右側にドラッグすると矢印が出てくるので、 

その矢印の上に入力シート・ガイド図を割り当てると、重ねた矢印の方向にシートが配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ファイル』タブ より再表示できます。 

表示 ON（アイコンに色が付きます） 

 

表示 OFF 

 

【ファイル】‐【ウィンドウ情報を出荷時状態に戻す】でも 

入力シートやガイド図の再表示、画面位置を戻すことができます。 
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＜方法①＞平面図の上下左右にある通り名称ボタンを押すと、各軸組図を表示します。 

 

 

 

 

 

＜方法②＞配置画面下側 ウィンドウ選択ボタンをクリックして側面図タブを開き、 

表示させたい通り名称に☑を付けて OK すると、軸組図を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並べて表示したい図面タブの上で右クリックし、 

【新しい水平タブ グループ】または【新しい垂直タブ グループ】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【新しい水平タブ グループ】では水平(上下)に、【新しい垂直タブ グループ】では垂直(左右)に並べて表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

2通りの方法で軸組図を表示させることができます。 

タブを右クリックすると表示方法が選択できます。 

水平 垂直 
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取り込まれたガイド図は、補助線レイヤーとして扱われます。 

他階でも図面を取り込み、重なって見えづらいような場合は、補助線レイヤー設定で表示の有無を 

切り替えてご利用ください。 

 

 

 

【キープラン】‐【ガイド図】‐【図面】をクリックします。 

 

 

 

 

取り込みたい図面を選択して開きます。（DXF や JWW にも対応しています。） 

基点となる交点を二か所選択し、読み込みたい図面を右ドラックで範囲選択し、OK します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キープラン図上に取り込んだ図面を配置します。取込時に選択した基点と同じ交点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイド図で取り込みができます。 
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取り込んだ軸組図は、通りごとの補助線として扱われます。 

例）X1 通りと X2 通り 

同じ X 方向（Y 方向）は補助線が重なって表示されるので 

【補助レイヤー設定】で表示の切り替えを行って下さい。 

線色や線幅などの変更も可能です。 

 

 

 

 

【キープラン】をクリックします。下絵を取り込む通りの軸組図を開きます。 

       

【ガイド図】‐【図面】をクリックします。 

ガイド図として取り込む図面を選択して開きます。（DXF や JWW にも対応しています） 

取り込む際の基点として、通りと階高の交点を 2 ヵ所クリックします。 

右ドラッグで、取り込みたい図形の範囲を選択し、四隅の☑をクリックします。 

       

配置画面に戻り、取り込んだ図面を配置します。取込時に選択した基点と基点をクリックして配置します。 

 

ガイド図で取り込みが出来ます。 
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【補助線(角度線)】でも同様に、指定した基準線に対して任意の角度線を作図する事が可能です。 

 

 

 

【補助線(水平/鉛直線)】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

画面左下のコマンド手順が【始点指定】の状態で右クリックすると【角度指定】になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

角度の基準となる斜めの線をクリックし、基準に対して直角の補助線の長さ（始点→終点）を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平/鉛直線で作図出来ます。 
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 『平行線』・『間隔線』どちらも 

入力した間隔はプラスまたはマイナスで

はなく、マウス位置が選択した基準線よ

り左右（上下）のどちらにあるかによっ

て作図する方向が決まります。 

 『間隔線』では、間隔は数値を入力せず、作図したい位置をマウスでクリックして作図するも可能です。 

数値を指定して作図したい場合は、画面上をマウスでクリックするとクリックした位置に補助線を 

作図しますので、必ず間隔を入力後、キーボードの ENTER キーで確定して下さい。 

1500 2000 700 

 

 

 

【補助線(平行線)】：基準線に対して、間隔と本数を指定して補助線を作図します。 

例）間隔：1500、本数：3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補助線(間隔線)】：基準線に対して、1 本ずつ間隔を指定し、複数本の補助線を作図します。 

        例）1 本目 間隔：1500 

         

 

 

        例）2 本目 間隔：2000 

 

 

 

        例）3 本目 間隔：700 

 

 

 

同じ間隔で複数本作図するか、違う間隔で作図するかの違いです。 

1500 1500 1500 
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配置入力での補助線入力は作図図面には反映しません。 

図面に反映させたい場合は図面編集を行ってください。 

 円弧方向：開始点からの円弧方向を設定 

   円弧左は左回り（反時計回り）、円弧右は右回り（時計回り）に円弧を作図 

円弧長：雲マークの円弧の弦の最小値を入力 

半径比：円弧に対する半径の比率を入力 

例）図面縮尺 1/50、円弧長 8、半径比 0.55 

 

 

 

 

 【補助線（雲形マーク）】をクリックし、作図する雲マークの情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲マークの開始点をクリックし、雲マークを描きたい方向にマウスを動かします。 

マウスが開始点に達すると雲マークを作成します。 

 

 

雲形マークで入力できます。 

弦の最小値＝円弧長×縮尺 

＝8×50 

→最小値は 400 

半径＝（円弧長×縮尺）×半径比 

  ＝（8×50）×0.55 

→半径は 220 
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補助線レイヤー設定で、を入れると補助線や補助文字を表示し、☑ が入っていないと補助線や補助

文字を表示しません。 

【表示切替】で項目全体の☑ が切り替わり、【キープラン】や【本体】等で☑ を替えると、各タブ

ごとの表示・非表示の切り替えができます。 

 

 

 

 

【補助線レイヤー設定】を開きます。 

【追加】をクリックし、文字入力用の補助線レイヤーを作成します。 

【フォント名】、【文字サイズ】の項目で入力する文字のフォントや大きさを変更できます。 

 

【補助文字】をクリックし、入力シートの【レイヤー】に、先ほど作成した補助線レイヤー名称を選

択します。【文字列】に任意の文字を入力し、Enter キーで内容を確定します。 

 

 

 

 

 

  

 

マウスに文字が付いてきますので、任意の位置でクリックすると文字が配置決定されます。 

   

補助文字機能で入力できます。 
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ツールバーにある【表示】タブをクリックします。 

 

 

 

 

補助線の項目にチェックをつけて OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示設定では、補助線以外にも配置画面の作図データの表示・非表示を切り替えることができま

す。各タブで設定できる項目が異なります。 

 

画面左側のツールバーでも表示有無を切り替えることが出来ます 

補助線タブや勾配タブなどをクリックすると表示有無を切り替えることが出来ます。 

表示設定で変更出来ます。 
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画面左上の【ファイル】-【REAL4 のオプション】をクリックします。 

【基本設定】-【補助線の管理】より切り替えが可能です 

 

 【画面別】・・・ 補助線を作図した画面(階高や通りなど)のみ表示 

 【共有】 ・・・ すべての画面に補助線を表示 

          （パターン入力以外で作成された通り軸に関しては 

「共有」設定であっても各通りでの表示になります） 

 

 

画面左側のツールバー内より【補助線レイヤ設定】をクリックします。 

 

追加ボタンよりレイヤを作成することで、補助線の色や線種を分けて作図したり 

各部材の配置画面に応じて、補助線表示の ON/OFF を自動で切り替えることが可能です 

一時的に表示したくないときは、☑を外すことで非表示にできます 

       

      

 

 

 

 

 

 

 

 

補助線を作図する際は、配置している本体や母屋などの表示に☑が入っているレイヤのみ 

選択可能になり、本体から母屋などにタブを切り替えた際に、表示／非表示が切り替わります。  

 

 

 

 

① 作図した画面のみで表示させるか、すべて表示させるかの 

切り替えが可能です 

②補助レイヤ設定を使用して、各部材の配置時に表示の切り替えが可能です 

 

 配置画面内に文字（補助文字）を入力する際は、 

レイヤ設定の色やフォント、文字サイズを 

参照しているため、1 個以上のレイヤが必要になります。 

補助レイヤを設定後、 

共通保存しておけば、 

他の工事でも共通読込みから 

読み込むことができます。 
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 追加した補助レイヤーは補助線入力時または補

助修正で選択できます。 

 

 

 

 

補助線の色分けはツールバーの 【補助レイヤー設定】で行います。 

どこで使用する補助線なのか分かるよう名称を設定すると管理・確認がしやすくなります。 

追加をクリックし、【名称】・【色】を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材の配置基準や接続先に使用した補助線は『基準補助線』として、 

【ファイル】‐【REAL4 のオプション】‐【色設定】の【基準補助線】を参照し、 

線色 Magenta・線種 二点鎖線の固定になります。（出荷時設定） 

補助レイヤー設定で指定した線色のまま表示する場合は、線色のチェックを外して OK をクリックします。 

 

 

 

 

REAL4オプションから設定できます。 
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 スナップマークの表示サイズや形状は、 

【ファイル】‐【REAL4 のオプション】 

‐【スナップ設定】にて変更できます。 

                             

 

 

 

例）【線‐線 間距離】を計測する場合 

 

①【計測コマンド】を起動します。 

 

②計測したい線分の上にマウスを合わせて、 

□（線上）と表示された状態でクリック 

します。 

 

③もう片方の線分も同様にクリックします。 

 

④線間距離として計測できます。 

 

 

 

 

 

例）【点‐点 間距離】を計測する場合            例）【点‐線 間距離】を計測する場合 

  交点にマウスを合わせて、×（交点）と表示された      ×（交点）と □（線上）の状態でクリック  

状態で 2 点をクリックすると、点間距離が計測できます。     すると、点線間距離が計測できます。 

   

  

 

 

 

 

例）【角度】を計測する場合 

  角度が異なる線分を □（線上）にてクリックすると、 

相対角が計測できます。 

またクリックする順番で外角/内角の切り替えも可能です。 

 

 

 

クリックする位置により計測方法を変更できます 

① 

② 

① 

② 

③ 

② 

① 

④ 
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梁勾配合わせ座標(左)・(右)について 

梁左合わせの設定が「1‐階からの相対座標」

の場合に入力します。階高と通りの交点が 

座標（X , Y）＝（0 , 0）に 

なります。   

 梁左合わせ・梁右合わせについて 

選択した通りの柱の左右それぞれにつく梁を合わせる

ラインを選択します。 

1‐階からの相対座標：座標入力します。 

2‐柱合わせ位置：通しダイア縁に合わせます。 

3‐勾配ライン：勾配ラインに合わせます。 

4‐柱面合わせ：柱部材面に合わせます。 

 

 

 

例）勾配で -300 となっている X3 通りの柱高さを勾配とは別に -298 に設定したい。 

【詳細設定】で X3 通りをクリックし、柱高さに☑ をいれ、「-298」と入力し【決定】をクリックします。 

 

例）X3 通りの梁の合わせ位置を勾配ラインに合わせたい。 

【詳細設定】で X3 通りをクリックし、梁左合わせを「3‐勾配ライン」に設定し【決定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

柱頂部の形状や高さ、梁の合わせ位置などを通り別に設定できます 

《詳細設定前》 

《詳細設定後》 

《詳細設定前》 

《詳細設定後》 

※ダイアフラム高さで寸法表示しています 



REAL4[基本] 

Ver3.41.10 2024/9 

 

 

 

 

 

配置した勾配を複写したい場合は【勾配】-【複写】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

例）Y1-Y2 通り間に入力されている勾配を向かいの Y2-Y3 通り間に複写 

複写先の勾配の流れが反対の為【反転】を「する」を選択します。 

① 元となる入力済み Y1-Y2 通り間の勾配面を選択します。 

② 続いて基準位置として X1-Y2 の交点をクリックします。 

③ 複写先の基準位置として同様に X1-Y2 の交点をクリックします。 

④ 最後に勾配面の複写角度の指定として X3-Y2 の交点をクリックし、勾配面を複写します。 

 

 

 

 

 

 

 

勾配の複写では必要に応じて入力シートで複写データの【反転】や、【勾配面名】の設定を行います。 

複写データの【反転】を設定することで、反転した状態の勾配を複写することが可能です。勾配の流れは矢印で 

表現されます。 

 

複写データの【反転】を「しない」にした場合、勾配面は反転せずそのままの勾配方向で複写されます。 

 

 

 

 

 

複写データの【反転】を「する」にした場合、勾配面を反転して複写ができます。 

 

                         

  

 

 

【勾配】-【複写】でコピーが可能です。 

① 

④ ② 

③ 



 

 

 

例）

＜方法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

）勾配範囲を

方法①＞画面左側

方法②＞画面上側

【勾配面

左側

勾配範囲等を非表示にしたい！

 

を非表示にする

画面左側のメニューバー

画面上側のメニューバー

勾配面】のチェックを

左側のメニューバー

勾配範囲等を非表示にしたい！

にする場合 

のメニューバーの【

のメニューバーの【

のチェックを解除します

のメニューバー

勾配範囲等を非表示にしたい！

【勾配】をクリックし

【表示】（3D

します。 

のメニューバー、もしくは

勾配範囲等を非表示にしたい！

画面左側のメニューバー

隠れている

をクリックし、

 

3D ソリッドビューワー

 

もしくは【

勾配範囲等を非表示にしたい！

のメニューバー

れている場合、下の

、選択された状態

ソリッドビューワー右側

【表示】

他

ON/OFF

☑の

できます

方法

設定

勾配範囲等を非表示にしたい！ 

のメニューバーから表示

の矢印を押すと

状態(オレンジ

右側）をクリックし

】の設定

他にも【継手名

ON/OFF 切り

の有無によって

できます。 

方法②では、母屋

設定できる項目

表示を切り替えたい

すと表示されます

REAL4[

Ver1.7

オレンジ)を解除します

をクリックし、 

設定で可能です

継手名】や【符号名

り替えるまたは

によって設定することが

母屋・胴縁など

項目が変わります

えたい項目が 

されます。 
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7 2016/7

します。 

です。 

符号名】など、

えるまたは 

することが 

など各タブで 

わります。 

 

本体] 

2016/7 

 

 

、
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柱の場合 

【柱】‐【入力】をクリックします。マウス右ドラッグで柱を配置したいキープラン交点を範囲指定します。 

囲んだキープラン交点に柱を表示するので、四隅の ボタンをクリックして配置決定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大梁の場合 

【梁】‐【入力】をクリックします。マウス右ドラッグで大梁が取り付く柱を範囲指定します。 

囲んだ柱～柱間に大梁を表示するので、四隅の ボタンをクリックして配置決定します。 

小梁の場合 

【梁】‐【梁間入力】をクリックします。マウス右ドラッグで小梁が取り付く大梁を範囲指定します。 

囲んだ大梁が選択色になるので、配置基準・間隔等を設定して OK ボタンをクリックして配置決定します。 

＜大梁＞ ＜小梁＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正または削除も同様の手順で行うことで、一括で修正・削除ができます。 

範囲選択は、マウスを画面右方向へドラッグすると選択・左方向へドラッグすると解除になります。 

 

 

マウス右ドラッグで簡単に入力や修正、削除が行えます。 

修正・削除時に、 

入力シートの項目名左側のチェックボックスに☑を入れ、 

部材名などの条件を設定し、右ドラッグで範囲選択をすることにより 

設定した条件の部材のみ選択することができます。 
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【文字認識】を ON にしておくと、部材名（符号名）の文字を認識して部材選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文字認識 ON…部材名などの文字を認識します。 

 文字認識 OFF…部材名などの文字は認識しません。 

 

 

 

 

 

  

文字認識の ON/OFFの切り替えができます。 

 

文字が重なって、うまく選べない時は 

キーボードの Ctrl キーを押しながら 

マウスの中央ボタンをコロコロと 

動かしてみてください。 

どちらを選択するか、切り替わります。 
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フィルター編 

例）大梁だけ選択して修正したい。 

 

【本体】-【梁】-【修正】をクリックします。 

フィルター詳細設定の設定ボタンをクリックすると 

右図のウィンドウが開きますので、部品種類で「大梁」を選択します。 

フィルター詳細設定ウィンドウを閉じずに、配置画面上で範囲選択を 

すると、大梁のみ絞り込みで選択をすることができます。 

ただし、フィルターで認識する部品種類は「自動」になっているものだけですのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

レ点チェック編 

例）B1 を＋50 にし忘れた。一つ一つクリックして選択するのは大変なので B1 だけ一括選択したい。 

 

【本体】-【梁】-【修正】をクリックします。 

部材名の項目で「B1」を選択します。 

このとき必ず、部材名の項目にレ点のチェックを入れて下さい。 

チェックを入れることにより、 

部材名による絞り込み検索が有効になります。 

この状態で範囲選択すると B1 のみを認識します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

フィルターやレ点のチェックでできます！ 

部品種類やカラー選択をした後 

閉じるボタンを押すとフィルター詳細設定そのものが 

無効となってしまいます！ 

部材名が「G1」で配置基準「左側」など、 

複数項目にチェックを入れて絞り込むことも 

できます。 
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【データ検索】で、部材種類と ID を入力すると該当する部材が青く強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データ検索】で部材の種類とＩＤを入力してください。 

 

 

 

照会コマンドなどで 

確認したい部材に合わせるだけで 

ID が表示されます。 

 

ID は入力した物、 

全てに付与されます。 

（補助線や勾配等にも） 
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HTB は六角ハイテンションボルト（F10T）、 

TC はトルシア形高力ボルト（S10T）です。 

【首下長さ】タブでは、【継手マスター】の【ボルト長さ】で 

〈自動計算〉を選択した際のボルトの首下長さの計算基準を、 

ボルト径別の調節値や計算方法で設定できます。 

《1 捨 2 入と 2 捨 3 入の計算方法》 

 30     35        40 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 

  30      35        40 

 

例）板厚と調整値を足した結果「37」になった場合 

1 捨 2 入：首下長さは「40」 

2 捨 3 入：首下長さは「35」 

【名称】は継手マスターや継手基準図で表示されるボルトの名称

です。 

継手マスターや継手基準図で TC を特 HTB と表示したい、など

継手マスターや継手基準図でのボルトの名称を変更したい場合

は【基本情報】タブで【名称】を変更してください。 

 

 

 

【本体】-【マスター】-【共通/工事別マスター入力】をクリックし、【ボルトマスター】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本情報】タブで材質などが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルトマスターで確認できます。 

1 捨 2 入 

2 捨 3 入 
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照会項目ではデータで工区や建方等の情報が表示できます。 

また、３D 連動をするにしておくと、3D ソリッドビューアを起動しておくと連動します。 

部材をクリックすると、3D ソリッドビューアで部材が強調表示されます。 

 

 

 

 

【照会】をクリックし、情報を知りたい部材をクリックします。 

 

 

 

部材のサイズや接続情報等、配置した部材に関する情報を確認することが出来ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会で確認することができます。 
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配置する部材を入力するコマンドを起動した状態で、画面左側のツールバーより【スポイト】   をクリックし、 

データを取得したい配置済みの部材を選択することで入力内容や条件等を読み込むことができます。 

 

例）配置している梁と同じ条件の梁を、別の位置に配置したい。 

【梁】-【入力】をクリックしてから、【スポイト】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置済みの梁をクリックすると、入力項目に設定されている内容が読み込まれ、同じ条件で梁の配置ができます。 

柱・間柱・ブレース等もスポイトを使用し同じ条件の部材が配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポイトにて配置済みの部材入力条件を取得できます。 



REAL4[基本] 

Ver3.02 2022/05 

 

照会【照会項目】・【単位】について 

  

照会項目がデータの場合 

     設定されている工区や分類を確認できます。工区などの色のみで 

判別が難しい時はこちらが便利です。 

ブラケットのサイズ・材質情報も確認できます。 

照会項目が図形、単位が要素の場合 

選択した線分や部材名をクリックすると、作図されているレイヤー  

や線種、文字サイズ等が確認できます。 

 

 

照会項目が図形、単位が図形の場合 

     寸法線の線分や文字などの図形情報を確認する事ができます。 

 

 

 

 

【照会】をクリックし、【照会項目】入力【３D 連動】するを選択します。 

 

 

【３D Viewer】を開き確認したい部材の上で右クリックをし、選択をクリックすると、配置画面にて確認する

事ができ、選択した部材の情報も表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照会コマンドと、３D Viewerの操作で確認できます。 

Denoの 
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仕口の内ダイアなどを確認したい

時は、仕口(パネル)の透過率を設定し

てください。                            

工区別～グループ別は【工区・塗装】

タブより事前に設定が必要です。 

 

 

例）工区設定後の 2SL 階平面図 

 

 

 

 

 

 

※材質別は 3DViewer の設定から 

表示色を設定してください。 

 

 

 

より【3DViewer】を開き、【表示色種類】-【部材別】に☑ を入れ、【設定】をクリックします。 
パラメーター設定画面が開くので、部材色や透過率を任意の色や数値に変更します。 

 変更後、OK をクリックし、画面を閉じると変更した内容を確認することができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）①本柱の部材色を Red から Aqua へ、 

②仕口（パネル）の透過率を 0 から 50 へ変更。 

 

 

 

 

 

 

  

その他【表示色種類】では、下記項目別の設定も可能です。 

例）【工区別】に☑ を入れた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

yu 

 

3DViewer の表示色種類から設定できます。 

② 

① 
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部材ソートの基準 

部材名：部材名（継手名）で並べ替えます。 

サイズ：材種 No（2-H、4-L 形鋼など）で並び替えた後、サイズで並び替えます。 

入力順：部材を入力した順に並べ替えます。 

カスタム：任意の順番に並べ替えます。カスタムを選択し OK をクリックすると、ソート画面が起動します。 

【変更前】から並べたい部材を選択し追加→をクリックし 

【変更後】に並べます。 

ＯＫをクリックすると、部材マスターの並び順に反映します。 

変更前に部材が残っている状態でＯＫをクリックすると、 

変更後の並び順の後ろに並びます。 

 

 

 

例）継手を継手名順に並べ替える場合 

【本体】‐【マスター】‐【継手マスター】を開きます。 

【ソート】をクリックし、【部材名】・【昇順】を選択して OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材マスターで変更できます。 
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【プレビューを別ウインドウにする】に 

チェックがない場合、マスター画面内に 

プレビューを表示します。 

例）継手マスター 

 

 

 

【マスター】‐【ツール】‐【オプション】をクリックします。 

【プレビューを別ウインドウにする】にチェックを付けて、OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各マスターを起動して作図表示をクリックすると、プレビューを別ウインドウで大きく表示します。 

 

 

マスターのツールで設定をします。 
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～子データを親データに変更したい場合～ 

マスターで、変更したい子データの上で右クリックをすると 

【親データに変換】を選択することができます。 

 

親データを子データに変更したい場合も、同様に右クリックをすると 

【子データに変換】と表示され、どの部材を親データにするか選択画面が表示されます。                             

 

 

 

例）ガセットの名前は同じで、通りによってボルトの個数が異なるものを登録したい。 

継手マスターを開き、編集の状態で元となる親データのガセットプレートを選択します。 

【追加】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【管理名】を入力します。（管理名は図面に反映されません） 

ボルト本数を変更し、【OK】をクリックし登録します。 

親データの下に子データが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【追加】で作成した継手は、継手基準図などに表示される 

継手名が親データの名前になり、管理名は表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材名は同じで形が異なる部材を登録できます。 
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履歴データからも、登録したい項目の上で右クリックし、 

「お気に入り」に送る をクリック 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検索機能】 

  検索したい文字列を入力し、「次を検索」をクリックするとマッチする項目を表示します。 

検索機能やお気に入り・履歴を活用したり、使用しない項目は 

隠すことが可能です 

【お気に入り・履歴】 

  以前設定したパラメータは履歴から選択したり、よく使うものは「お気に入り」に登録しておくことが 

  可能です。 

   

項目の並び替えや関連する 

項目ごとに色分けが可能です 

    

 

します 

お気に入りに登録するには、登録したい項目の上で右クリックし、

「お気に入りに追加」 をクリック 

このボタンをクリックするとで 

常に「お気に入り」画面を表示 

できます    

 

します 

【使用しない項目を隠す】 

  「指定表示設定」より、変更する必要がないパラメータなどを非表示にすることが可能です 

   

【並びなどを変更したい】 【お気に入り画面を固定したい】 

→ 指定表示設定に関わらず、すべての項目を表示 

→ 指定表示設定にて☑があるもののみ表示 

→ パラメータに表示する項目を選択 
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 共通パラメーターへ保存される場合は、必ず名前を付けて保存してください。 

 初期値として保存されている『共通パラメーター』や『共通パラメーター寸法 

（簡易）』などに上書きすると、バージョンアップ等のタイミングで上書きされ 

てしまう場合があります。 

  

 共通パラメーターで保存した設定を、新規で工事を作成する際の 

初期値にしたい場合は、 

【工事管理オプション】‐【工事パラメーター】より 

初期値として読み込みたい共通パラメーターを選択して 

下さい。 

その他、ボルトマスターや符号管理なども同様に 

初期値の選択することが可能です。 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

工事別パラメーター → 選択工事名を表示       共通パラメーター →『共通パラメーター』と表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上書きは現在読込んでいるパラメーターによって異なります。 

工事別パラメーターを読込んでいる状態で、 

【上書き】→ 選択中の工事パラメーターに上書き保存 

【工事別】→ 選択中の工事パラメーターに上書き保存 

【共通】→ 新規で工事を作成する際の初期パラ 

メーター等に使用できる共通パラメーター 

として保存 

共通パラメーターを読込んでいる状態で、 

【上書き】→読込んでいる共通パラメーターに上書き保存 

【工事別】→ 読込んでいる共通パラメーターの内容を 

選択中工事のパラメーターの設定として保存 

【共通】→ 既存の共通パラメーターを選択し上書き保存 

または、名前を付けて新規保存 
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 共通・工事別の違いは、Q＆A 集 Vol.20-2『作

図パラメーター等にある「上書き」「工事別」「共通」

の違いは？』を参照してください。 

 共通保存した設定を工事作成時に選択したい場

合は、Q＆A 集 Vol.31-2『共通保存したパラメー

ターを工事作成時に選択したい！』を参照してくだ

さい。 

 

 

 

レイヤーは【工事別】【共通】【配置】それぞれで読込み、保存をすることで他工事でも使用することができます。 

【ファイル】-【レイヤー設定】をクリックすると、読込みのコマンドとファイル（保存）のコマンドがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜読込み＞ 

   選択中の工事データで使用している図面出力時

のレイヤーを読み込み、表示します。 

 

 

   初期レイヤー設定や、名前を付けて保存した 

図面出力時の設定を選択し読み込むと、 

表示します。 

 

   現在、配置画面（入力画面）で使用している 

   レイヤー設定を読み込み、表示します。 

配置画面（入力画面）での線色や文字サイズ 

などを変更することができます。 

 

 

 

 

現在読み込んでいる 

レイヤー設定は画面 

上に表示されます。 

＜ファイル＞（保存） 

［工事別］［共通］［配置］等の現在読み込んで 

いるレイヤー設定に上書き保存をします。 

 

 

  読込んでいるレイヤー設定の内容を選択中の工事

データの図面出力時のレイヤー設定として保存し

ます。作図後にレイヤーを変更した場合は再作図

が必要です。   

 

  読込んでいるレイヤー設定の内容を既存の 

共通レイヤーを選択し上書き保存または、 

名前を付けて新規保存をします。 

 

  読込んでいるレイヤー設定の内容を配置画面（入

力画面）で使用するレイヤーとして保存します。 

  ※配置画面（入力画面）上での設定となるため、

工事ごとでは保存されません 

 

 

 

 

 

 

 

レイヤー設定で読込みを行い、他工事で使用することが可能です。 
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 レイヤー名称が英語表記でわかりにくい場合は 

右側の［割り当て］で確認できます。 

配置レイヤーはアンカープラン図、梁伏図、軸組図 

のみ、変更可能となります。 

 

 

 

例）配置画面のレイヤーを読み込み、配置画面（梁伏図）上でのみ小梁の色を変更したい場合 

【ファイル】-【レイヤー設定】を開き、現在の配置画面のレイヤーを読み込むため、【配置】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梁伏図】-【レイヤー】-［35.B_- -_GLN（小梁外形線）］の色を例として White から Orange へ変更します。 

配置画面のレイヤー設定に保存するため、【配置】をクリックし、保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変
更
後
の
配
置
画
面 

レイヤー設定で現在の配置画面の設定を読込み、保存します。 

図
面
出
力
時 

変
更
前
の
配
置
画
面 
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配置画面下側 中央の 

REAL4 オプション 作図パラメーターの切り替えボタンで 

 どちらのパラメーターを参照するのか切り替えができます。 

                             

 

 

 

【ファイル】‐【REAL4 のオプション】‐【作図設定】‐【配置用パラメーター設定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面作成‐5.梁伏図をクリックし、画面上の【項目選択】をクリックし、41）継手表示・42）継手名表示 に 

☑を付けて OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

チェックを付けた項目のみパラメーター画面に表示します。 

41）継手表示は継手名を表示するタイプ（2-継手名・3-継手名＋スプライス継手、4-継手名＋継手形状のいずれ

か）、42）継手名表示を#1（継手名） に設定します。 

REAL4 のオプションを OK で終了します。 

 

 

 

 

配置用パラメーターで設定が出来ます。 
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【ファイル】‐【レイヤー設定】を開きます。 

設定は図面ごとに分かれていますので、色を追加したい図面を選択し、カラーパレットタブを開きます。 

空白行で追加したい色を選択して、追加を行います。 

続けて、レイヤータブを開き、カラーパレットを選択すると追加した色が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラーパレットに色を追加します。 

図形が見難く、背景色を変更したい場合、 

【ファイル】‐【REAL4 オプション】‐【色設定】で背景色を変更します。 



REAL4[レイヤー] 

Ver2.４0.02 2019/11 

 

【キー  

新たに 

 

＜図面（梁伏図）の文字サイズを変更したい場合＞ 

【ファイル】‐【レイヤー設定】を開きます。 

 

 

 

 

 

 

【梁伏図】をクリックし、【文字スタイル】をクリックして文字高さ・幅やフォントを設定します。 

右側に割り当てがされている文字や線が表示されますので、そちらを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更した文字スタイルを他のすべての図面に反映させたい場合、【コピー】をクリックし、 

メッセージのはいを選択すると、各図面へコピーされます。 

 

 

 

 

 

 

文字スタイルを設定後、ファイルの【上書き】をクリックし、保存します。 

変更した設定を今後も使用したい場合は、ファイルの【共通】へ保存を行ってください。 

＜配置入力画面の文字サイズを設定したい場合＞ 

読込みの【配置】をクリックし、配置レイヤーを読込んで、各画面の文字高さ・幅やフォントを設定します。 

レイヤー設定で変更できます。 

共通・工事別の違いは、Q＆A 集 Vol.20-2『作図

パラメーター等にある「上書き」「工事別」「共通」の

違いは？』を参照してください。 

レイヤー名称が英語表記でわかりにくい場合

も、右側の割り当てで確認ができます。 



REAL4[本体] 

Ver２.40.02 201９/11 

 

作図パラメーター 図面作成‐5.梁伏図‐5）カラー出力 を『2-配置』にすると、 

カラー設定を参照して作図します。軸組図・鉄骨詳細図・胴縁割付図も同様です。 

 

色の標準設定をクリックすると、基本色から自動的に色

を割り当てます。 

コメントは色設定を区別・内容が分かるよう入力します。

必要な場合に設定してください。 

 

 

 

 

 

【本体】‐【カラー設定】をクリックします。 

カラー設定画面が起動するため【追加】をクリックし、設定する色を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は梁にカラー設定をします。 

【梁】‐【修正】で色を付けたい梁をクリックし、【カラー】で追加したカラーを選択して、 

四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラー設定で設定できます。 



REAL4[工事] 

Ver.2.55 2021/05 

 

パラメーター以外に、各マスターで共通保存したものが工事管理オプションで選択できます。 

各設定を共通保存する場合は、必ず名前をつけて保存をしてください。 

初期値として保存されているものに上書きをすると、バージョンアップ等のタイミングで上書きされてしま

う場合があります。 

一度、選択した項目は記憶されるため、次回からの新規工事作成時の初期値になります。 

また、他工事からのマスターコピーを行う場合は、 

仮設設金物マスター、母屋・胴縁関連は選択できません。 

 

 

 

 

【工事管理】‐【新規】をクリックします。 

 

 

 

 

工事番号・工事名称などを入力し、【工事管理オプション】をクリックします。 

今回は、作図パラメーターで名前を付けて共通保存したパラメーターを選択し、OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事管理オプションより選択できます。 



REAL4[工事管理] 

Ver2.52 2020/08 

 

表入力マスター（柱、間柱、大梁、小梁）のマスターコピーは現在

未対応ですが、【工事】‐【本体合算】を行うと表入力マスターの

部材もコピーします。編集中の工事へコピーする場合、マスター名

と設定値が一致する部材は追加しません。 

継手・部品・ベースの各マスターのコピーを行わない場合は、コピ

ーした柱・梁など各部材の継手名・端部部品名・ベース名を設定す

る必要があります。 

 

 

 

【工事管理】を起動し、【新規】をクリックします。 

（編集中の工事へコピーする場合は、編集中の工事を選択して【編集】をクリックします。） 

 

 

 

工事番号・工事名称・工事略称・会社名称を入力し、【工事管理オプション】をクリックします。 

【他工事からのマスターコピー】に☑をして、【参照】をクリックします。 

コピーしたい工事データの保存先を選択し、【OK】をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ボタンをクリックし、コピー元の工事を選択して必要なマスターに☑をします。 

【OK】をクリックし、新規工事作成画面の【OK】をクリックして終了します。 

   

 

マスターを開くと、内容がコピーされたことが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事管理オプションで必要部材を選択します。 

例）保存先が Windows¥SFData4 の場合 

【Windows(C:)】→【SFData4】を順にクリック 

 

 

 

 

 

 

※パソコンにより保存先は異なります。 



REAL4[基本] 

Ver3.43 2025/5 

 

各フォルダーに保存されているデータは、 

【ルートフォルダー】選択した工事フォルダーを 

開きます。 

【Input フォルダー】入力内容、工事別のパラメーター

などの設定が保存されています。 

【Output フォルダー】F6x/F5/Excel などで出力し

たファイルが保存されています。 

【Dxf フォルダー】DXF/JWW などで出力した 

ファイルが保存されています。 

【Static フォルダー】データ処理や型紙データが保存

されています。 

図面作図時に保存先を確認したい場合は【作図】-【図面 

一覧出力】-【画面表示】からも保存先と作図図面を確認 

することができます。 

SF システムメニュー下に表示されている 

工事番号または工事名称をダブルクリック 

すると工事フォルダーが開きます。 

 

 

 

【工事管理】で確認したい工事データを選択後、【表示】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

現在選択している工事の各フォルダーを確認できます。 

            

 

 

 

 

 

 

(例)F5/F6x 形式で出力した一般図の保存先を確認 

   したい場合 

【表示】-【Output フォルダー】を選択すると、 

一般図の保存先(Output)に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工事管理から保存先を確認できます。 

保存先のアドレスはこちらで確認できます 



REAL4[工事管理] 

Ver3.10 2023/2 

 

退避データのファイル名を変更する場合は、エク

スプローラーで変更しても REAL4 では反映され

ず、退避時の工事番号で表示されます。工事番号

を変更される際は必ず【工事管理】‐【編集】で

行ってください。 

 

 

 

                             

自動登録データ、符号管理の履歴データ、見積積

算データを含めて退避した際、ファイルサイズが

大きくなる場合がありますのでご注意ください。 

通常は☑を入れない項目 

※【工事】-【分割】後のデータを軽くする場合☑ 

・符号管理の比較データ 

・符号管理の保存データ 

・管理資料連動データ                             

自動登録データ、符号管理の履歴データ、見積積

算データを含めて退避した際、ファイルサイズが

大きくなる場合がありますのでご注意ください。 

通常は☑を入れない項目 

※【工事】-【分割】後のデータを軽くする場合☑ 

・符号管理の比較データ 

・符号管理の保存データ 

・管理資料連動データ                             

符号管理の比較データ、符号管理の保存データ、

管理資料連動データは、【工事】-【分割】を行っ

たデータを退避する際、データを軽くするために☑

を入れます。（☑を入れると退避データに含みませ

ん。通常は☑を外しておきます。） 

 

 

 

【工事管理】で工事データを選択し、【退避】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

参照をクリックしてデスクトップなど保存先を指定します。 

退避方法は『工事番号で 1 圧縮ファイルにまとめて退避』を選択し、退避をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

工事データの圧縮を行います。 

 

退避した工事データは『工事番号.zipR4』と

いう拡張子のファイルになります。 



REAL4[工事管理] 

Ver3.10 2023/2 

 

 

 

 

他社から来た REAL4 のデータ『工事番号.zipR4』をデスクトップなどに保存し、【工事管理】で【復元】を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

参照をクリックして保存先を選択し、復元する退避データに☑を入れ、復元をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事管理に復元した工事データが追加されます。 

復元した工事データを選択し、選択をクリックすると起動します。 

退避した圧縮データを解凍します。 

 



REAL4[工事管理] 

Ver2.33 2019/05 

 

復元する際は、すべてのデータを同じフォルダーに保

存します。 

【工事管理】‐【復元】で復元もとパスにフォルダー名

を指定して、退避データの一覧から選択して復元します。 

自動登録データ、符号管理の履歴データ、見積積算データを含めて退避

した際、ファイルサイズが大きくなる場合がありますのでご注意ください。 

 

 

 

【工事管理】を起動し、メールで送りたい工事を選択して【送信】をクリックします。 

（データロジックに送信したいときは【データロジックに送信】をクリックします。） 

 

工事の退避データを作成します。はいをクリックします。 

工事番号と工事名称の確認メッセージを表示するので、はいをクリックします。 

 

 

 

 

 

添付データ作成画面が起動します。 

工事データのフォルダーすべてを送りたい場合は【全て退避】を選択し、 

出力した図面データ（Output）・CAD 変換データ（Dxf）が不要な場合などは 

【選択退避】を選択しチェックをはずして、作成をクリックします。 

 

 

 

 

メーラー起動のメッセージを表示します。 

OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

規定のメーラーのメール作成画面が起動します。 

退避した工事データファイルが添付されます。 

宛先・本文を入力して送信します。 

 

工事管理のメール送信から送れます。 



REAL4[工事管理] 

Ver2.33 2019/05 

 

メール送信実行時は、分割されたファイルの数と 

同じ件数のメールを送信します。 

 

 

 

退避ファイルを復元する場合は、分割されたすべてのデータを同じフォルダに保存します。  

保存したフォルダを復元もとパスに指定すると、退避データの一覧から選択できます。 

 

 

 

【工事管理】‐【ファイル】‐【オプション】をクリックします。 

【メール設定】‐【分割ファイルサイズ】に送信する際のデータファイルサイズを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

データロジックへのメール送信は、 

1 メールにつき最大２０MB までとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分割ファイルサイズを指定してメール送信できます。 



REAL4[ファイル] 

Ver2.33 2019/05 
 

 ファイル出力をすると、作図‐【レイアウト】‐【その他】の【外部 CAD ファイル参照】から読み込

んで、別図面に貼り付けることができます。 

 

部分出力は、範囲指定モードを『2-用紙指定』に切り替えるこ

とで用紙サイズに合わせて出力することもできます。 

 

 

 

範囲指定後、選択モードを『選択』にすると選択した図形から追加

する要素を選択し、『解除』にすると除外する要素を選択できます。 

 

 

 

 

 

 

【ファイル】‐【部分出力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力する範囲を指定します。出力する範囲の始点（左上）と終点（右下）をクリックします。  

指定した範囲が選択色になるので、四隅の☑をクリックし、出力方法を選択して出力します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部分出力で必要な部分を範囲指定して出力できます。 

 

 

 



REAL4[本体] 

Ver2.33 2019/5 
 

視点を個別に指定しない（視点欄が空

白）の場合、軸組図画面右上の【視点】

を参照します。 

基本的な視点はここで設定し、変更し

たい通りのみ個別に変更して下さい。 

 

 

 

＜配置画面で視点を変更する方法＞ 

軸組図を開き、画面下部【通常】をクリックします。 

【通常】⇔【反転】をクリックすることで視点が切り替わります。 

  

 

 

 

 

＜作図時に視点を変更する方法＞ 

【作図】‐【軸組図】を開き、視点を変更したい通りの【視点】を選択し、作図します。 

 

 

 

 

          1-通常または 2-反転を選択します 

 

配置画面、作図画面から変更できます。 



REAL4[作図] 

Ver3.10 2022/08 

 

 

 

 

 

 

軸組図で、通常とは逆の納め方向にした際、矢印を表示させるにはパラメーター設定の変更が必要です。 

【ファイル】-【パラメーター】-【図面作成】-【6.軸組図】の 23）部材納め表示 を選択します。 

 

軸組図の左下に矢印を表示したい場合もパラメーターでの設定が必要です。 

【ファイル】-【パラメーター】- 図面作成- 

6）軸組図の 10）キープラン納め表示 を 

『2-あり』にします。 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定を行います 

 

『2-逆のみ』 

標準の納めとは逆にした場合に

のみ納めの矢印を表示します。 

『3-入力全部』 

軸で納め方向を表示できるすべ

ての部材に納め方向の矢印を表

示します。 

 



REAL4[本体] 

Ver2.5 2020/5 

 

全ての側面図の表示範囲を変更する場合は、【パラメーター】‐【図面作成】‐6.軸組図‐11）部材表示制限

（手前）、12）部材表示制限（奥側）で変更します。 

それぞれ通りから指定値以内を表示します。（※パラメーターを変更すると軸組図作図時も反映されます。） 

 

11）部材表示制限（手前）（キープランより前側）   12）部材表示制限（奥側）（キープランより後ろ側） 

 

 

 

例）小梁が大梁と重なって表示されるので表示範囲を変更して非表示にしたい場合 

表示範囲を変更したい側面図を開き、右下にある 部材表示制限 をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材表示制限の設定画面が開きます。 

『パラメーター参照』のチェックを外し、表示を変更したい奥側（手前）に数値を入力し OK をクリックします。 

今回は部材表示制限（奥側）を 500→300 に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別に部材表示制限の変更が可能です。 



REAL4[本体] 

Ver2.55 2021/5 

 

『コラム柱の R に溶接している梁をチェック』にチェックを付けると、コラム柱に溶接する梁が 

コラムの R 部分に溶接していないかチェックします。 

『梁の目違いをチェック』にチェックを付けると、梁が目違いをしていないかをチェックします。 

           

梁の目違いをチェック 

 

 

 

 

【データ】‐【干渉チェック】をクリックし、干渉チェックを行うモードを選択します。 

簡易チェックは鋼材を直方体として認識する簡易的なチェック、詳細チェックは実際の形状で認識し、 

『プレート等を含める』にチェックを付けると継手などのプレートの干渉チェックも含めて行います。 

今回は、詳細チェックを選択し、『プレート等を含める』にチェックを付けて実行をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干渉チェックの結果を表示します。干渉している部材の接続や位置を確認します。 

『選択と同時に強調表示』にチェックを付けると、選択した内容を強調表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干渉チェックで確認ができます。 

コラム柱の R に 

溶接している梁を 

チェック 

梁の目違いを 

チェック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



REAL4[キープラン] 

Ver2.41 2020/2 

 

本通りの名称の頭に「*」を付けた場合、 

平面図作図時、本通り同様に通り軸は作図します

が、通り名称は作図しません。 

通り種類が仮通りの場合、 

平面図作図時には作図しません。 

仮通りの軸組図を作図することは可能です。 

【キー  

新たに 

 

例）庇の片持ち梁先端の通り（X3’）の寸法（1,000）を建物全体の寸法に含めずに作図したい場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キープラン】‐【通り】‐【修正】をクリックし、X3’通りを選択します。 

『通り名称』が *X3’ になるよう、X3’の先頭に「*」を入力し、四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の寸法（1０,000）と片持ち梁先端の通りまでの寸法（1,000）を分けて作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通りの名称に「＊」を付けることで出来ます。 

。 



REAL4[キープラン] 

Ver2.41 2020/2 

 

 ＜モードについて＞ 

１-上書き…総スパンを変えずに間隔を変更します。 

２-挿入 …各通り間は変わりませんが、変更した間隔分、総スパンが変わってきます。 

 

 

 

 

例）総スパンを変えずに X1～X2 通り間の間隔 2500 を 3000 に変更する場合 

【キープラン】‐【通り】‐【間隔修正】をクリックします。 

間隔を変更したい X2 通りをクリックし、モードは上書き・間隔を 3000 に変更して四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜変更前＞ X1～X2 の間隔 2500          ＜変更後＞X1～X2 の間隔 3000（総スパン変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

通りの間隔修正で変更できます。 



REAL4[キープラン] 

Ver２.60.30 2021/11 

 

♦庇の通りを作成すると、庇の通りからの寸法間隔になります。 

♦キープランから寸法修正をすると、アンカープラン図以外のすべての階の寸法線が修正されます。 

♦図面編集からも寸法移動で修正できますが、その場合各階での修正が必要となります。 

♦寸法間隔の数値は、数値×縮尺になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キープラン】‐【寸法】‐【修正】をクリックします。 

修正したい寸法線をクリックすると現在の寸法間隔が表示されます。 

※初期設定は（30）パラメーター参照 

（パラメーター - 図面作成 - 5.梁伏図 - 6.作図間隔） 

 

寸法間隔に変更したい数値を入力して、四隅の✅ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法間隔の修正ができます 

。 

寸法間隔 50×縮尺 100 
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元の角度に戻す場合は、画面左下の   をクリックして戻すことが可能です 

パターン入力以外の方法で通りを作図した場合、通りの交点(キープラン交点)は自動では作成されません。 

【キープラン】-【交点】-【入力】より交差する 2 本の通りをクリックし、キープラン交点を作成することで

柱の配置が可能となります。 

 

 

 

 

     【キープラン】-【通り基点】-【入力】をクリック 

  

 

 

     斜め通りの角度を入力し、基点となるポイントをクリック 

     【通り】-【パターン入力】より斜め基点を基準とした通りを作成できます 

 

 

     【キープラン】-【通り】-【単独/連続線】をクリック 

     「通り名称」や「マーク位置」など必要な項目を設定し、補助線を 

      作図する様に、通りを作成できます。 

      

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  画面左側のツールバーより【表示回転】をクリックし、０度にしたい通りや補助線をクリック 

図面を回転させることにより、柱の角度を常に 0°として入力でき、範囲選択も簡単にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  

指定した通りや補助線を基準に、図面を回転できます。 

 

①通りの基点を作成することでパターン入力が可能です 

 

②補助線を作図する感覚で作成できます 
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〈下から上／左から右に向かって引いた補助線を通りに変換した場合〉 

・通りのマーク：開始側に表示  ・通りの視野：通常視野 

     

〈上から下／右から左に向かって引いた補助線を通りに変換した場合〉 

・通りのマーク：終了側に表示  ・通りの視野：逆視野 

    

 

 

 

【キープラン】-【通り】-【補助線変換】をクリックします。 

 

通りに変換したい補助線をクリックします。 

 

 

【通り名称】や【種類】を入力シートで設定します。 

 

また、補助線変換時の通りの視野は補助線を引いた際のクリックの 

順番で変わります。 

【始終点関係】では補助線変換時の通りの視野を変更できます。 

通りのマーク位置で視野方向を確認し、通りを逆視野にしたい場合は 

【始終点関係】を【2‐反転】にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助線変換で補助線を通りに変換できます 

 

② 

① 

② 

① 
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【通り】‐【パターン入力】以外の方法で入力した通りには、 

キープラン交点は設定されません。 

【交点】‐【入力】で交点を作成することで 

柱の配置が可能になります。 

 

補助線変換した通りのマークと寸法線が重なる場合、【通り】‐【修正】で【マーク開始側位置】を【2-外側】

に設定することで通りのマークを寸法より外側に表示でき、寸法と重ならなくなります。 

【通り】‐【補助線変換】で基準にした補助線は削除できません。 

 

補助線を通りに変換した後に通り間のピッチを変更 

する場合は【通り】‐【伸縮】‐【自由端点】で 

通りを移動することができます。 

 

補助線変換前に補助線基準で配置した梁は、変換した 

通りを伸縮で移動しても付いてきません。 

【梁】‐【基準修正】で通り基準に変更してください。 

 

 

 

 

 

四隅の  をクリックして確定すると、補助線が通りに変換できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助線変換で補助線を通りに変換できます 
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上階（今回の場合は２SL 階）を基準階高にして入力する場合は、高さをマイナス値で入力します。                         

【キー 

新たに 

 

＜GL 階～2SL 階間、GL+2000 の位置に仮階 M2 を追加する場合＞ 

【キープラン】‐【階高】‐【入力】をクリックします。 

今回は GL 階を基準にして追加するため、基準階高指定で GL 階をクリックし、 

画面右側 入力シートに必要な情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜M2 階 追加前＞                   ＜M2 階 追加後＞ 

 

 

 

 

 

キープランの階高で追加できます。 

＜モードについて＞ 

1－上書き…階間に追加した場合、総スパンは変わりません。 

2－挿入 …階間に追加した場合、各階高間は変わりません。 

入力シートは下記内容で設定します 

・階高名称：M2 

・種類：2-仮階    

・モード：上書き 

・高さ：2000 
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 ＜階高を入力済みの場合＞ 

【キープラン】‐【階高】‐【修正】で 

GL の階高ラインを選択、【上下】に数値

を入力してください。 

階高を修正すると、配置済みの部材も 

階高で設定した数値を反映します。                           

 ＜上下について＞ 

GL 階(基準階)以外の上下数値では 

階高から鉄骨天端までの数値を 

入力します。 

2FL より鉄骨天端が 150 下がりの場合、 

2FL の階高を入力する際、 

【上下】に-150 と入力してください。                           

べーす 

 

 

例）ベースの高さが GL-150 の場合 

【キープラン】‐【階高】‐【入力】をクリックします。 

画面にある横線（基準階のライン）をクリックします。 

右側の入力シートで階高名称などを入力。 

【上下】に GL からベース下端までの数値を入力します。 

今回は GL-150 なので、-150 と入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階高を入力後、本体で本柱・間柱を配置すると、 

キープランの階高の上下で設定をした位置に 

ベースの下端を揃えることができます。 

 

キープランの階高の上下で設定ができます。 
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【通り】‐【自動一括取り込み】をクリックします。 

取り込みたい元図面を選択し、通り軸となる線をクリックして選択し、OK を押すと取り込みがされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り込みの際、倍率を設定することもできます。 

 

 

 

軸組図も同様に【階高】‐【自動一括取り込み】で元の図面から取り込みができます。 

軸組図等１つのファイルに複数の図面が入っている場合、不要な線も選択されてしまいますので、 

取り込みたい階高ラインを選択後、不要な線はクリックまたは右ドラックで選択解除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括自動取り込みから可能です。 
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【ベースマスター】‐【リブ設定】でリブの部品名を直接入力し、枚数や間隔を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【部品マスター】を開きます。赤字で表示している部品名をクリックしてサイズや材質などを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品マスターでリブを作成して設定します。 

あらかじめ【部品マスター】でリブを登録後、 

【ベースマスター】‐【リブ設定】で 

部品名を指定する方法でも設定が可能です。 
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ベースの向きが異なる場合は、【アンカーベース】 

-【入力】にて、角度を指定する事で 

ベースのみ回転する事が変更可能です 

                             

 

 

 

【ベースマスター】にて、以下の項目を入力 

①【サイズ X】【サイズ Y】→四角形として縦横の一番大きいサイズを入力 

②【板ずれ X】【板ずれ Y】→ベースの中心と柱芯とのずれ量を入力 

③【ボルト配置】→【ボルト座標入力】より基点からのボルト位置を入力 

④【角おとし】→L 型にするために不要なサイズを入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベースマスターで登録可能です。 

【ボルト座標入力】 

ベース中心からの座標ではなく 

ベース角からの座標を指定した

い場合は、「基点」にベース芯 

から角までの数値を入力します 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

【角おとし】 

三角形に四隅の角をおとすと、 

八角形のベースも登録可能です 
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ベース種類の一覧に記載のない場合は、データロジック 

インフォメーションへお問い合わせください。 

                             

 

 

 

【ベースマスター】を開きます。 

【ベース種類】で、使用したい既製品ベースのタイプを選択します。 

 

【ベース型式】をクリックすると、既製品ベースのベース選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当サイズを選択し、OK をクリックします。 

ベースマスター画面に戻り、既製品ベース情報が読み込まれます。OK をクリックし、ベースを登録します。 

 

 

ベースマスターで既製品ベースを登録できます。 

【リスト】：使用したい型式を選択できます 

【断面図】：既製品ベースの断面図を表示します 

【ベース型式】：リストで選択している既製品ベース 

の記号を表示します 

【柱形状】：コラム、パイプ、H等、柱の形状を選択 

します 

【アンカーボルト長さ】：アンカーボルトの長さを 

入力します 

 

※アンカーボルト長さは、各既製品ベースの柱脚工法標準図、施工標準図、カタログ設計ハンドブックを参照

し、自動で選択されています。 
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SFSystem\SFREAL4\Master の『ベーステンプレート.F5』を Arris で開いて編集します。 

「外形線」「ボルト位置」「中心線」各レイヤーを選択し、説明文の枠の左上角がベース中心になるよう作図します。 

編集後【ファイル】‐【名前を付けて保存】を開き、参照より保存先を選択後、ファイル名を入力して保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

REAL4 で【本体】-【マスター】-【ベース】をクリックします。 

ベース種類【2-特殊形状】を選択し、「形状ファイル名」の  をクリックします。 

 

読み込みをクリックし、編集した特殊形状ベースの F5 ファイルを選択し、OK をクリックします。 

板厚、キリ径、ボルト径、ボルト長など入力してベースマスターを登録し、柱マスターの「ベース名」で特殊形状

として作成した丸ベースを選択します。 

    

ベーステンプレートを編集し特殊形状で登録します。 

＜Arris 編集手順＞ 

① レイヤー『外形線』を選択 

②  中心円でベース外形線となる円を作図 

③ レイヤー『ボルト位置』を選択 

④  平行線で補助データ ON にし、ボルトの位置に補助線 

を作図 

⑤  中心円で補助データ OFF にし、ボルト位置に円を作図 

⑥ レイヤー『中心線』を選択 

⑦  中心線でベース中心線を作図 

※ 作図後、説明文は削除しても問題ありません。 

※ ベーステンプレートに上書きしないようご注意ください。 
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座金は、下記作図に対応しております。 

・アンカープラン図 ・軸組図   ・継手基準図 

・柱詳細図     ・間柱詳細図 ・梁詳細図  

・鉄骨基準図    ・部品図   ・型紙 

 

その他 管理資料及び3DViewerでもご確認いただけます。 

※3DViewer の表示色種類は取付部材に依存致します。 

【継手マスター】で継手種類-【ガセット】、

【エンドプレートを入力】＝【2-あり】にす

ると、エンドプレートの情報入力する項目が

表示されます。 

【エンドプレートの取付方法】＝【2-ボルト】 

【使用するボルト】＝【2-アンカーボルト】

にすると、部品マスターで作成した【座金】

を選択することができます。 

 

 

 

REAL4Ver3 より、座金の設定ができるようになりました。 

 

【部品マスター】で部品種類【15-座金】を選択し、サイズや材質などを入力し座金を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ベースマスター】-【座金】で、 

あらかじめ【部品マスター】で作成しておいた座金を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品マスターで詳細を設定します 



REAL4[本体] 

Ver1.50 2015/10 
 

 

 

 

 

【本体】‐【アンカーベース】をクリックします。 

アンカープラン図が表示され、ベースを確認することができます。 

 

 

 

 

平面図では表示しません。アンカープラン図で確認できます。 

GL 階平面図 アンカープラン図 
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【本体】‐【アンカーベース】をクリックします。 

 

 

 

 

アンカープラン図タブが開くので、変更したいベースを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ベースの高さを変更する場合】 

上下に数値を入力することで、変更することが出来ます。 

数値は GL ラインからの数値を入力してください。 

 

 

【ベースをなくしたい場合】 

 ベース名を＜無＞にしてください。 

 

 

 

 

 

 

アンカーベース入力で設定ができます。 

アンカーベース入力した柱は 

外形を緑色で表示します。 

ベース名<無>を元に戻したい場合、 

【アンカーベース】をクリックして 

ベース<無>にした柱を側面図から開き、 

クリックして、ベース名を<無>以外に 

変更してください。 
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【簡易継手】の【作成】を行うと、共通読込のリストの一番

上のデータが自動で取り込まれるため、ご注意ください。 

特にスプライスはすきまが 5mm のものがリストの一番上

にあるため、必ずデータを確認し、必要に合わせて修正して

ください。 

 

 

 

柱や梁の部材マスター登録時には継手名を設定せず、継手マスターで継手を登録する時にまとめて継手名を設定 

したい場合は  から〈簡易継手符号〉を選択します。 

例）大梁マスターの『継手名（中）』で          例）小梁マスターの『継手名（左）・（右）』で 

〈簡易継手符号〉を選択する場合            〈簡易継手符号〉を選択する場合 

 

〈簡易継手符号〉を選択した場合は、継手マスターに最初は何も表示されません。 

継手マスターの【簡易継手】をクリックします。 

 

継手名を設定したい部材のタブをクリックし、『接頭語』と『カウンタ』をそれぞれ設定し【作成】をクリックし

ます。確認画面で【OK】をクリックすると、継手マスターに継手が追加されます。 

例）梁のスプライスは GJ1、GJ2・・・、ガセットは BJ1、BJ2・・・と設定したい場合 

 

 

 

 

 

〈簡易継手符号〉を使用すると後から一括で継手名が登録できます 
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柱によって個別に設定・変更する場合は【本体】

‐【柱】‐【修正】‐【上継手距離】または【下

継手距離】を入力します。 

 

 

 

柱の継手を作成します。 

【マスター】‐【柱】で、継手を設定する柱部材の『継手名』を入力し、『エレクションピースの位置』や『間隔』

など必要な情報を入力し、保存します。 

 

 

 

 

 

 

【マスター】‐【継手】で、柱マスターで入力した継手名を選択し、必要な情報を入力し、保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての柱に一律に柱継手を設定する場合は【キープラン】‐【階高】‐【入力】または【修正】‐【継手距離】

を入力します。 

 

設定をした柱にエレクションピースが入ります。 

軸組図で確認ができます。 

 

 

 

 

 

継手マスターの作成と階高の設定で可能です。 
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                    全データ選択／全データ解除 

入力されている部材の全データ選択と解除を行います。 

【データ種類】 

選択データの絞り込みを行います。 

     選択色（オレンジ）になっているデータ種類の選択が可能です。 

クリックするとグレーの状態(例：間柱)になります。 

選択色になっていないデータは全データ選択やマウスでのデー 

タ選択はできません。 

 全選択／全解除／入替え 

データ種類の全選択・全解除・選択の入替えを行います。 

 

 

 

【工区・塗装】‐【節】‐【個別設定】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

節を個別に設定したい柱を選択し、入力シートの[節の位置]に設定したい節番号を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工区・塗装の節で設定できます。 
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個別で節を設定することも出来ます。 

【工区・塗装】 -【節】-【個別指定】をクリックします。0 節にしたい柱や梁をクリックします。 

右側の入力項目【節の位置】に設定したい節「0」と入力し、四隅の☑ をクリックします。 

   

 

  

 

 

 

 

【ファイル】 -【パラメーター】をクリックします。 

【データ作成】-【37.柱、梁作成関連】-【2.節最下位】の 1-0 節始まりを選択します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

パラメーターで一括設定できます。 
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【本体】-【マスター】-【マスター入力】-【柱】もしくは【間柱】をクリックします。 

トップダイア板厚の設定値が「0」の場合は、 

自動で板厚計算をしてトップダイアが入りますので、 

なくしたい場合はプルダウンリストの中の〈なし〉を 

選択します。 

 

これで設定した柱のすべてのトップダイアが消えます。 

 

 

 

 

 

 

任意の箇所だけトップダイアをなくす場合 

 

【本体】-【仕口】-【入力】を選択し、 

トップダイアをなくしたい柱をクリックします。 

【ダイアフラム】-【削除】を選択し、トップダイア

をクリックすると削除されます。 

 

柱・間柱マスター登録時に設定できます。 

部分的にトップダイアをなくしたい場合

は仕口詳細で設定することができます。 



ＲＥＡＬ４[本体] 

Ver1.23 201４/４ 

 

 

 

 

 

【本体】-【柱】-【修正】をクリックします。 

 

 

 

 

 

入力項目の【部品種類】を「2-ダミー」に設定します。 

 

 

 

 

 

  

ダミー部材で入力できます。 
 

 

入力画面ではシャフトを点線で表示しますが 

図面作図時には作図しません。 

 

1 階の柱の場合、 

【アンカーベース】-【入力】より 

ベース種類を <無> にしてください。 
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つか 

 

 

【本体】‐【梁】‐【入力】または【修正】にて入力シートの 

【部品種類】を「2‐ダミー」に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

ダミー部材につくガセットを入力することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダミー部材を使用することで入力が可能です 

既存の柱をダミーにした場合、シャフトはダミーになりますが、コア部分はダミーになりません。 

また、既存の梁もスプライスが不要な場合は【工区・塗装】の【分類】や【グループ】を利用することで 

既設の部材を加工図や型紙出力時に対象から外すことが出来ます。 

既存の柱も同様に部品種類を「2‐ダミー」に 

変更します。 

ダミー部材として入力した既存の柱や梁を図面に作図したい場合はパラメーターにて設定が可能です。 

例）梁伏図へのダミー部材表示方法 

図面作成‐5.梁伏図‐94）ダミー部材作図 （軸組図・鉄骨詳細図・胴縁軸組図でも設定が可能です。） 
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＜柱角度＞ 

柱や間柱の場合、鉄骨基準参照「する」にすると

角度を入力しても角度を参照しなくなります。 

Ｈ柱など外面合わせでも角度を変更したい場合、

鉄骨基準参照「しない」にして角度、ずれ量など

入力し配置します。                            

 

 

 

例）通りから柱・梁の外面が７５の場合 

【本体】‐【鉄骨基準】‐【入力】を選択します。 

鉄骨基準を設定したい通りをクリックします。 

右側の入力シートで各項目を入力します。 

今回、通りから外面までが 75 なので間隔に 75 と 

入力。配置基準を内側に変更します。 

 

 

 

 

 

選択した通りに対して内側にマウスを持ってくるとガイド図が表示されます。 

今回は選択した X1 通りより内側(右側)にマウスを持ってきて左クリックすると鉄骨基準が設定できます。 

                           ＜鉄骨基準設定後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜鉄骨基準を使った柱入力＞ 

各通りに鉄骨基準を入力後に各部材を配置していきます。 

【柱】‐【入力】を選択します。【鉄骨基準参照】‐【する】を選択し、部材を選び配置してください。 

柱の場合、マウスを通り交点に近づけると鉄骨基準を参照したガイド図が表示されるので左クリックで配置します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

梁の場合も同様に鉄骨基準参照「する」にして配置入力することで外面合わせで配置ができます。 

一部の柱や梁が外面合わせになっていない場合は鉄骨基準参照「しない」にして、配置基準やずれ量などを設定し、 

配置入力を行います。 

鉄骨基準を設定することで外面に揃えて配置ができます。 
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配置する部材を入力するコマンドを起動した状態で、画面左側のツールバーより【スポイト】   をクリックし、 

データを取得したい配置済みの部材を選択することで入力内容や条件等を読み込むことができます。 

 

例）配置している梁と同じ条件の梁を、別の位置に配置したい。 

【梁】-【入力】をクリックしてから、【スポイト】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置済みの梁をクリックすると、入力項目に設定されている内容が読み込まれ、同じ条件で梁の配置ができます。 

柱・間柱・ブレース等もスポイトを使用し同じ条件の部材が配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポイトにて配置済みの部材入力条件を取得できます。 
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【本体】‐【仕口】‐【スタイル設定】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

仕口スタイル設定の画面が起動します。 

追加をクリックし、スタイル名称を入力します。 

例）スタイル名称：内ダイア変更 

【柱仕口関連】タブをクリックし、 

19）通しダイアの配置方法 に☑を入れて、 

２-すべて通しダイア を選択します。 

OK をクリックして設定を保存します。 

 

【仕口】‐【スタイル入力】をクリックします。 

作成した仕口スタイル設定を選択し、内ダイアから通しダイアに変更したい柱をクリックし、四隅の☑をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタイル設定後の柱は緑色に変わります。 

設定前                        設定後   

 

仕口スタイル設定で変更できます。 
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通しダイアの板厚が 45 ㎜以上の場合のみ、TMCP に変更したいときは 

仕口材質指定画面下側にある『通しダイア板厚』で設定可能です。 

左図設定の場合、45ｍｍ以上及び 50ｍｍ以上の 

板厚になるダイアフラムの材質は【500-TMCP】 

となります。 

 

『仕口材質指定』が ⦿なし または 

柱材質に☑が入っていない・ダイアフラムの材

質が空欄の場合、ダイアフラムの材質は 

【1-SS400】になりますのでご注意下さい。 

パラメーター変更前に既に仕口スタイル設定

や仕口設定で個別に変更している場合は、そち

らが優先されます。 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【データ作成】‐【36.柱仕口関連】‐1７）仕口材質指定 を設定します。 

右側の  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

『仕口材質指定』の ⦿あり を選択し、配置している柱の『柱材質』に☑を入れます。 

『通しダイア材質』及び『内ダイア材質』を指定します。 

例）柱材質：45-BCR295 ⇒ 通しダイア材質：21-SN490C / 内ダイア材質：20-SN490B 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで柱材質または板厚によって設定できます。 
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18）通しダイアの使用板厚の設定に応じ、28）通しダイア板厚決定方法で柱や梁の板厚を基準にダイア

フラムの板厚を設定します。 

それに伴い、30）上通しダイアの増厚(㎜)、34）下通しダイアの増厚(㎜)で設定した板厚の計算方法 

でダイアフラム板厚が決まります。 

決まります。 

 

 

 

 

＜パラメーターで一括で変更する場合＞ 

【ファイル】‐【パラメーター】‐データ作成‐37.柱仕口関連‐18）通しダイアの使用板厚 で、使用する通し

ダイアの板厚を限定することができます。初期値は『指定なし』です。 

使用板厚設定画面で使用したい板厚に☑を付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜仕口スタイル設定で個別に変更する場合＞ 

【仕口】‐【スタイル設定】をクリックし、追加をクリックします。 

【柱仕口関連】‐18）通しダイアの使用板厚で、使用する通しダイアの板厚を限定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜仕口入力で個別に変更する場合＞ 

パラメーターの設定によって決定したダイアフラムの 

板厚を個別に直接指定することができます。 

【仕口】‐【入力】で変更する柱を選択します。 

仕口設定画面の【編集】‐【編集】をクリックし、 

ダイアフラムを選択して『板厚』の数値を設定します。 

 

 

様々な方法でダイアの板厚が変更できます。 
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 各開口穴設定の『メッキ中央穴』『メッキ隅穴』『メッキ隅穴 柱からの位置』は、 

【工区・塗装】‐【塗装】で柱にメッキ設定がされている場合に参照します。 

3D ソリッドビューアにメッキ穴を反映させたい場合は、【符号管理】タブから右側のタブを選択した状態で 

画面左上の【  3D ソリッドビューア】をクリックして起動し、確認してください。 

 

 

 

【本体】‐【マスター】‐【柱】をクリックします。 

コンクリート充填用（空気孔として代用可能）や 

メッキ抜きの孔を設定したい柱を選択し、 

【開口穴取付位置】を【2-あり】にします。 

 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメータ】‐データ作成‐37.柱仕口関連‐43）通しダイア開口穴設定（コラム用）で 

柱サイズにより中央穴及び隅穴の大きさを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピン接合のみの柱など、トップダイアに穴を開ける場合は 46）トップダイア穴有無 を『2-あり』に設定します。 

 

 

 

 

部材マスター及びパラメーターにて設定可能です。 

必要に応じて、以下のパラメーターも設定します。 

44）通しダイア開口穴設定（B.BOX 用） 

45）通しダイア開口穴設定（パイプ用） 

63）内ダイア開口穴設定（コラム用） 

64）内ダイア開口穴設定（B.BOX 用） 

65）内ダイア開口穴設定（パイプ用） 
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【本体】- 詳細設定【仕口】-【入力】をクリックします。 

既製品仕口にしたい柱を選択し、仕口設定画面内で【仕口】-【既製品仕口】-【挿入】を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する既製品材種を選択し、OK します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既製品種類選択後に、型番指定が 

できます（サイズより選択） 

 

仕口詳細設定で設定できます。
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【本体】-【マスター】-【共通/工事別マスター入力】を開き、【溶接】をクリックして溶接マスターを起動します。 

※SF システムメニューからも開くことができます。 

 

【溶接種類】をクリックします。 

 

【編集】をクリックします。 

【追加】をクリックし、追加された行に溶接の名前と記号を入力してから、【OK】をクリックします。 

溶接種類の画面では、種類選択より編集で追加した溶接種類を選択、手動／半自動溶接、自動溶接のいずれかを選

択し、片面または両面の 1 段目の黒色の画面をクリックします。 

 

溶接種類を選択し、【OK】をクリックします。 

ルートギャップ 6ｍｍ・開先角度などを入力し、【OK】をクリックします。 

板厚により溶接が異なる場合は、板厚範囲と 2・3 段目を設定し、【OK】をクリックします。 

 

溶接マスターから設定できます 



REAL4[本体] 

Ver3.10 2022/08 

 

溶接図の溶接部位の記号をクリックして編集することも

できます。 

 

                             

溶接種類を追加せず直接 TH1 などの

溶接設定の変更を行った場合、同じ 

溶接種類(TH1)を設定している全て

の溶接部位に対して設定内容が反映

されます。 

 

                             

溶接部位一覧では、文字検索で溶接部位を探すことができます。 

 

                             

 

 

 

溶接マスターの画面で、【溶接部位一覧】をクリックします。 

42）コラム柱と通しダイアの接合部（仕口側）をダブルクリックし、部位ごとの溶接方法指定を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成した溶接種類に変更し、【OK】をクリック、溶接部位一覧を閉じます。 

変更した内容は、工事別溶接マスターに保存してください。ルートギャップが変更されます。 

今後の工事でも同様の溶接にしたい場合は共通溶接マスターにも保存してください。 

               

 

 

溶接マスターから設定できます 

7mm 6mm 
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【1.仕口絞り】2-ありに設定していても、【2.仕口絞り制限(㎜)】で、下柱と上柱のサイズ差が指定値以下

では絞りません。またそのポイントは【3.仕口絞りポイント】での指定値となります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

【ファイル】 -【パラメーター】をクリックします。 

【データ作成】-【39.柱仕口関連】-【1.仕口絞り】 2-ありを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】-スタイル【仕口】-【スタイル設定】から、追加をクリックし『スタイル名称』を入力します。 

柱仕口関連タブの 1.仕口絞りに ☑ を入れ【2-あり】を選択し、OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】-スタイル【仕口】-【スタイル入力】をクリックし、絞りたい仕口の柱をクリックします。 

入力項目から、登録したスタイル名称を選択します。四隅の☑をクリックします。 

 

 

パラメーターで設定できます。 

仕口スタイル設定でできます！（個別で設定したい場合） 

 



REAL4[本体] 

Ver2.02 2017/7 
 

全ての仕口を絞りなしにするには 

【パラメーター】‐【データ作成】 

【36.柱仕口関連】‐1）仕口絞りを 

【1-なし】  にして下さい。 

 仕口スタイル設定とは？ 

柱仕口の個別パラメーター設定

です。 

仕口スタイルを使用することで

個々にパラメーター設定を割り

当てる事ができます。 

 

 

 

【本体】‐スタイル【仕口】‐【スタイル設定】をクリックします。 

 

 

 

追加 をクリックし、柱仕口関連タブをクリックします。 

1）仕口絞り に☑を入れ、【1-なし】を選択し、OK します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタイル【仕口】‐【スタイル入力】をクリックし、絞りなしにしたい柱を選択します。 

【仕口スタイル】に追加したスタイル名を選択し、四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕口スタイル設定でできます。 
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通しダイアの板厚ごとに仕口のちぢみしろを設定する 

場合は、12）～13）で通しダイアの板厚の基準を設定し 

14）～16）で基準に対してのちぢみしろを設定します。 

ただし、12）～16）と 17）～21）の両方に数値を 

入力すると両方の数値を加算してちぢみしろを設定する 

ため注意してください。 

 

 

 

仕口と柱のちぢみしろを設定する場合は、【ファイル】‐【パラメーター】‐データ作成‐44.溶接・塗装関連‐

10）仕口・柱ちぢみしろ設定(柱共通) をクリックし、【1-部材サイズ】または【2-仕口段数】から設定方法を 

選択して設定します。 

 

・仕口のちぢみしろを側面板やダイアフラムの板厚ごとに 

設定したい場合 

1）仕口・柱ちぢみしろ設定を「1-部材サイズ」に設定します。 

形状（H・コラム）ごとに仕口・シャフトのちぢみしろが 

設定できます。 

例）コラム柱を側面板の板厚で下記ちぢみしろを設定したい場合 

側面板の板厚（t） 仕口部ちぢみしろの合計 

t ≦ 12ｍｍ 0ｍｍ 

12mm ＜ t ＜ 19ｍｍ ２mm 

19mm ≦ t ３mm 

パラメーターで設定できます 
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仕口の段数が 4 段以上の場合は、4 段コアの 

設定を参照します。 

※柱やベースが一枚通し板に溶接する場合は、

シャフト側のちぢみしろは「0」とします。 

変更した仕口・柱のちぢみしろは、コア加工指示書

で確認することができます。 

本柱と間柱でちぢみしろの設定を別々に設定し

たい場合は、データ作成‐44.溶接・塗装関連‐

9）仕口・柱ちぢみしろ を「2-本柱・間柱別」 

に設定します。 

 

 

 

・仕口のちぢみしろをコアの段数ごとに設定したい場合 

1）仕口・柱ちぢみしろ設定を「2-仕口段数」に設定します。 

仕口段数と形状（H・コラム）ごとに仕口・シャフトの 

ちぢみしろが設定できます。 

例）コラム柱の仕口部分のちぢみしろを設定したい場合 

コアの仕口段数 仕口部ちぢみしろの合計 

1 段コア 2ｍｍ 

2 段コア 3mm 

3 段コア 5mm 

4 段コア 7mm 

 

 

パラメーターで設定できます 

シャフト側のちぢみしろを設定する際は、 

1）仕口・柱ちぢみしろ設定を「1-部材サイズ」に設定している場合は、 

22）H 柱ちぢみしろ ウェブ幅指定値以下(mm)～31）ウェブ幅 指定値以上 伸び(mm) で指定できます。 

1）仕口・柱ちぢみしろ設定を「2-仕口段数」に設定している場合は、 

34）～35）、38）～39）、42）～43）、46）～47）で指定できます。 

例）1-部材サイズを選択し、下記の設定をしている場合 

仕口 側面板の板厚（t） 設定値  シャフト ウエブ幅 設定値 

t ≦ 12ｍｍ 0ｍｍ  WEB ≦ 300 1mm 

12mm ＜ t ＜ 19ｍｍ 1mm  300 ＜ WEB ＜ 600 1.5mm 

19mm ≦ t 1.5mm  600 ≦ WEB 2mm 
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間柱の場合も 

同様の手順で行います。                           

 

 

 

例）2SL から 1200 下がった部分に階段受けの梁を配置したら仕口が長くなってしまった場合 

【キープラン】‐【階高】‐【入力】で、基準階高に 2SL をクリックして追加した梁天位置に仮階を追加します。 

 

 

【本体】‐【柱】‐【立面本柱の平面分割】で、仕口が長くなった柱を追加した仮階で分割します。 

仕口が長くなった柱→追加した仮階『M』の順でクリックし、四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

1 つの長い仕口が短い各階ごとの仕口になります。 

仮階を追加し、立面本柱の平面分割を行います。 

入力シートは次のように設定します 

・階高名称：仮に『M』とします 

・種類：2-仮階    

・モード：上書き 

・高さ：-1200 
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仕口部分が斜めになっているときは、【スタイル】‐【仕口】の【スタイル設定】を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【セットバック】‐【入力】をクリックします。 

① 青のライン(通しダイヤの下まで）と 

② 赤のライン（通しダイヤの下から）の 

２回セットバックの入力をします。 

 

上の柱は【柱】‐【修正】で 

セットバック ID を赤のラインの ID に変更してください。 

ID の確認は 参照で確認してください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

セットバックラインを 2つ設定してください。 

【柱仕口関連】 1）仕口絞り を 1-なし 【設定一覧】 1）仕口採用柱 を 1-上柱採用 

 

 

 

1 本のラインでセットバック設定すると 

仕口部分がずれてしまいます 
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特殊部品を取り付けたい柱の側面図に、補助線を引きます。 

二次部材マスタで特殊部品を登録し、【仮設金物】‐【入力】をクリックします。 

柱 → 補助線 の順に選択して、四隅の決定ボタンをクリックしますクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱の断面図が出てきますので、取り付けたい柱面をクリックして部材名を選択します。 

【特殊部品】のタブより、登録した部材を選択し、ずれ量や角度を変更して OK。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設金物‐複写で、複写ができます。 

複写したい位置に補助線を引いておき、入力した仮設金物を選択し、柱 → 補助線 の順にクリックします。 

複数複写する場合は、続けて補助線をクリックしていくと連続複写できます。 

二次部材の仮設金物で入力出来ます。 
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例）梁下にリブを入れたい。 

あらかじめリブを配置したい箇所に補助線を引いておきます。 

【本体】‐【リブ】­【入力】をクリック、梁→補助線の順でクリック、画面四隅にある をクリックします。   

リブスチフナー設定画面が出ましたら、リブの設定をして OK します。 入力画面に戻るとリブが配置されます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

同じ条件のリブを違う位置に配置したい場合、配置する箇所に補助線を引き、【リブ】­【複写】で複写できます。 

 

 

 

 

 

例）H 柱にスチフナーとして入力したい。 

梁と同様、リブ配置箇所に補助線を引いておきます。 

【本体】‐【リブ】­【入力】をクリックし、部材と補助線の順で選択します。 

グレーの矢印が出たら画面四隅にある をクリックします。 

〈スチフナーの条件設定〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

リブのコマンドから入力が可能です。 

リブのコマンドから入力が可能です。 

選択時に表示されるグレー

の矢印は、配置部材の断面に

対する視野方向を表示して

います。 

配置位置は【リブ・スチフナー】­【配置基準の切替】 

により中心基準・左基準・右基準から選択できます。 

また、ずれ量も同様のコマンドから設定できます。 
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メッキ抜き穴の場合は塗装設定で［2-溶融亜鉛メッキ塗装］の設定範囲に含まれた際に、【パラメーター】

を参照してリブ（スチフナー）にも自動で穴が開きます。 

［スチフナーの自動作成］で［0‐自動］を選択した場合、 

継手マスターと【パラメーター】-［データ作成］- 

［37.柱、梁作成関連］- 50）梁裏リブの最小間隔（mm）と 

52）間柱裏リブの最小間隔（mm）］を参照し自動でリブが 

配置されます。 

［1‐なし］の場合はリブが配置されません。 

パラメーターを参照せず強制的に配置する場合は、 

［2‐あり］にします。 

 

 

 

リブ（スチフナー）に任意の位置に穴をあける場合、ガセットのマスターを参照して自動で 

入るリブには穴をあけることができません。 

そのため、自動で入るリブを削除し、【リブ】-【入力】でリブを配置してから CAD 編集で 

穴をあけます。 

 

 

 

 

まずはガセットのマスターを参照して自動で配置されるリブを削除します。 

①【継手】‐【入力】をクリックします。 

②リブを削除する継手のグレーの丸をクリックします。 

［継手設定］画面が表示されるため、③［スチフナーの自動作成］で［1‐なし］を選択し OK をクリックします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAD 編集でリブに穴をあけられます。 

 

［1- なし］ ［0- 自動］ 

③ 

② 

① 
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［配置基準の切替］からリブの配置基準を選択できます。 

例）平面入力で配置基準を補助線に対して［2-左基準］にした場合 

 

 

 

次に、リブ（スチフナー）を配置します。 

リブ配置時には基準の補助線が必要なためリブを配置する位置に補助線を引いてから、【リブ】‐【入力】を 

クリックします。 

①リブを配置したい梁と②補助線をクリックし、四隅の☑ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［リブ・スチフナー設定］画面が開きます。 

①スチフナーを配置したい箇所をクリックします。 

②［タイプ］-［2‐スチフナー］にし、板厚やすきま等を設定します。 

③［リブ・スチフナー］‐［配置基準の切替］をクリックし、リブ位置がガセットの位置に合うように配置基準を

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAD 編集でリブに穴をあけられます。 

 

① 

② 

① 

② ① 
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穴を入力する際、入力する位置はオフセットを使用することで 

補助線を使わずにポイントをとることが可能です。 

穴径は実際にあけたいキリ穴サイズで 

入力してください。 

 

 

 

最後に、リブ（スチフナー）を CAD 編集してリブ（スチフナー）に穴を開けます。 

①【CAD 編集】  をクリックします。 

②CAD 編集するスチフナーをクリックします。 

詳細設定 CAD 編集画面が開きます。 

［穴］レイヤーで穴を描くとガセットやリブ（スチフナー）に穴を開けることができます。 

③【レイヤー】-［穴］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴をあけたい位置をクリックし、穴の種類と穴径を設定しキーボードの Enter をクリックすると、リブに穴があき

ます。 

編集を終えたら保存をクリックして保存してから、閉じるをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リブ・スチフナー設定画面で OK をクリックし終了すると、リブに穴が開きます。 

 

CAD 編集でリブに穴をあけられます。 

 

① 

② 
③ 
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梁貫通の詳しい設定方法については、Q＆A『梁貫通にしたい！』（Q&A Vol.26-9）をご確認ください。 

 

 

 

柱マスターで、材種【49ーRC 角形】を選択し、 

RC 柱を作成します。柱・梁を配置しましたら、 

梁貫通を設定します。 

 

 

 

 

仕口スタイルを設定します。 

【仕口】の【スタイル設定】をクリックします。 

 

 

【追加】をクリックし、スタイル名称を設定します。 

右上の【RCS ハイブリッド構法】にチェックを入れると RCS 構法を設定するタブが増えます。 

【RCS ハイブリッド構法関連】のタブで囲み板やバンドプレートの板厚などを設定し、OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仕口】の【スタイル入力】をクリックします。 

右側の入力シートで作成したスタイル設定を選択します。 

RCS 構法にしたい柱をクリックし決定すると、選択した柱が RCS 構法の柱になります。 

                             ＜軸面図＞ 

スタイル設定で設定します。※REAL4 Type1、Type4 のみ対応 
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ベースの向きが異なる場合は、【アンカーベース】 

-【入力】にて、角度を指定する事で 

ベースのみ回転する事が変更可能です 

                             

 

 

 

【ベースマスター】にて、以下の項目を入力 

①【サイズ X】【サイズ Y】→四角形として縦横の一番大きいサイズを入力 

②【板ずれ X】【板ずれ Y】→ベースの中心と柱芯とのずれ量を入力 

③【ボルト配置】→【ボルト座標入力】より基点からのボルト位置を入力 

④【角おとし】→L 型にするために不要なサイズを入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベースマスターで登録可能です。 

【ボルト座標入力】 

ベース中心からの座標ではなく 

ベース角からの座標を指定した

い場合は、「基点」にベース芯 

から角までの数値を入力します 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

【角おとし】 

三角形に四隅の角をおとすと、 

八角形のベースも登録可能です 
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【間柱の向きを変えず、ベースの向きのみ変更したい場合】 

側面図を開き、【継手】-【入力】をクリック、ベース継手部に表示されるグレーの〇をクリックします。 

継手設定画面で【角度】を変更、OK をクリックしてください。 

 

【本柱で登録した鋼材をベースで取り合う場合】 

【間柱】-【入力】で部材名を選択する際、 

【本柱】のタブをクリックして部材を選択します。 

 

 

 

 

 

【マスター】-【継手】をクリックします。 

【作成】を選択し、新規でベースタイプの継手 PJ10a 

を作成します。 

部材種類【2-間柱】継手種類【6-ベース】を選択してください。 

各項目を入力、OK をクリックして登録をします。 

 

 

 

【本体】-【間柱】-【入力】で間柱を配置します。 

【継手(下)】が間柱マスターで設定している PJ10 になっているので、右側の…をクリックして PJ10a に変更、 

間柱を配置してください。 

 

 

 

【間柱配置後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手マスターで登録が可能です。 
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配置する部材を入力するコマンドを起動した状態で、画面左側のツールバーより【スポイト】   をクリックし、 

データを取得したい配置済みの部材を選択することで入力内容や条件等を読み込むことができます。 

 

例）配置している梁と同じ条件の梁を、別の位置に配置したい。 

【梁】-【入力】をクリックしてから、【スポイト】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置済みの梁をクリックすると、入力項目に設定されている内容が読み込まれ、同じ条件で梁の配置ができます。 

柱・間柱・ブレース等もスポイトを使用し同じ条件の部材が配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポイトにて配置済みの部材入力条件を取得できます。 
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【簡易継手】の【作成】を行うと、共通読込のリストの一番

上のデータが自動で取り込まれるため、ご注意ください。 

特にスプライスはすきまが 5mm のものがリストの一番上

にあるため、必ずデータを確認し、必要に合わせて修正して

ください。 

 

 

 

柱や梁の部材マスター登録時には継手名を設定せず、継手マスターで継手を登録する時にまとめて継手名を設定 

したい場合は  から〈簡易継手符号〉を選択します。 

例）大梁マスターの『継手名（中）』で          例）小梁マスターの『継手名（左）・（右）』で 

〈簡易継手符号〉を選択する場合            〈簡易継手符号〉を選択する場合 

 

〈簡易継手符号〉を選択した場合は、継手マスターに最初は何も表示されません。 

継手マスターの【簡易継手】をクリックします。 

 

継手名を設定したい部材のタブをクリックし、『接頭語』と『カウンタ』をそれぞれ設定し【作成】をクリックし

ます。確認画面で【OK】をクリックすると、継手マスターに継手が追加されます。 

例）梁のスプライスは GJ1、GJ2・・・、ガセットは BJ1、BJ2・・・と設定したい場合 

 

 

 

 

 

〈簡易継手符号〉を使用すると後から一括で継手名が登録できます 
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今回は間柱を例に入力します。 

【本体】-【マスター】-【間柱】をクリックします。 

「継手(上)」「継手(下)」にガセットの名前を入力します。 

「端部部品名」に CT の名前を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マスター】-【部品】をクリックします。 

間柱マスターで入力した端部部品名をクリックして、 

「部品種類」を CT にしてサイズ等を入力します。 

 

 

 

 

 

 

【マスター】-【継手】をクリックします。 

間柱マスターで入力した継手名をクリックすると、登録した CT が表示されます。 

ガセットのサイズ等を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品マスターで作成ができます。 

部品マスターに登録した端部部品は 

大梁、小梁に使用することもできます。 

大梁マスター、小梁マスターも同様に 

継手名・端部部品名を入力できます。 
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【端部】-【スタイル設定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

追加をクリックします。 

例）回転角度 0 度の間柱の上継手のみ 90 度に変更する場合 

端部材回転角度を 90 にし、ＯＫします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【端部】-【スタイル入力】をクリックします。 

向きを変えたいＣＴガセット部の 

「◎」をクリックします。 

 

端部スタイルを追加したスタイルにし、 

四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

端部スタイルで設定できます。 
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柱の仕口部分にガセットが接続する際のすきまの基準はパラメーターで決まります。 

【パラメーター】‐【データ作成】‐【35.柱、梁作成関連】‐19）仕口に取付くピン梁の位置 

1-下柱ダイアから：常に通しダイア面からのすきまになります 

2-接続部材面：ピン梁の梁背内に通しダイアがある場合は通しダイア面、 

ない場合は柱面からのすきまになります 

3-接続部材面（下位互換用）：ピン梁のフランジ板厚が通しダイアに当たれば通しダイア面、 

当たらない場合は柱面からのすきまになります 

 

 

 

 

継手マスターでガセットを登録する際、ガセットがウエブに溶接する場合とフランジに溶接する場合のすきまを 

それぞれ設定できます。 

【すきま】は、H 形鋼のウェブからのすきま、コラム柱の仕口部分に取り付く際のすきまを設定します。 

【すきま（面）】は、H 形鋼のフランジからのすきま、コラム柱のシャフト部分に取り付く際のすきまを設定しま

す。 

＜すきま＞間柱        梁  ＜すきま（面）＞間柱        梁 

          

例）すきま（面）：15、すきま：10 と入力したとき 

・接続先がフランジの時：すきま 15      ・接続先がウエブの時：すきま 10 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガセットの接続先によってすきまを設定できます。 



REAL4[本体] 

Ver1.8 2016/10 
 

 

 

 

 

変更したい間柱の配置されている側面図を開き、高さを変更したい位置へ 

補助線を引きます。 

 

【データ】‐【接続情報の変更】をクリックして、 

高さを変更したい間柱をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続けて、高さを変更したい位置に引いた補助線をクリックすると、間柱の高さが変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

【間柱】‐【高さ修正】で変更も可能です。 

変更したい間柱をクリックして、 

【柱高さ】に配置階からの高さを入力します。 

四隅の決定ボタンをクリックで 

確定になります。 

接続情報の変更で変更することができます。 
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側面図の視点方向により配置基準及び奥行きの数値（±）が異なります。 

（例）X1 通りから間柱の外面まで 75 

X1～X2 通り間の中心に均等割りで配置した場合 

視点方向 

（通常） 

Y2 

 

Y1 

 X1 

 

Y1 

 

Y2 

 

X1 通り側面図 

 

視点方向（通常） 

【配置基準】2-中下 を選択 

X1 通りより奥側  

X1 通りより手前  

X1 

 

【視点方向が通常の場合】 X1 通りより手前に P1 の間柱を配置することになりますので 

             配置基準：8-中上 / 奥行き：75  

【視点方向が反転の場合】 X1 通りより奥側に P1 の間柱を配置することになりますので 

配置基準：2-中下 / 奥行き：-75  

【配置基準】8-中上 を選択 

X2 方向 

【奥行き】75  と入力 

【奥行き】-75 と入力 

視点方向 

（反転） 

Y2 

 

Y1 

 X1 

 

Y2 

 

Y1 

 

X1 通り側面図 

 

視点方向（反転） 

－ 

 

X1 通りより奥側  

X1 通りより手前  

X1 

 

X2 方向 

－ 

 

＋ 

 

＋ 

 

X1 

 

視点方向を切り替えるには、側面図表示の時に、画面下側の【視点】ボタンをクリックすると行えます。 

→X2 方向 

→X2 方向 
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【本体】‐【マスター】‐【継手】を開き、【作成】をクリックします。 

部材種類は『2‐間柱』、継手種類は『7‐溶接』を選択します。 

『溶接種類（上フランジ）』『溶接種類（下フランジ）』『溶接種類（ウエブ）』の をクリックし、 

「溶接マスター参照」のチェックを外し、溶接種類『5‐隅肉溶接（F）』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【詳細設定‐継手】‐【入力】をクリックします。 

溶接を変更したい間柱端部をクリックします。 

例）間柱とトップダイアの接合部の「◎」をクリック 

 

『継手』の をクリックします。 

【部材名選択】で隅肉溶接用に作成した継手を選択し、ＯＫします。 

 

 

 

 

 

 

 

隅肉溶接用の継手を作り、継手詳細設定で入力します。 
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一部の間柱のみベースとの接続を隅肉溶接に変更したい場合は、ベースマスターで設定します。 

【本体】‐【マスター入力】‐【ベースマスター】をクリックします。 

      

 

編集したい間柱ベースを選択し『溶接種類（上フランジ）』と『溶接種類（下フランジ）』の    をクリック 

『部位ごとの溶接方法指定』を開きます。 

 

 

「☑ 溶接マスター参照」のチェックを外し 

溶接種類『5‐隅肉溶接（F）』を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集したベースを使用した間柱は、溶接種類が『T 継手(初期値)』から『隅肉溶接』に変わります。 

 

 

 

 

 

ベース毎に溶接種類を個別指定することができます。 
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 タブの切り替え 

タブを切り替えて溶接種類を設定することで、

本柱・間柱・梁 毎に別々の溶接種類を指定す

ることができます。 

 

 溶接種類の変更方法 ② 

下図の間柱タブを選択し、溶接設定を変更したい部位を

クリックしても、間柱の溶接方法を変更できます。 

 

 

 

全ての間柱とベースの接続を隅肉溶接に変更したい場合は、溶接マスターで設定します。 

【本体】‐【マスター】‐【共通／工事別マスター入力】‐【溶接マスター】をクリックします。 

 

【溶接部位一覧】をクリックし、間柱タブを選択してから、『17）H 柱のフランジとベースの接合部』の行を 

ダブルクリックし、溶接種類を『5‐隅肉溶接（F）』に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶接マスターで間柱とベースの溶接を変更することができます。 
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例）溶接片持ち梁 CG1 のみノンスカラップ形状に変更する場合 

【本体】‐【マスター】‐【継手】を開きます。 

個別に継手を作成するため、【作成】をクリックし、 

継手名を入力、部材種類を大梁にし、【継手種類】を【９-溶接】にします。 

今回は継手名を CGJ と入力し、片持ち梁 CG1 の材種・サイズを入力します。 

 

【溶接スカラップ種類（上フランジ）】・【溶接スカラップ種類（下フランジ）】を【6-ノンスカラップ】に変更し 

OK をクリックして保存後、継手マスターを閉じます。 

 

【継手】‐【入力】をクリックし、片持ち梁 CG1 端部の基準点をクリックします。 

継手設定画面が起動するので、【継手】で新たに作成した溶接継手 CGJ を選択し、OK をクリックします。 

    

     

 

継手マスターで作成、継手入力で変更が可能です。 
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支持ガセットの形状を確認・変更したい場合 

【継手】‐【入力】でクリックします。 

例）梁下フランジに合わせたガセット形状にしたい 

『支持親合わせ基準』を『2-左』に変更します 

 

 

 

 

 

 

 

『3-右』に変更すると上フランジに合わせたガセッ

ト形状になります。 

また、『親合わせ基準に対するずれ』で『支持親合わ

せ基準』からのずれ量で調整も可能です。 

 

 

 

【マスター】‐【継手】をクリックし、継手マスターを開きます。 

新たに継手を作成する場合は、左上の【作成】をクリック、 

すでに登録してある継手の内容を変更する場合は、継手名をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

下記内容に設定します。 

部材種類：【2 - 間柱】 

継手種類：【10 - 支持ガセット】 

【ガセット】タブを開き、ボルト本数など各項目を設定、 

【OK】をクリックして保存後、マスターを終了します。 

 

 

 

 

 

【支持ガセット】‐【入力】をクリックし、 

部材名に先程作成した継手名を設定します。 

梁（取付部材）→間柱（部材）の順でクリックし、 

四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支持ガセットで入力が可能です。 

① 

② 
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＜柱角度＞ 

柱や間柱の場合、鉄骨基準参照「する」にすると

角度を入力しても角度を参照しなくなります。 

Ｈ柱など外面合わせでも角度を変更したい場合、

鉄骨基準参照「しない」にして角度、ずれ量など

入力し配置します。                            

 

 

 

例）通りから柱・梁の外面が７５の場合 

【本体】‐【鉄骨基準】‐【入力】を選択します。 

鉄骨基準を設定したい通りをクリックします。 

右側の入力シートで各項目を入力します。 

今回、通りから外面までが 75 なので間隔に 75 と 

入力。配置基準を内側に変更します。 

 

 

 

 

 

選択した通りに対して内側にマウスを持ってくるとガイド図が表示されます。 

今回は選択した X1 通りより内側(右側)にマウスを持ってきて左クリックすると鉄骨基準が設定できます。 

                           ＜鉄骨基準設定後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜鉄骨基準を使った柱入力＞ 

各通りに鉄骨基準を入力後に各部材を配置していきます。 

【柱】‐【入力】を選択します。【鉄骨基準参照】‐【する】を選択し、部材を選び配置してください。 

柱の場合、マウスを通り交点に近づけると鉄骨基準を参照したガイド図が表示されるので左クリックで配置します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

梁の場合も同様に鉄骨基準参照「する」にして配置入力することで外面合わせで配置ができます。 

一部の柱や梁が外面合わせになっていない場合は鉄骨基準参照「しない」にして、配置基準やずれ量などを設定し、 

配置入力を行います。 

鉄骨基準を設定することで外面に揃えて配置ができます。 
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・柱～柱間の梁の場合 

【梁】‐【入力】で『配置基準』を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・片持ち梁(柱～補助線間)などの場合 

【梁】‐【入力】の『基準指定』でクリックしたラインから基準間隔を入力します。 

梁の配置位置はマウスの方向で決まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配置基準・基準間隔を入力することで配置できます。 
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【梁】‐【修正】で梁をクリックし、『配置スタイル』で 

梁の配置基準を確認できます。 

 

また、『オフセット』は配置基準からのずれ量です。 

数値を変更することで梁を移動できます。 

 基準修正の手順は入力シートで切り替えができます。 

 

 

 

 

 

すでに入力されている梁の基準を別の補助線や通りに変更したい場合、 

【梁】‐【基準修正】をクリックします。 

 

 

基準を変更したい梁・基準にしたい補助線や通り の順にクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準が変更されるため、梁が移動します。 

 

 

 

 

 

 

梁の基準修正で動かせます。 
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軸組図で柱頂部を階高や部材に接続すると勾配が反映しなくなります。 

誤って接続した場合は、【上柱接続解除】に☑を付けて柱をクリックすると、接続が解除されます。 

例）勾配を反映していない柱 

 

上柱接続解除に☑を付けて柱をクリックすると、上側接続情報が解除されて勾配なりに下がります。 

クリックする順番は『手順指定』によって 

変わります。 

接続部材⇒要素の場合

 

①接続先の柱→②干渉している梁の順に 

クリックして接続を変更します。 

複数の部材を同じ接続先に変更したい 

場合はこちらの方が便利です 

 

 

 

【本体】‐【データ】‐【接続情報変更】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

①干渉している梁の端部→②接続先の柱の順にクリックし、接続を変更します。 

 

 

接続先が柱になり、仕口ができます。 

 

 

 

接続情報変更を行います。 

① 

② 
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基準修正は 

通りラインもクリックできます。 

 

 

 

 

 

 

柱～柱間の大梁で、配置時に基準になる補助線や通りをクリックせずに入力した場合、 

接続情報を変更しようとしたときにメッセージが出ます。 

 

 

 

 

 

例）柱接続の大梁を補助線に接続変更するには？ 

 

 

 

【補助線（中心線）】で梁芯に補助線を引きます。 

 

 

 

【梁】-【基準修正】をクリックします。 

大梁、梁芯に引いた補助線の順にクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データ】-【接続情報変更】をクリックします。 

梁の接続先を補助線に変更します。 

基準修正をすれば接続を変更できます。 

クリックした補助線または通りに 

梁の配置基準を合わせます。 
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【梁】‐【修正】で、前回配置したオフセット数値が残っているので、変更してください。 

配置時に指定した基準通りまたは補助線から、配置基準でのオフセットで配置をします。 

オフセットが必要ない場合は『0』にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オフセットの数値を変更してください。 

配置基準は、【梁】‐【修正】の『配置スタイル』、 

または、【照会】の『配置スタイル』で確認できます。 
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継手の左側/右側の考え方について 

 梁の入力時について・・・【ファイル】→【REAL4 のオプション】→【作図設定】→【継手入力】設定が 

            『1-始終入力』･･･最初にクリックした方を左側・次にクリックした方が右側の設定を参照 

              『2-左右入力』･･･どちらからクリックしても右図の様に左側・右側が固定 

                ※梁の修正時は、「1-始終入力」している場合でも 

                 右図のように左側・右側として修正して下さい 

  

 

 

 

        

継手（左）・継手（右）には、ピン接合時のガセット名称または合掌プレート（拝み板）を設定してください。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【大梁マスタ】 

大梁マスタ登録時に、継手（中）にスプライス継手名称を 

設定してください。 

ピン接合時のガセット or 合掌 PL 等の設定 

スプライスの設定 

マスタ登録時に、継手(左)(右)(中)を設定していれば、 

配置時に継手距離を入力すると継手(中)の「スプライス」、 

継手距離 0にすると継手(左)(右)の「ガセット」を配置します。 

マスタに登録していない場合は、梁-入力時 

または、継手-入力にて設定可能です 

左  右 

左 

右 
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 剛継手基準位置を変更しても、入力画面上や作図上で剛継手 

 の寸法位置は変わりません。寸法位置を変更したい場合は、 

 以下のパラメーターで寸法基準位置を設定します。 

 ・図面作成 – 5.梁伏図 – 27）柱剛継手寸法基準 

 ・図面作成 – 5.梁伏図 – 28）梁剛継手寸法基準 

 ・図面作成 – 6.軸組図 – 29）柱剛継手寸法基準 

 ・図面作成 – 6.軸組図 – 30）梁剛継手寸法基準 

入力画面の寸法位置は、画面下の設定が工事別の場合に 

作図パラメーターを参照します。 

例）【継手距離】800、【寸法線基準位置】柱芯の時に、

剛継手基準位置を変更した場合の寸法線の見え方 

            【剛継手基準位置】 

 

 

 

 

【ファイル】-【パラメーター】- データ作成 - 37.柱、梁作成関連 –  

 17）柱剛継手基準位置・18）梁剛継手基準位置 で全体の剛継手基準位置を一括で変更します。 

 

 

 

 

 

17）柱剛継手基準位置      18）梁剛継手基準位置 

  

 

 

 

個別で変更したい場合は、梁の修正から変更できます(Ver3.0～ 対応)。 

【本体】-【梁】-【修正】をクリック、継手の基準を変更したい大梁を選択、【剛継手基準位置】を設定します。 

【1-パラメーター参照】の場合は、上記のパラメーター設定に従います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターまたは梁の修正で変更できます。 

4-柱面 

3-柱芯 

2-通り 

例）【継手距離】800、【寸法線基準位置】柱芯 の時に、 

   剛継手基準位置を変更した場合の寸法線の見え方 

【剛継手基準位置】 
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継手名を『マスター参照』にした場合 

切断する梁の大梁（小梁）マスターで設定した継手を参照 

 すきまを『マスター参照』にした場合 

使用する継手の継手マスターで設定したすきまを参照 

 

 

 

 

継手を入れたい位置に通りまたは補助線を入力します。（今回は補助線を使用し、2G1 に中間継手を入力します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【梁】‐【切断】をクリックし、入力シートで中間に入る継手を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

継手を入れたい位置の補助線（通り）・梁の順にクリックすると、梁が補助線の位置で切断され、 

中間に継手が配置されます。 

 

 

 

 

梁の切断で設定できます。(Ver.2.4より可能になりました) 
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配置する部材を入力するコマンドを起動した状態で、画面左側のツールバーより【スポイト】   をクリックし、 

データを取得したい配置済みの部材を選択することで入力内容や条件等を読み込むことができます。 

 

例）配置している梁と同じ条件の梁を、別の位置に配置したい。 

【梁】-【入力】をクリックしてから、【スポイト】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置済みの梁をクリックすると、入力項目に設定されている内容が読み込まれ、同じ条件で梁の配置ができます。 

柱・間柱・ブレース等もスポイトを使用し同じ条件の部材が配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポイトにて配置済みの部材入力条件を取得できます。 
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切断する際に継手やすきまを設定した

い場合、継手名やすきまを入力してから

切断を行ってください。 

切断後に継手を設定する場合は【継手】

‐【入力】で設定を行ってください。 

 

  ＜符号名を付加した後に梁を結合する場合＞ 

符号名が異なる左右の梁を結合した場合、左部材の梁符号名が優

先されます。 

  ＜符号を付加した後に梁を切断する場合＞ 

切断した左部材の梁符号が既存の符号名になります。 

右部材の梁は符号が空白になるので、改めて符号を付ける作業が 

必要になります。 

※自動ルール設定の場合は切断されると同時に右部材に新たな

符号が付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切断をしたい位置に補助線を引き、【梁】‐【切断】をクリックします。 

補助線・梁の順にクリックすると、選択した補助線位置で梁が切断されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梁】‐【結合】をクリックし、結合させたい左右の部材を選択すると結合できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

補助線を引いて任意の位置で切断できます。 

分割されている梁を選択し簡単に設定できます。 
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＜側面梁入力での奥行きの考え方＞ 

配置する通り軸から配置基準の距離になります。 

   配置基準      奥行き数値(側面) 

＜オフセット(梁の上下数値)時の高さ基準＞ 

オフセット入力した際の梁の高さ基準位置は

【配置基準(側面)】を参照します。 
 

  配置基準(側面)    オフセット 

＜平面で耐風梁を入力する場合＞ 

側面入力では【オフセット】で梁の上下数値を調整しますが、平面入力では【梁上下】で調整します。 

平面入力時のオフセットは、配置基準からの平面的なずれ量数値を設定し、奥行き数値は平面入力時には無効

です。 

今回の入力を平面入力で行う場合、下記設定で配置します。 

 部材向き：横  配置基準：2-左側  配置基準(側面)：1-部材芯  上下数値：-1500 

 奥行き数値(側面)：0  オフセット：0 

 

 

 

耐風梁を配置する通り軸の側面図を開いて入力します。 

例）通りから Y 方向に 75 入った位置が梁面、2SL から横使い梁芯 1500 下がりの耐風梁を配置する場合 

 

【梁】‐【入力】をクリックします。 

入力シートで下記設定をします。 

部材向き：横 

奥行き数値(側面)：75 

配置基準：2-左側 

オフセット：-1500 

配置基準(側面)：1-部材芯 

 

耐風梁が接続する柱と柱をクリックし、高さの基準となる階高ライン（2SL）の順にクリックし、配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面で梁入力します。 
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平面から上下数値で入力した梁を平面図に作図したくないときや、 

立面から入力した梁を入力基準として選んだ階の平面図に作図したくないときは、 

【梁】-【平面図 作図タイプ】を「作図なし」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置入力画面上では点線で表示されていますが、図面作図時には作図しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平面図作図タイプを変更します。 
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パラメーターを変更した場合、 

勾配つきの片持ち梁など、ほかの斜めに取付く

梁端部の形状も変更されます。 

端部形状を別にしたい場合は、端部スタイルを

使用して個別に設定してください。 

納めの向きが左右で異なった

場合は【梁】-【修正】または 

【継手】-【納め修正】より 

変更してください。               

 

 

 

火打ち梁を配置する位置に基準となる補助線を引きます。 

 

【梁】-【入力】または【梁間入力】を選択して 

火打ち梁が取付く梁をそれぞれクリックします。       【この位置】を選択して補助線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜めに取付く梁の端部形状はパラメーターで設定されています。 

＜一括で設定したい場合＞ 

【ファイル】-【パラメーター】-データ作成-37.柱、梁作成関連-43.梁フランジ端部  で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜個別に設定したい場合＞ 

【スタイル】-【端部】-【スタイル設定】で設定します。 

 

補助線を引いて入力できます。 
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つか 

 

 

合掌の棟部分に通りが無い場合は【キープラン】‐【通り】-【パターン入力】より新しく仮通りを作成します。 

 

 

 

【本体】‐【マスター入力】-【継手】より合掌プレートを作成します。 

部材種類を「3-大梁」、継手種類を「8-合掌プレート」に設定し材質や板厚等を入力します。 

※板材質、板厚、縁が同じであれば複数の梁へ設定可能です。 

 

 

【本体】‐【梁】‐【入力】より、まずは 1 本の梁を入力します。 

次に【梁】‐【切断】より継手名の項目に、継手マスターで作成した合掌プレートを 

選択します。 

 

  

     

 

 

①棟部の通り②合掌梁となる梁の順にクリックすると梁を切断し、合掌プレートが 

入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

梁の切断より合掌プレート（拝み板）の入力も可能です。 

① ② 

配置基準 

1-自動／2-中心 

 

 

 

 

3-左 

 

 

 

 

4-右 

 

 

 

 

棟部の通り 
合掌梁となる梁 
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つか 

 

合掌にするため 2 つの勾配を作成します。【勾配】‐【入力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

1 つ目の勾配範囲を指定し、勾配ポイントなどを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

反対側も同様に勾配の設定を行います。 

 

 

 

梁の切断より合掌プレート（拝み板）の入力も可能です。 

 

【梁】‐【修正】-【転び】で 

棟梁の転び設定が 

可能です。 
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合掌プレートと方杖ガセット一体化を行う場合、 

一体化する際の板厚は一番厚い板厚に合わせ 

られます。 

 

その為小梁の取り付く位置によって、干渉して 

しまう可能性があります。 

その際は小梁等を移動する必要があります。 

 一体化した合掌プレートと方杖ガセットを別々

に戻したい際は、【本体】-【継手】-【解除】にて 

戻すことができます。 

 

 

 

 

 

【本体】-【継手】-【合掌一体化】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択後、四隅の☑ をクリックして確定すると 

合掌プレートと方杖ガセット等が一体化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

継手の合掌一体化で設定できます。 

① 

② 

一体化前 一体化後 

⓵合掌プレートをクリックし、⓶一体化する

梁ガセット・方杖ガセットをクリックします。 
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 梁端部に接続したい場合、部材選択時に梁ではなく梁端部の◉をクリックします。 

                             

 

 

 

 

例）右図のように異なる階に入力された梁に接続する 

斜めの梁を入力し、合掌プレートで取り合う方法 

 

 

異なる階にそれぞれ梁を入力します。 

斜め梁を配置したい位置に補助線を引きます。今回は斜め梁の上端に補助線を引きます。 

    

 

【梁】‐【入力】をクリックします。[部材１指定/本柱一括選択]で、梁の端部の◉をクリックします。 

[部材 2 指定]で、反対側の梁の端部の◉をクリックします。 

     

 

 

 

 

[基準指定]で斜めに引いた補助線をクリックし確定すると、斜めの梁が配置されます。 

     

軸組図から補助線を使用して入力します。 
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異なる階に入力された梁と斜め梁の切断面に合掌プレートを配置し、切断面が合うように端部角度を調整します。 

 

【継手】‐【入力】をクリックし、片方の梁と斜め梁間にある端部の◉をクリックします。 

     

継手設定画面が起動します。【継手】には、継手マスターで登録した合掌プレートを選択します。 

【傾き】‐【2-二等分角】を選択し、OK をクリックすると梁断面の角度が調整されます。 

同様に、もう片方の梁の切断面の【継手】と【傾き】を変更します。 

  

 

 

 

 

 

軸組図から補助線を使用して入力します。 
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【継手】‐【入力】で梁端部◉をクリックした際に表示される 

【傾き】はスプライスの場合は無視されます。 

 

【1-自動】は補助線を使用して I 接続にした場合、 

傾きは補助線なりになります。 

通りを使用して I 接続にした場合、傾きは【2-二等分角】と 

同様になります。 

 

 

階をまたいだ梁は上下どちらかの階に作図されますが、  ＜修正前＞ 

平面図での作図階を変更したい場合は、 

【梁】‐【修正】で作図階の指定ができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

階またぎの梁は上下どちらかの階に作図されます。 

＜M1 階 平面図＞                  ＜M2 階 平面図＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                  

                                 

 

 

 

 

 

軸組図から補助線を使用して入力します。 

 

 

＜修正後＞ 
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片持ち梁の梁面または梁芯位置に【補助線】‐【平行線】で補助線を引きます。 

【梁】-【入力】で片持ち梁をクリックします。 

                                       

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最寄りの通りラインや補助線から間隔を使って片持ち梁を入力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③

ん

   

補助線を引いて入力できます。 

 

 ①   

 

 ①   

②

  

 

 

①

    

②

   
片持ち梁が接続する①部材 1（柱）と 

②部材２（片持ち梁先端の通り）をクリックします。 

配置決定画面の【この位置】を選択して、 

マウスを補助線に合わせてクリックします。 

①

     
②

    

 

③

   

②

  

③

③ 

片持ち梁が接続する①部材１（柱）と 

②部材２（片持ち梁先端の補助線）を 

クリックします。      

①  

配置決定画面の【間隔】で本数『1』、基準間隔に 

梁を移動したい数値を入力します。 

通り（もしくは補助線など）の基準線を選択し、配置 

したい方向にマウスを合わせてクリックします。 

①

  

 

 

①

  

 

①   

 

 

 片持ち梁先端に通りがない場合は、片持ち梁先端に補助線を引いて入力してください。 

②  

①  

②  

①  
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画面左側のツールバーから【平行移動】を選択し、 

入力シートの【複数要素移動】をクリック、【基準モード】を『2-基準線指定』にします。 

片持ち梁先端にある【補助線】を選択し、 

四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

画面上下方向に伸縮する場合、①X 通りを基準にクリック、②転送元点として現在の補助線位置をクリックします。 

③補助線を移動させたい方向へカーソルを動かし、入力シートの『間隔』を入力して Enter で決定します。 

※ ③補助線を移動させたい方向で左クリックすると、『間隔』とは関係なくクリックした位置に任意で移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

例）Y 方向に 100 伸ばしたい 

→基準線には X 通り、転送元点は現在の補助線位置を選択します。 

『間隔』に 100 と入力した後、マウスを補助線よりも上側に持っていき、Enter で決定します。 

 

 

 

補助線を平行移動することで伸縮できます。 
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判定値となるウェブサイズ・フランジサイズを

設定することで梁サイズによりスカラップ種類を

分けることができます。 

 

 

 

 

ウェブサイズ・フランジサイズの両方に設定値を

指定させ、スカラップ形状がどちらにも該当する

場合は『指定値より大』のスカラップ形状を優先

します。ウェブのみ、またはフランジのみサイズ

を参照してスカラップ形状を決めたい時は、参照

しない側のサイズへ「0」と入力します。 

                             

溶接スカラップをノンスカラップにした場合は、【パラメーター】‐【データ作成】‐【37.柱、梁作成関連】

‐100）～102）で切り落としやすきまの設定をします。 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 【データ作成】‐【37.柱、梁作成関連】‐97）溶接スカ

ラップ の  をクリックし、設定を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スカラップの項目を「5‐ノンスカラップ」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【OK】をクリックします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターでスカラップの変更ができます。 
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片持ち梁先端の接続先が補助線の場合、先端は斜めになります。 

パラメーターは参照しませんので、形状を変更するには端部スタイル設定が必要です。 

【端部】-【スタイル設定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

追加をクリックします。 

WEB 形状を 1-直角 にし、OK します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【端部】-【スタイル入力】をクリックします。 

片持ち梁先端の「◎」をクリックします。 

 

端部スタイルを追加したスタイルにし、 

四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

接続先が補助線になっていませんか。 

 片持ち梁先端の接続先が通り・キープラン交点の場合 

  作図パラメーター  

29.柱、梁作成関連 – 34)片持ち梁先端 を 

参照して先端の形状が変わります。 
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・【ハンチ FLG 形状種類】はフランジのハンチ形状の選択をします。 

・梁種類が【3-左端-中央-右端】、【4-端部-中央】で更に【ハンチ WEB 形状種類】が【2-タイプ 2】、もし

くは【3-タイプ 3】を選択した際は【中央梁折れ位置】の設定があります。 

【中央梁折れ位置】は【端部材】の梁サイズのフランジ幅を参照してハンチを設定するため、【端部材】の梁

サイズの数値を入力して登録してください。 

ハンチ設定以外に、梁の材質が主部材とブラケットで異なる場合にも梁種類を変更し材質を設定します。

 

 

 

 

大梁マスターで設定すると、一括でハンチの設定ができます。 

【本体】-【マスター】-【大梁】をクリックします。梁種類でハンチの設定方法を選択します。 

 

 

 

 

 

【1-通常】：主部材と端部材の材種やサイズなどが同じでハンチなしの場合に使用します。 

【2-片持ち】：庇など、溶接（スプライス無）の梁をマスター参照でハンチ設定する場合に使用します。 

【3-左端-中央-右端】：主部材（中央部材）・左端部材・右端部材で材種やサイズ、ハンチ形状などがそれぞれ異な

る場合に使用します。【主部材】・【左部材】・【右部材】・【補強板】の４つのタブを登録します。 

【4-端部-中央】：左右端部材の情報は同じで、主部材と端部材の材種やサイズが異なる場合や、ハンチ設定する 

場合に使用します。【主部材】・【端部材】・【補強板】の 3 つのタブを登録します。 

【5-特殊形状 1】：ウェブは 1 本もので、フランジのみ板継ぎにして板厚・板幅を指定する場合に使用します。 

 

 

 

梁種類を【2-片持ち】、【3-左端-中央-右端】、【4-端部-中央】にした場合、 

【ハンチ WEB 形状種類】もしくは【ハンチ FLG 形状種類】でハンチ形状を 

5 つのタイプから選択します。 

※【1-タイプ 1】はハンチ設定をせず、材質を主部材と別に設定する際や、 

フランジのみハンチ設定する際に使用します。 

ハンチ形状を選択後、各項目を設定します。 

※設定項目は選択したハンチ形状によって異なります。 

【梁側 WEB 幅】：主部材側のウェブ幅を入力します。 

「0」と入力すると、主部材のウェブと同サイズに自動調整されます。 

【ハンチ WEB 梁側】：ハンチにしたい梁側のウェブ幅を入力します。 

※【パラメーター】-【37.柱、梁作成関連】-14）垂直ハンチ外基準の設定により入力基準が 

変わります。ハンチ長さの入力基準を【1-端部】・【2-柱面】より選択できます。 

【ハンチ WEB の R 値】：ハンチの R を設定します。R の設定が必要な場合は数値を入力します。 

大梁マスターから設定できます。 

＜ハンチ WEB 形状種類＞ 

 

＜梁側 WEB 幅＞ 

 

＜ハンチWEB梁側＞ 
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ハンチ形状にならない場合、【ファイル】-【パラメーター】-【37.柱、梁作成関連】- 33）垂直ハンチ合せ(mm) 

の設定値を確認・変更します。個別に梁を変更する場合は、【梁】-【修正】で左側または右側の【垂直ハンチ合

わせ】を「3-あり」に変更してください。 

大梁マスターで梁種類を【3-左端-中央-右端】

を選択し左部材と右部材タブで材種やサイズ、

ハンチ形状などをそれぞれ異なる設定をして

いる場合は、配置時の入力シートで梁マスター

端部反転の【2-あり】を選択すると、左部材、

右部材タブで登録した情報を反転して配置し

ます。 

 

 

 

例）大梁 2G2 をすべて柱面から 300 の位置でハンチにしてスチフナーを配置する場合 

【梁種類】は【4-端部-中央】を選択します。 

【主部材】・【端部材/左部材/右部材】・【補強板】それぞれのタブに切り替えてサイズなどを登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例として次のように登録します。 

【端部材】ハンチ WEB：4-タイプ 4 

ハンチ WEB 梁側：300 

【補強板】スチフナ－：S-12（※【マスター】-【部品】で登録したスチフナーを選択します。） 

 

 

 

 

 

OK をクリックしマスターを閉じます。 

マスター登録でハンチの設定をした梁を配置すると 

ハンチ形状となります。 

＜配置後＞ 

 

 

 

 

＜主部材＞ 

中央部材の登録を行います。 

＜端部材＞ 

ブラケット側の登録を行います。 

＜補強板＞ 

端部材に補強リブの登録を行います。 

大梁マスターから設定できます。 
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ハンチスタイルを複数登録する場合は、ハ

ンチスタイル設定で追加をクリックして

登録します。また、梁以外の部材にも設定

することができます。 

ハンチスタイルで設定したハンチは、 

【ハンチ】-【スタイル解除】で解除する

ことができます。 

ハンチで開くサイズを「0」で設定すると、

直行する梁サイズに合わせて自動で開くサ

イズが設定されます。中央部材側も同様に

「0」とすることで、中央部材と同サイズ

に自動調整されます。 

左右の梁サイズが異なる場合は、大きい方

の梁サイズに合わせて自動で開くサイズが

決まります。 

ただし、仕口詳細設定でダイア高さなどを

変更している場合や、中間の内ダイアをめ

がけてハンチにしたい場合は開くサイズを

指定する必要があります。 

【ハンチ】-【設定確認】

で設定したハンチスタイ

ルを確認することができ

ます。 

 

 

 

 

例）一部の大梁 2G2 を柱面から 300 の位置でハンチにしてスチフナーを配置する場合 

【ハンチ】-【スタイル設定】をクリックします。 

 

 

 

ハンチスタイル設定が開きます。 

追加をクリックし、以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補強板種類】のスチフナ－はあらかじめ部品マスターで登録しておき、選択します。 

OK をクリックしてハンチスタイル設定を登録します。 

ハンチの入力をします。【ハンチ】-【スタイル入力】をクリックします。 

入力シートでハンチスタイルを選択し、ハンチの設定をするブラケットをクリックして四隅の をクリックしま

す。ハンチスタイルが設定され、設定された箇所が緑色で表示されます。 

 

一部の梁のみの場合は、ハンチスタイル設定から設定できます。 
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【スタイル】‐【ハンチ】‐【スタイル設定】をクリックします。 

 

 

追加をクリックします。 

ハンチ外基準を決め、FLG ハンチ種類はマスター

参照、 WEB ハンチ種類でハンチ形状を選択して

必要な数値を入力します。 

※ 補強板（スチフナまたは三角リブ）を入れる場合は 

事前に「部品マスタ」に登録が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ハンチ】‐【スタイル入力】をクリックし 

ハンチにしたい片持ち梁を選択します。 

 

ハンチスタイルを追加したスタイルにし、 

四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FLG ハンチ種類  WEB ハンチ種類 

ハンチスタイルで設定します。 

 

ハンチスタイルは部分的にハンチをつけることが可能です。例えば、ブラケットを選択すれば 

ハンチつきブラケットにすることが出来ます。 

一部にハンチをつけたい時に活用することが出来ます。 
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【マスター】‐【大梁】をクリックします。 

梁種類を「2-片持ち」にし、サイズやハンチ形状の登録をします。 

【梁】‐【入力】で登録した部材を選択し梁を入力するとハンチ

がついた梁になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梁】‐【修正】にてハンチのついた梁（もしくはブラケット）をクリックします。 

【左側 ハンチ WEB 基準】を【3-上ハンチ】にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材サイズはハンチで広がるサイズで入力しておきます。 

例）H-400-300x175x7x11 にしたい場合 

『サイズ』には 400x175x7x11 と入力 

『梁側 WEB 幅』には先端側の『300』を入力します。 

梁の修正で上側ハンチにできます！※上側ハンチする前にハンチ設定をしておきます 

片持ち梁の場合は、左側‐ハンチ WEB 基準を設定しますが、 
大梁などで端部材-中央材がある場合は左側右側それぞれ設定します。 

大梁マスターでハンチにすることもできます。 
※マスター設定の為、ハンチ設定した梁は入力すると全てハンチになります！ 

配置場所によりハンチあり／なしがある場合は個別マスター登録するか 

ハンチスタイルを使用します。 

 

ハンチ WEB 基準種類 

梁種類の 3-左端－中央－右端、4-端部－中央はどういう時に使う？ 

主材（中央材）とブラケットの材種や材質、サイズなどが違う場合やブラケットハンチがつく時に使用します。 

3-左端－中央－右端、4-端部－中央を選択すると入力タブが増えますのでそれぞれ設定が必要になります。 
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作図パラメーター‐データー作成 

34.柱、梁作成関連‐26）勾配時剛継手位置 で勾配がついた時の剛継手の基準位置を選択できます。 

 

こちらの設定が『1-上面』になっている場合、水上・水下共に上側フランジでブラケット長さを取ります。 

そのため、水上・水下で長さが変わってきます。 

『2-長面』『3-短面』のどちらかにしていただくと長さが揃います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラケット長さは勾配なりになっている？ 

ブラケットの長さを取る方向については、 

作図パラメーター‐データー作成 

34.柱、梁作成関連‐25）勾配時剛継手距離 をみています。 

 

 

 

 

 

 

 

                    長さを取りたい方向に合わせて 

『1-実長』『2-入力値』どちらか設定します。 

パラメーターで設定可能です。 

 

 

 

 

 

短面側でブラケットの長さを 

とる為、同じ長さになります。 

 

 

 

 

長面側でブラケットの長さを 

とる為、同じ長さになります。 

 

 

 

 

水上水下共に上側フランジで 

ブラケット長さをとるため、 

ブラケット長さが異なります。 
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変更したブラケットのちぢみしろは、切断孔明加工指示書などで確認することができます。 

   ・ちぢみしろ：なし(全長 650)         ・ちぢみしろ：5(全長 655) 

    

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐データ作成‐41.溶接・塗装関連‐3）梁ちぢみしろ ウェブ幅 指定値以下(㎜)

～7）ウェブ幅 指定値以上 伸び(㎜) の設定により、ブラケットのちぢみしろを設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータで設定できます。 
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 梁種類 『3-左端-中央-右端』と『4-端部-中央』の違い 

3-左端-中央-右端 

主部材（中央材）とブラケット（左）、ブラケット（右）の情報

（材種、材質、サイズ、ハンチ形状など）がそれぞれ違う場合

に使用します。 

 

 

4-端部-中央 

ブラケット（左）・（右）の情報は同じで、主部材（中央材）と

情報が異なる場合に使用します。 

【キ 

新たに 

 

例）SS400 の梁（2G2）の左右ブラケットを SN400B に変更する場合 

 

 

 主材 SS400  

 

【本体】‐【マスター】‐【大梁】をクリックします。 

部材名２G２をクリックし、梁種類を『4-端部-中央』にします。 

入力タブが増え、主部材と端部材それぞれのタブで材種・サイズ・材質など設定します。 

 

 

 

 

 

 

【端部材】タブをクリックし、 

材質を 18-SN400B に設定します。 

 

 

 

【 

 

 

設定した 2G2 の梁全てのブラケットの材質が SN400B になります。 

【３D ソリッドビューアー】を起動し、  【仕口】‐【入力】で確認したい仕口をクリックします。 

【表示色種類】‐【材質別】を選択し確認できます。 【照会】でブラケットをクリックし、確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大梁マスターで修正できます。 

SN400B 

 

 
SN400B SS400 

 

SS400 SN400B 

ブラケット（左） ブラケット（右） 主部材 主部材 
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フィラーを入れて取り合う場合 

片持ち梁上に乗る梁の上下数値は、フィラ

ーの板厚を考慮し配置します。 

継手マスター登録時に、フィラーに名前

（例：ライナーPL）を入力します。 

 

部品マスターでフィラーを登録します。 

 

ボルトは継手マスターで設定しているため、

フィラー種類は『２－フィラー（溶接）』を選

択し、型板として出力したい場合は型紙出力

『2-する』を選択します。                             

 

 

 

 

クレーンガーターの梁を入力します 

【本体】‐【梁】‐【入力】で梁を入力します。 

片持ち梁上に乗る梁は、補助線（平行線など）を引いて配置します。 

片持ち梁上に乗るよう、上下数値で高さを調整します。 

 

継手を作成します 

【本体】‐【マスター】‐【継手】をクリックしします。 

部材種類を『7-その他』、継手種類を『1-部材と部材の接合』を選択します。 

子部材タブは片持ち梁上に乗る梁のサイズを設定します。 

ボルトタブで、ボルト種類・ボルト径・ボルト本数などを入力します。 

 

 

           

 

 

 

 

       

 

部材と部材の接合を入力します 

【部材と部材の接合】‐【入力】をクリックします。 

部材名の をクリックし、登録した継手名を選択します。 

片持ち梁上に乗る梁→片持ち梁の順でクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルト止めは部材と部材の接合で入力します。 

①  

②  

③  

梁の先端に補助線 
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フィラーを入れて取り合う場合 

継手マスターで、左右どちらかに

フィラーを設定すると、板は正し

い枚数で出力されますが、穴は 2

個（片側）しか開きません。汎用

CAD 等での編集してください。 

 

 

 

クレーンガーターの梁を切断します 

【本体】‐【梁】‐【切断】でジョイントする位置で梁を切断します。 

ジョイントする位置には予め通りまたは補助線を入力します。 

『継手名』<無>を選択、『すきま』10（左：5／右：5）と入力し、 

切断位置の通りまたは補助線→切断する梁の順でクリックします。 

継手を作成します 

【本体】‐【マスター】‐【継手】をクリックします。 

既にボルト 4 本で「部材と部材の接合」として作成している継手を選択した状態で、【作成】または【追加】を 

クリックします。 

＜ボルト 4 本用継手＞ 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材と部材の接合を入力します 

【部材と部材の接合】-【入力】をクリックします 

部材名の をクリックし、登録した継手名を選択します。 

片持ち梁上に乗る梁→片持ち梁の順でクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材と部材の接合で別々に入力します。 

③  

①  

②  

合計 3 個の継手を 

作成します 

＜左側＞ 例）継手名：KGJ48L 

 

＜右側＞ 例）継手名：KGJ48R 

 

①  

②  

③ 

＜左側の梁用継手＞削除ボルトタブで、右側２本のボルトをクリックし削除 

 

例）左側のみに 

フィラー設定した場合 

＜右側の梁用継手＞削除ボルトタブで、左側２本のボルトをクリックし削除 

 

切断位置 

（通り/補助線） 
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補助線（円弧）で、基準にするＲの補助線を入力。 

【梁】‐【入力】でＲの補助線をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーチの梁は、側面図で補助線（円弧）を入力し、 

補助線に沿って梁を入力してください。 

※Ｒ梁はガセット接続のみの対応です。 

※Ｒ梁の勾配設定は、現在対応しておりません。 

 

 

 

 

 

補助線を引いて入力できます。 
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梁貫通後、【仕口】‐【編集】で梁貫通部分をクリックすると、フランジ・ウェブそれぞれ貫通の有無の設

定ができます。 

【パラメーター】‐【データ作成】‐【37.柱仕口関連】‐15）梁貫通時の縁(㎜)・16）梁貫通時の縁形

状で 1 つの梁を梁貫通した際の梁先端の縁・ウェブ形状が設定できます。 

梁貫通を解除する場合は、【仕口】‐【解除】で解除したい仕口をクリックします。 

 

 

 

 

【本体】‐【仕口】‐【入力】をクリックします。 

 

 

 

 

梁貫通にしたい仕口をクリックすると、仕口設定画面が開きます。 

【梁貫通】‐【梁貫通】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

ⅾ    

＜2 つの梁を梁貫通にしたい場合＞ 

左右のブラケットを順番にクリックし、右下の【OK】をクリックし仕口設定を終了します。 

  

 

 

 

 

＜1 つの梁を梁貫通にしたい場合＞ 

同じブラケットを 2 回クリックし、右下の【OK】をクリックし仕口設定を終了します。 

 

仕口詳細設定で設定します。 

仕口設定画面下側のコマンドで

視野の選択ができます。 

クリックすると、指定した面を正

面にして表示します。 
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基準から間隔数値を指定して移動させたり、 

新たな基準を指定して移動できます。 

基準からの数値を指定して移動する場合 

  【梁】‐【修正】をクリックします。変更したい梁を選択し、【オフセット】に数値を入力します。 

①通りを基準に配置していた場合 

  通りからの距離をオフセットに入力 

②補助線を基準に配置していた場合 

  補助線からの移動量をオフセットに入力 

③梁を基準に配置していた場合 

  交点(梁)からの距離をオフセットに入力 

 

①Y1通りを基準に配置 

②補助線を基準に配置 

③梁(B2)間で均等割配置 

補助線基準で入力している梁を補助線移動にて移動する場合 

  【平行移動】  をクリックします。【１要素移動】を選択し、移動する補助線をクリックします。 

【座標モード】を 2-相対を選択し、 

移動したい方向（X・Y）に 

数値入力します。 

基準として指定している通りや補助線を変更して移動する場合 

  【梁】‐【基準修正】をクリックします。新たに基準とする通りや補助線をクリックします。 

【手順指定】により、 

部材を先に選択するか、 

基準を先に選択するか指定できます。 
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【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【5.梁伏図】‐50)梁上下表示、51)梁上下位置、 

52)梁上下0値表示で平面図に梁の上下数値を作図するか設定できます。 

 

例）平面図に『STL0』と表示されるので、『STL0』の文字を消したい 

 

【52）梁上下 0 値表示】 

設定値を「1-なし」に設定すると０値が消え、『STL』という文字のみ表記されます。 

 

 

『STL』の表記は【図面作成】‐【2.マーク・寸法線】‐17)鉄骨基準記号で変更できます。 

 

 

「STL」表記を非表示にする場合は、項目の設定値「STL」を削除して空欄にします。 

 

【50）梁上下表示】 

梁上下の表示の有無や表記する上下数値の種類が選択できます。配置入力画面は『4-あり（入力値）』の固定です。 

 

パラメーターで設定できます。 
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【上下基準】で『2-階高ライン』を設定したときや、側面から梁入力でオフセット入力したときは、値のみ 

（＋/－ 〇〇）で表示されます 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梁】-【入力】のときに、入力シートの【上下基準】の設定値を基準として、【上下数値】に入力した値が 

上下値として表示されます。 

 

 

 

 

 

【51）梁上下位置】  

50）梁上下表示の設定に対して、梁上下の数値の基準を選択できます。配置入力画面は『1-階高』固定です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上下基準：1-階高ライン             ・上下基準：2-階上下（鉄骨ライン） 

 

 

パラメーターで設定できます。 
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REAL4 で入力したデータは全て入力順に自動的に ID が付与されており、 

梁などの部材の接続先は部材名ではなく ID で認識しています。 

例えば RG2 を削除後、再度同じ位置に RG2 を配置しても後から配置した RG2 は 

先に配置されていた RG2 と ID が異なります。 

そのため B2 は接続先の ID の梁がないためエラー色の赤色で表示されたままです。 

エラーになっている B2 の接続先の部材の ID や、その部材に割り当てられた ID は  【照会】で確認できます。 

 

【照会】をクリックし、赤くなった B2 をクリックすると、B2 の接続先の情報が入力シートの【接続情報】で 

確認できます。今回は B2 の右側の接続情報は削除前の RG2 になっているため、梁［ID=41］になっています。 

 

 

 

 

 

 

また、部材自体の ID を確認したい場合は【照会】をクリックした状態で部材に 

マウスを合わせると画面上に ID が表示されます。 

RG2 にマウスを合わせると梁［ID=54］と表示されます。 

そのため B2 の右側の接続情報を梁［ID=54］に変更すればエラーが修正されます。 

【データ】‐【接続情報変更】をクリックし B2 の接続情報を変更します。 

 

要素⇒接続部材にしている場合、①赤くなっている B2 の上側（右端部）をクリックします。 

②下のほうからグレーの線が表示されマウスについてくるため接続先の RG2 をクリックします。 

接続先が新しく入力された RG2 の ID に変更され、B2 の部材色が白色に戻り RG2 にガセットが取り付きます。 

 

接続先情報変更で修正できます。 

接続情報変更の手順は入力シートの【手順指定】で変更できます。 

要素⇒接続部材は B2(子梁)⇒RG2(親梁)の順で選択します。 

接続部材⇒要素は RG2(親梁)⇒B2(子梁)の順で選択します。 

大梁についている小梁が複数赤くなっている場合は、 

接続部材⇒要素を選択するとクリックする回数が少なく修正できます。 

 

① 

② 
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＜断面詳細合わせの複写と解除＞ 

断面詳細複写：断面詳細合わせ設定の設定を他の梁に複写します。 

【断面詳細複写】を選択します。複写元の梁を選択し、複写先の梁を選択（複数選択も可）してください。 

断面詳細解除：設定した断面詳細合わせ設定を解除します。 

【断面詳細解除】を選択します。設定を解除したい梁を選択（複数選択も可）、☑ をクリックしてください。 

 ※断面詳細合わせ設定で梁を選択し、梁断面詳細設定を 1-自動にすることで元に戻すことも出来ます。 

 

 

 

 

【梁】-【断面詳細合わせ設定】をクリックします。 

高さを調節したい梁・梁の間に配置した小梁をクリックすると、梁の断面のタブが開きます。 

（※ガセット取合の梁が選択できますが、立面入力した梁は選択できません。） 

 

 

 

 

 

 

入力シートの【断面詳細合わせ設定】を【2-任意】へ変更します。 

次に【左側配置基準 側面】を【3-下側】、【右側配置基準 側面】を【2-上側】を選択します。 

各項目を設定したら、左右の梁の断面のポイントの●をクリックします。 

今回は左側の断面梁は右下の●、右側の断面梁は左上の●を選択します。必要に応じてずれ量を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイントを選択したら ☑ をクリックします。 

設定を行った梁は、断面詳細合わせ設定、断面詳細複写、断面詳細解除を選択時に画面上では緑色で表示されます。 

 

梁の断面詳細合わせ設定で可能です。 
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【【【【本体本体本体本体】】】】‐‐‐‐【【【【梁梁梁梁】】】】‐‐‐‐【入力【入力【入力【入力】】】】で同じ位置に梁を２本入力し、 

【梁】【梁】【梁】【梁】‐‐‐‐【断面詳細合わせ設定】【断面詳細合わせ設定】【断面詳細合わせ設定】【断面詳細合わせ設定】または【座標修正】【座標修正】【座標修正】【座標修正】等で梁の高さをそれぞれ変更します。 

 

 

 

 

 

詳細設定の【継手】【継手】【継手】【継手】‐‐‐‐【ガセット一体化】【ガセット一体化】【ガセット一体化】【ガセット一体化】をクリックします。    

一体化させたいガセットを選択し、四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

詳細設定－継手で一体化できます。 
    

 

 

  

一体化したガセットの形状を 

変更したい場合は、 

【【【【詳細設定詳細設定詳細設定詳細設定】‐】‐】‐】‐【継手】【継手】【継手】【継手】で 

一体化したガセット外形をクリックし 

形状を選択してください。 
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組鋼材設定を解除する場合は、 

組鋼材設定画面の『未設定』行を選択し、

組鋼材を解除したい部材を選択し、四隅の

☑をクリックすると設定を解除できます。 

よ 

 

 

例）梁上に CT 形鋼を配置し、その梁と CT 形鋼両方をガセットで取り合いたい場合 

梁上の CT 形鋼をかさ上げ材ではなく 

【本体】‐【大梁マスター】または【小梁マスター】で登録し、 

【梁】‐【入力】で上下数値・配置基準（側面）で調整し梁上に配置します。 

 

 

【属性】‐【組鋼材】をクリックします。 

組鋼材設定画面が起動するので、追加をクリックし、組鋼材設定の名称・色を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加した行を選択し、梁と梁上に入力した CT 形鋼を選択し、四隅の☑をクリックします。 

組鋼材設定の使用数が『2』と表示されたのを確認し、閉じるで組鋼材設定を終了します。 

 

 

組鋼材として登録され、CT 形鋼にもガセットが付きます。 

 

かさ上げ材を梁で入力し、組鋼材を設定します。(Ver2.4 より可能) 
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①梁－修正の場合 

【梁】‐【修正】をクリックし、 

納め方向を変更したい梁を選択します。 

修正項目内の【納め】で納め方向を変更します。 

 

 

 

 

 

②納め修正の場合 

【継手】‐【納め 修正】をクリックします。 

 

 

 

 

・梁ごとに納めを変更する場合 

【部材選択】を選び、納め方向を変更したい梁を選択し、

【納め】を変更します。 

 

 

・継手ごとに納めを変更する場合（左右納め方向が違う場合等） 

【継手選択】を選び、納め方向を変更したいガセット側の 

継手マーク「◎」を選択し、【納め】を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梁－修正、もしくは継手－納め修正で変更可能です。 

 

納め‐自動時の納め方向はパラメーターで設定されています。 

【パラメーター】‐【データー作成】‐【34.柱、梁作成関連】の 

3）縦梁納め方向・4）横梁納め方向・5）横使い梁納め方向 を 

参照しています。 

 

6）納め自動調整 が 1-する の場合 

火打ち梁や勾配梁に付く小梁は、パラメーターに関係なく 

広い方→狭い方、水上→水下 の納めとなります。 
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【簡易継手】の【作成】を行うと、共通読込のリストの一番

上のデータが自動で取り込まれるため、ご注意ください。 

特にスプライスはすきまが 5mm のものがリストの一番上

にあるため、必ずデータを確認し、必要に合わせて修正して

ください。 

 

 

 

柱や梁の部材マスター登録時には継手名を設定せず、継手マスターで継手を登録する時にまとめて継手名を設定 

したい場合は  から〈簡易継手符号〉を選択します。 

例）大梁マスターの『継手名（中）』で          例）小梁マスターの『継手名（左）・（右）』で 

〈簡易継手符号〉を選択する場合            〈簡易継手符号〉を選択する場合 

 

〈簡易継手符号〉を選択した場合は、継手マスターに最初は何も表示されません。 

継手マスターの【簡易継手】をクリックします。 

 

継手名を設定したい部材のタブをクリックし、『接頭語』と『カウンタ』をそれぞれ設定し【作成】をクリックし

ます。確認画面で【OK】をクリックすると、継手マスターに継手が追加されます。 

例）梁のスプライスは GJ1、GJ2・・・、ガセットは BJ1、BJ2・・・と設定したい場合 

 

 

 

 

 

〈簡易継手符号〉を使用すると後から一括で継手名が登録できます 
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柱の仕口部分にガセットが接続する際のすきまの基準はパラメーターで決まります。 

【パラメーター】‐【データ作成】‐【35.柱、梁作成関連】‐19）仕口に取付くピン梁の位置 

1-下柱ダイアから：常に通しダイア面からのすきまになります 

2-接続部材面：ピン梁の梁背内に通しダイアがある場合は通しダイア面、 

ない場合は柱面からのすきまになります 

3-接続部材面（下位互換用）：ピン梁のフランジ板厚が通しダイアに当たれば通しダイア面、 

当たらない場合は柱面からのすきまになります 

 

 

 

 

継手マスターでガセットを登録する際、ガセットがウエブに溶接する場合とフランジに溶接する場合のすきまを 

それぞれ設定できます。 

【すきま】は、H 形鋼のウェブからのすきま、コラム柱の仕口部分に取り付く際のすきまを設定します。 

【すきま（面）】は、H 形鋼のフランジからのすきま、コラム柱のシャフト部分に取り付く際のすきまを設定しま

す。 

＜すきま＞間柱        梁  ＜すきま（面）＞間柱        梁 

          

例）すきま（面）：15、すきま：10 と入力したとき 

・接続先がフランジの時：すきま 15      ・接続先がウエブの時：すきま 10 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガセットの接続先によってすきまを設定できます。 
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つか 

 

 

【本体】‐【部材マスター】‐【継手】をクリックし、継手マスターを起動します。 

ガセットタブの継手取付け方法を『2-ボルト（詳細）』にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルト種類、ボルト径を設定します。 

次に、ボルト間隔数値（横）、（縦）を設定します。端部距離・各ボルト間距離・端あきの数値を 

「,（コンマ）」や「/」で区切ることで、ボルト間ピッチや上下の端部距離が異なる継手を登録することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他、必要な数値入力を行ってから【OK】をクリックし継手マスターを終了します。 

継手マスターの設定から詳細入力することが出来ます。 



REAL4[本体] 

Ver2.60.30 2021/11 

 

【キー  

新たに 

 

 

【部品マスター】で使用する補強リブを登録します。 

例）部品名「Rib」と入力し、部品種類＝リブで作成します。 

 

 

【継手マスター】で補強リブを設定します。 

例）下記の様に配置したい場合 

  

【ガセット】-【補強リブ】に、部品マスターで登録した「Rib」を選択します。 

 

【補強リブ間隔値（縦）】に数値を「/」か「,」で区切って入力します。 

右図の様に、上から間隔値を「70/120」 もしくは「70,120」と入力します。 

 

継手マスターで設定できます。 

【継手種類】を「3-ガセット」にします 
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【１-下柱ダイアから】 

下通しダイアの縁からの隙間になります。 

柱マスタのダイアの縁で設定している数値が優先となり、 

仕口詳細設定でダイアの縁を変更している場合でも考慮されません。                

 

【2-接続部材面】 

仕口（柱）の面からの隙間になります。 

梁のフランジがダイアフラムと干渉する位置にある場合は、 

ダイアフラムの縁からの隙間になります。 

 

※現場溶接のガセットの場合は常に柱面からの隙間となり、また変形ダイアの場合は『2-接続部

材面』に設定している時はダイアを考慮した隙間となりますが、『１-下柱ダイア』にしている場合、

ダイアの形状を考慮しない為、【梁】‐【修正】または【継手】‐【入力】にて隙間の数値を調整

する必要があります。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐データ作成‐34.柱、梁作成関連‐18）仕口に取付くピン梁の位置 の 

設定により、隙間の基準が変更できます。 

 

 

 

  

 

 

 

   （例）柱に取付くピン梁が 50 上がっている場合 

      【1-下柱ダイアから】               【２-接続部材面】 

           

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

パラメーターの設定により選択可能です。 



 

 

 

 

 

作図

34.

梁

 

 

 

 

 

 

68

     

         

 

 

 

 

 

69

梁

67

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図パラメーター

34.柱、梁作成関連

梁の取り付き

68）下端処理制限位置

      

         

 

 

 

69）下端処理制限

梁の取り付き

67）下端処理制限位置

 

ガセット下端処理

※ 設定値

 

 

 

パラメーターをみて

継手マスターでガセット

しているのに切り欠

パラメーター  

梁作成関連‐68

き状況に応じて

下端処理制限位置 

          

下端処理制限(㎜)  

き状況に応じて

下端処理制限位置 

下端処理が「

設定値を「０」の場合

パラメーターをみて

手マスターでガセット

しているのに切り欠

フランジ

69）下端処理制限

場合、

68）下端処理制限位置

じて下端を斜めに

じて下端を斜めにする

 の設定によって

「パターン１

場合は、斜めにしません

パラメーターをみて

手マスターでガセット

しているのに切り欠

フランジ内側とガセット

下端処理制限(

、下端を斜めにします

下端処理制限位置、69

めにする処理

めにする処理

によって数値の意味

１」「パターン

めにしません。 

パラメーターをみて自動切

手マスターでガセット形状をパターン１

しているのに切り欠いてしまうのは

とガセット下側の差

(㎜) の数値以下

めにします。 

69）下端処理制限

処理の判定値の

処理の判定値です

意味が異なります

パターン５」「パターン

 

自動切り欠きしています

形状をパターン１

しまうのは

差が、

以下の

下端処理制限(㎜) 

の設定です。 

です。 

なります。 

パターン６」「パターン

きしています

形状をパターン１(

しまうのはなぜ？

REAL4[

  

 

パターン７」の

きしています。 

(切り欠きなし

？ 

親部材と梁

69）下端処理制限

場合、下端

REAL4[パラメーター

Ver1.7

の時に有効となります

切り欠きなし)に

梁の天端の差が

下端処理制限(㎜)

下端を斜めにします

パラメーター

7 2016

となります。 

に 

が 

)の数値以上の

めにします。 

パラメーター] 

6/7 
 

 

の
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【本体】‐【詳細設定‐継手】‐【入力】を 

クリックします。 

ガセット切り欠きの変更したい箇所にある 

「◎」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【切り欠き】を『1‐パラメーター』から 

『2‐指定値』へ変更すると切り欠き処理の 

項目が表示されます。 

変更箇所を確認し、処理を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）片側切り欠きを両側切り欠きにしたい！ 

【切り欠き】を『2‐指定値』に変更した後、【切り欠き方法】を『2‐両側』に変更します。 

                           1-片側             2-両側  

 

 

 

 

 

 

 

継手入力で変更できます。 
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 カットしたガセット形状は配置画面や図面には表示されません。 

継手入力画面や 3D ビューア、型紙で確認をしてください。 

                           

 

 

 

【作図パラメーター】‐【34.柱、梁作成関連】 

73）ガセット上側認識用カット幅 で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73）ガセット上側認識用カット幅 の をクリックすると、ガセット上側認識用カット幅設定画面が開きます。 

上側を斜めカットにするには【認識用形状 2】‐【2-斜めカット】を選択し、【カット幅 2】にカットしたい数値

を入力します。OK をクリックして設定を保存し終了します。パラメーター画面も保存して終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定ができます。 
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 継手入力は他にも色々な設定や形状変更ができます（一部紹介） 

  例 1）【下端処理】を『2‐指定値』にして    例 2）【スチフナーの自動作成】を『1‐なし』にして 
     個別にパターンを変更             必要のないスチフナーを消す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【詳細設定‐継手】‐【入力】を 

クリックします。 

曲げガセットにしたいガセットの箇所にある 

「◎」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【曲げガセット】を『1‐なし』から 

『2‐あり』に変更します。 

ガセットが曲がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手入力で設定することができます。 
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【部材マスター】‐【継手】をクリックし、継手マスターを起動します。 

ベースプレートを取り付けたいガセットを選択し、エンドプレートを入力 を『2-あり』にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンドプレートの板材質、板厚、幅、高さ等を入力します。 

アンカーボルトを設定する場合は、エンドプレートの取り付け方法 を『ボルト』にし、 

使用するボルトでアンカーボルトを選択してボルト種類を選びます。 

ベースマスターの作成と同様にボルトの設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

RC の壁等に見立てて、柱や梁をダミー部材で入力し、それに梁を取り付けます。 

 

 

継手マスターのエンドプレートで設定できます。 



REAL4[本体] 

 

Ver3.21 2023/5 

 

 

つか 

 

 

【本体】-【梁】-【入力】または【修正】にて入力シートの 

【部品種類】を「2-ダミー」に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

ダミー部材につくガセットを入力することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダミー部材を使用することで入力が可能です 

既存の柱をダミーにした場合、シャフトはダミーになりますが、コア部分はダミーになりません。 

また、既存の梁もスプライスが不要な場合は【工区・塗装】の【分類】や【グループ】を利用することで 

既設の部材を加工図や型紙出力時に対象から外すことが出来ます。 

既存の柱も同様に部品種類を「2-ダミー」に 

変更します。 

ダミー部材として入力した既存の柱や梁を図面に作図したい場合はパラメーターにて設定が可能です。 

例）梁伏図へのダミー部材表示方法 

図面作成‐5.梁伏図‐94）ダミー部材作図 （軸組図・鉄骨詳細図・胴縁軸組図でも設定が可能です。） 
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 継手を追加で作成する場合は、すでに登録している

継手と同じサイズのものなどを選択してから【作成】

をクリックすると、部材サイズなどの入力の手間が省

けます。 

                             

 

 

 

【本体】‐【マスター】‐【マスター入力】より【継手】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

【作成】をクリックします。 

 

 

【継手名】を入力し、【部材種類】を『2-間柱』にし、 

材種・サイズ等入力します。 

【継手種類】を【10-支持ガセット】に設定します。 

【ガセット】タブで形状を登録します。 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【支持ガセット】‐【入力】をクリックします。 

【部材名】で登録した「支持ガセット」を選択し、【取付部材指定】で下側の梁・【部材指定】で上側の梁を 

クリックすると支持ガセットが入力できます。入力は平面図でも行えます。 

通りがない箇所は【継手】‐【入力】で支持ガセットをクリックすると、形状が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支持ガセットで入力が可能です。 

②部材 

①取付部材 
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 プレート展開部材について 

 【2-鋼材扱い】・・・型紙として出力しません。符号は鋼材符号名が付きます。 

 【3-プレート扱い（鋼材符号）】・・・型紙として出力します。符号は鋼材符号名が付きます。 

【4-プレート扱い（型紙図番）】・・・型紙として出力します。符号は型紙図番が付きます。 

（※鋼材符号・型紙図番は符号管理にて振ります。） 

                            

 

 

 

例）上下の梁と梁の間を、プレート同士で取り合う場合。 

【部材マスター】‐【間柱】をクリックします。 

材種で【1-プレート】を選択し、サイズや幅、継手を入力します。 

プレート展開部材で【4-プレート扱い（型紙図番）】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面図で間柱入力をします。 

【継手（上）】へガセット名を入力、 

【継手（下）】を〈無〉にし、 

上下の梁を選択し間柱を配置します。 

必要に応じて角度や奥行きの設定を 

してください。 

 

プレート同士取り合った配置になり、 

片側は間柱（プレート展開部材で 

型紙になる）、片側はガセットという 

取合になります。 

 

 

 

 

 

部材マスターでプレートの梁や間柱を登録して使用します。 

＜使用例＞ 

※PLの間柱を使用した場合 

※PL の梁を使用した場合 
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例）溶接片持ち梁 CG1 のみノンスカラップ形状に変更する場合 

【本体】‐【マスター】‐【継手】を開きます。 

個別に継手を作成するため、【作成】をクリックし、 

継手名を入力、部材種類を大梁にし、【継手種類】を【９-溶接】にします。 

今回は継手名を CGJ と入力し、片持ち梁 CG1 の材種・サイズを入力します。 

 

【溶接スカラップ種類（上フランジ）】・【溶接スカラップ種類（下フランジ）】を【6-ノンスカラップ】に変更し 

OK をクリックして保存後、継手マスターを閉じます。 

 

【継手】‐【入力】をクリックし、片持ち梁 CG1 端部の基準点をクリックします。 

継手設定画面が起動するので、【継手】で新たに作成した溶接継手 CGJ を選択し、OK をクリックします。 

    

     

 

継手マスターで作成、継手入力で変更が可能です。 
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マスターにサイドプレートを登録します。 

【本体】-【マスター】-【部品】を開き、【作成】をクリックします。 

「部品種類」をサイドプレートにしてサイズ等を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】-【詳細設定 – 継手】-【入力】を 

クリックします。 

サイドプレートの入力をしたい箇所にある 

「◎」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

「サイドプレート」の  をクリックします。 

【部材名選択】で作成したサイドプレートを選択し OK します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手詳細設定で入力します！ 

サイドプレートの取り付け位置は 

下図のように指定できます。 
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例）梁下にリブを入れたい。 

あらかじめリブを配置したい箇所に補助線を引いておきます。 

【本体】‐【リブ】­【入力】をクリック、梁→補助線の順でクリック、画面四隅にある をクリックします。   

リブスチフナー設定画面が出ましたら、リブの設定をして OK します。 入力画面に戻るとリブが配置されます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

同じ条件のリブを違う位置に配置したい場合、配置する箇所に補助線を引き、【リブ】­【複写】で複写できます。 

 

 

 

 

 

例）H 柱にスチフナーとして入力したい。 

梁と同様、リブ配置箇所に補助線を引いておきます。 

【本体】‐【リブ】­【入力】をクリックし、部材と補助線の順で選択します。 

グレーの矢印が出たら画面四隅にある をクリックします。 

〈スチフナーの条件設定〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

リブのコマンドから入力が可能です。 

リブのコマンドから入力が可能です。 

選択時に表示されるグレー

の矢印は、配置部材の断面に

対する視野方向を表示して

います。 

配置位置は【リブ・スチフナー】­【配置基準の切替】 

により中心基準・左基準・右基準から選択できます。 

また、ずれ量も同様のコマンドから設定できます。 
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メッキ抜き穴の場合は塗装設定で［2-溶融亜鉛メッキ塗装］の設定範囲に含まれた際に、【パラメーター】

を参照してリブ（スチフナー）にも自動で穴が開きます。 

［スチフナーの自動作成］で［0‐自動］を選択した場合、 

継手マスターと【パラメーター】-［データ作成］- 

［37.柱、梁作成関連］- 50）梁裏リブの最小間隔（mm）と 

52）間柱裏リブの最小間隔（mm）］を参照し自動でリブが 

配置されます。 

［1‐なし］の場合はリブが配置されません。 

パラメーターを参照せず強制的に配置する場合は、 

［2‐あり］にします。 

 

 

 

リブ（スチフナー）に任意の位置に穴をあける場合、ガセットのマスターを参照して自動で 

入るリブには穴をあけることができません。 

そのため、自動で入るリブを削除し、【リブ】-【入力】でリブを配置してから CAD 編集で 

穴をあけます。 

 

 

 

 

まずはガセットのマスターを参照して自動で配置されるリブを削除します。 

①【継手】‐【入力】をクリックします。 

②リブを削除する継手のグレーの丸をクリックします。 

［継手設定］画面が表示されるため、③［スチフナーの自動作成］で［1‐なし］を選択し OK をクリックします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAD 編集でリブに穴をあけられます。 

 

［1- なし］ ［0- 自動］ 

③ 

② 

① 
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［配置基準の切替］からリブの配置基準を選択できます。 

例）平面入力で配置基準を補助線に対して［2-左基準］にした場合 

 

 

 

次に、リブ（スチフナー）を配置します。 

リブ配置時には基準の補助線が必要なためリブを配置する位置に補助線を引いてから、【リブ】‐【入力】を 

クリックします。 

①リブを配置したい梁と②補助線をクリックし、四隅の☑ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［リブ・スチフナー設定］画面が開きます。 

①スチフナーを配置したい箇所をクリックします。 

②［タイプ］-［2‐スチフナー］にし、板厚やすきま等を設定します。 

③［リブ・スチフナー］‐［配置基準の切替］をクリックし、リブ位置がガセットの位置に合うように配置基準を

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAD 編集でリブに穴をあけられます。 

 

① 

② 

① 

② ① 
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穴を入力する際、入力する位置はオフセットを使用することで 

補助線を使わずにポイントをとることが可能です。 

穴径は実際にあけたいキリ穴サイズで 

入力してください。 

 

 

 

最後に、リブ（スチフナー）を CAD 編集してリブ（スチフナー）に穴を開けます。 

①【CAD 編集】  をクリックします。 

②CAD 編集するスチフナーをクリックします。 

詳細設定 CAD 編集画面が開きます。 

［穴］レイヤーで穴を描くとガセットやリブ（スチフナー）に穴を開けることができます。 

③【レイヤー】-［穴］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴をあけたい位置をクリックし、穴の種類と穴径を設定しキーボードの Enter をクリックすると、リブに穴があき

ます。 

編集を終えたら保存をクリックして保存してから、閉じるをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リブ・スチフナー設定画面で OK をクリックし終了すると、リブに穴が開きます。 

 

CAD 編集でリブに穴をあけられます。 

 

① 

② 
③ 
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フィラーを追加する場合は 

追加したい位置で【挿入】を 

クリックし、フィラー間距離を

入力します。 

 

母屋、胴縁でも組鋼材フィラーの位置移動が可能です。 

 

フィラーの割り付け方法や間隔は部材マスターで設定します。 

 

『1-パラメータ参照』は【データ作成】‐【柱、梁作成関連】‐ 

49）組鋼材フィラー割付方法、50）組鋼材フィラー間隔（㎜）、 

51）組鋼材フィラー最小間隔（㎜）を参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【組鋼材フィラー】‐【入力】をクリックします。 

 

フィラー位置を移動したい部材をクリックすると、組鋼材フィラー設定画面が起動します。 

移動したいフィラーをクリックし、画面右側のフィラー間隔を変更します。 

 

分割数を変更したい場合は、【分割】を選択して設定します。 

 

 

 

組鋼材フィラーから設定が出来ます。 
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 親梁側と子梁側で継手の形状が 

異なる場合は、『継手名（親側）』と 

『継手名』に異なる継手名を入力し

てください。 

 ガセットの一体化をする場合

ガセット一体化形状を『1-しな

い』以外にします。 

 方杖位置に通りがない場合、【キープラン】‐【通り】で仮通りを追加すると取り付きを確認しながら 

入力できます。平面図でも入力可能です。 

 方杖入力時に基準・傾きを設定します。 

＜基準＞    ＜傾き指定方法＞ 

  

基準はずれ量 X・Y で調整できます。 

傾きは『1-三角比』は X:Y の比率、『2-角度』は方杖の角度

を指定します。 

 

 

 

【本体】‐【マスター】‐【小梁】をクリックします。 

梁種類を『2-補強鋼材（方杖）』して、材種・サイズなどを入力し登録後、小梁マスターを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

続けて、継手マスターを登録します。【継手】をクリックします。 

小梁マスターで入力した継手名を一覧から選択し、ボルト本数やボルト間隔、部材とのすきまなどを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【方杖】‐【入力】をクリックします。 

部材名で登録した方杖を選択し、継手部にある◎をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

方杖の入力から設定が出来ます。 
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既に方杖が配置している場合に全て登録を 

クリックすると、下記メッセージを表示し、 

入力方法を選択します。 

 

一括入力後、入力結果を表示します。 

方杖・親部材・子部材の ID を一覧で表示します。 

 

 

 

 

【本体】‐【方杖】‐【一括入力】をクリックします。 

画面右側 入力シートで配置方法を設定し、全て登録をクリックし、確認メッセージのはいをクリックします。 

 

 

方杖一括入力パラメーター設定の画面が起動します。 

親部材と子部材下フランジとの段差によって付く方杖を設定します。 

配置条件を設定し OK をクリックします。 

 

 

配置条件を参照し、方杖を一括で入力します。 

 

条件を指定して一括入力が出来ます。 
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HTB は六角ハイテンションボルト（F10T）、 

TC はトルシア形高力ボルト（S10T）です。 

【首下長さ】タブでは、【継手マスター】の【ボルト長さ】で 

〈自動計算〉を選択した際のボルトの首下長さの計算基準を、 

ボルト径別の調節値や計算方法で設定できます。 

《1 捨 2 入と 2 捨 3 入の計算方法》 

 30     35        40 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 

  30      35        40 

 

例）板厚と調整値を足した結果「37」になった場合 

1 捨 2 入：首下長さは「40」 

2 捨 3 入：首下長さは「35」 

【名称】は継手マスターや継手基準図で表示されるボルトの名称

です。 

継手マスターや継手基準図で TC を特 HTB と表示したい、など

継手マスターや継手基準図でのボルトの名称を変更したい場合

は【基本情報】タブで【名称】を変更してください。 

 

 

 

【本体】-【マスター】-【共通/工事別マスター入力】をクリックし、【ボルトマスター】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本情報】タブで材質などが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルトマスターで確認できます。 

1 捨 2 入 

2 捨 3 入 
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ブレースすきま『20』で配置しているのに、計測すると小数値になる・指定したすきまぴったりにならない場合、 

【作図パラメーター】‐データ作成‐36.ブレース・方杖作成関連‐1）長さ補正 を『1-なし』にしてください。 

『1-なし』以外の場合はブレース長さを補正するためにすきまの値が変わります。 

  

 継手マスターで指定したすきまは、 

ブレース入力・修正時に調整できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番近い鋼材とのすきまです。 

 

広い 

狭い 
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ブレースマスターのファイルが破損している可能性があります。 

 

REAL4 のインストール CD をパソコンに入れてドライブを右クリックします。 

【開く】を選択して CD の中身を表示します。 

CD の中の SF REAL4\SF REAL4\Language\jp\Master の中に以下の二つのファイルがあります。 

 

SKP-Brace.Mst 

SKP-Parts.Mst 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二つのファイルを REAL4 のインストールしてあるドライブの SFSystem\SF REAL4\Master 

に上書き保存をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＤからファイルをコピーできます。 
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 他の工事でも、同じ設定にしたい場合は、【共通マークスタイルマスター】にも、 

名前を付けて保存してください。 

※既に作成している工事に反映させたい場合は、 

共通マスターを読み込み、工事マスターへ保存してください。 

 

 ※新規工事を作成する際の初期値にしたい場合は、 

  【新規工事作成】→【工事管理オプション】より初期値として 

読み込む各マスタやパラメータが選択できます。 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

【SF システムメニュー】‐【スタイルマスター】をクリックします。 

【材種】を選択し、使用されているブレースの材種 CD の材種略称を変更します。 

 例）材種 CD：101 フルブレース FB.B → M 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【工事別マークスタイルマスター】に保存し、再度梁伏図を作図すると、変更内容が反映されます。 

  

  

スタイルマスターにて変更が可能です。 
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ブレース入力時、『基準指定』を確認して

入力してください。入力時に選択した基準

で高さや奥行きが決定します。 

『端部上下指定』は、【ブレース】‐【既製

品入力】の場合のみ選択可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【ブレース】‐【高さ基準修正】をクリックします。 

ブレース高さの基準としたいものを基準指定で選択し、 

基準からの上下値を入力します。 

例）大梁天から-100 下がりにしたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレース高さの基準になる大梁をクリックし、ブレースを右ドラッグで範囲選択して四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高さ基準修正で変更できます。 
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配置する部材を入力するコマンドを起動した状態で、画面左側のツールバーより【スポイト】   をクリックし、 

データを取得したい配置済みの部材を選択することで入力内容や条件等を読み込むことができます。 

 

例）配置している梁と同じ条件の梁を、別の位置に配置したい。 

【梁】-【入力】をクリックしてから、【スポイト】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置済みの梁をクリックすると、入力項目に設定されている内容が読み込まれ、同じ条件で梁の配置ができます。 

柱・間柱・ブレース等もスポイトを使用し同じ条件の部材が配置できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポイトにて配置済みの部材入力条件を取得できます。 
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ラバー表示モードに、【通常】と【簡易】があります。 

画面の中央下の【簡易】の文字をクリックして【通常】にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

簡易モードになっていませんか？ 

側面入力の時に出てくる通常表示は 

視点の切り替えです。 

通常…通常視野 

反転…反転視野 

 

 
 

 



REAL4[ブレース] 

Ver2.2 2018/11 
 

基準となるポイントから数値入力でシート角度を変更したい場合、基準となるポイントでマウスの左ボタ

ンを長押しし、オフセットをクリックします。数値を入力して移動させたい方向のキーボードの矢印キーを

押して OK してください。 

例）ダイア面から 20 ㎜内側に修正したい 

①ダイア天の角でマウス左ボタン長押し  ②オフセット 20 と入力し→キーを 1 回押して OK 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体】‐【ブレース継手】‐【ブレースシート角度修正】をクリックします。 

シート角度を変更したい側の外形線をクリックするとラバーを表示するので、位置を決めてクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレース継手‐ブレースシート角度修正で出来ます。 

ラバー 
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【亀の甲一体化（通し部材あり）】と【亀の甲一体化（通し部材なし）】の違い 

通し部材と接続がある場合は【亀の甲一体化（通し部材あり）】、 

通し部材がない場合は【亀の甲一体化（通し部材なし）】を使用して一体化を行います。 

【亀の甲一体化（通し部材あり）】で一体化すると、ブレースシート型紙に通し部材を表示します。 

 通し部材あり    通し部材なし  

 

 

 

【ブレース】-【亀の甲一体化（通し部材あり）】をクリックし、通し部材をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一体化したいブレースシート①～④をクリックし、四隅の☑ボタンをクリックします。 

入力シートの【通し左側長さ】と【通し右側長さ】を『指定なし』に変更すると、 

ブレースからのポイントをつないだシート形状になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレース継手‐亀の甲一体化でできます。 

① 

② ③ 

④ 
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一体化する際に以下のメッセージが表示される場合は、ブレースシートとガセットの奥行きがずれています。 

「いいえ」をクリックして【ブレース】-【修正】よりブレースの奥行きを合わせてから、再度一体化を行って

ください。 

奥行きがずれている状態で「はい」をクリックすると一体化する側のシートの奥行きは合わせますが、  

ブレースの位置及び、反対側の端部のシート位置は修正されません。 

 

 

 

【本体】‐【ブレース継手】‐【ブレースシート一体化】をクリックします。 

 

一体化したいブレースシートの図とガセットの図をクリックします。 

選択後、四隅の☑ をクリックして確定すると 

ブレースシートとガセットが一体化されます。 

 

右側の入力シート項目より形状を選択 

例１）端部線つなぎ方：1-上下をつなぐ        例 2）端部線つなぎ方：3-ガセット外ポイントをつなぐ 

   ガセット端部処理：2-鋼材面まで伸ばす       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ブレースシート一体化より可能です。 

※奥行きに入力する数値は、ブレース入力時に奥行基準に指定している 

「部材芯」や「部材面」からガセット位置までの距離になります。 

※ガセットとブレースシートの板厚が異なる場合は、厚い方の板厚が採用されます。 





 

 

 

 

【

ブレース

「

継手

端部材

部材

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【

継手距離

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マスター】

ブレース種類

「３－端部－

継手(中)へ継手名

端部材のタブ

部材を登録してください

 

【ブレース】

継手距離を設定

 

ブレース

または

継手

「２－

ブレース

それぞれにシートリブの

剛ブレースのスプライスが出てこない！

】‐【ブレース

種類で「２－左端

－中央」を選択

継手名を入力し

タブに切替え、シートリブの

してください。

】‐【入力】

設定すると、

 

ブレース

または「

マスターでは

スプライス」

ブレース種類「２

それぞれにシートリブの

剛ブレースのスプライスが出てこない！

ブレース】をクリックします

左端－中央－右端

選択。 

します。 

シートリブの

。 

】または【基準指定入力

、剛ブレースでスプライスを

 

ブレースマスターのブレース

「３－端部

マスターでは、継手種類

」で登録してください

２－左端－中央

それぞれにシートリブの情報

剛ブレースのスプライスが出てこない！

をクリックします。

右端」または 

シートリブの情報を入力して

基準指定入力】

ブレースでスプライスを

 

マスターのブレース

端部―中央

継手種類を 

してください。 

中央－右端」を

情報を登録することができます

剛ブレースのスプライスが出てこない！

。 

 

して 

】をクリックして

ブレースでスプライスを入力することができます

 

マスターのブレース種類

中央」を選択

 

を選択すると

することができます

剛ブレースのスプライスが出てこない！

クリックしてブレースを

することができます

 

種類で「２

選択してください

すると左部材・右部材

することができます。 

剛ブレースのスプライスが出てこない！

ブレースを入力します

することができます。 

 

２－左端

してください

右部材のタブに

剛ブレースのスプライスが出てこない！ 

REAL4

Ver1.7

します。 

  

左端－中央

してください。 

のタブに分かれ、 

REAL4[本体

1.7 201６

中央－右端」

 

本体] 

６/7 

 

」
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共通化を行う前に作成した工事に共通保存したマスターを使用したい場合、 

【工事管理オプション】‐【母屋・胴縁関連】を選択し上書きにチェックを付ける、または【母屋・胴

縁マスター】‐【ファイル】‐【共通読込】で保存したマスターを選択し読込みを行います。 

ただし、既に母屋・胴縁を配置している場合は、使用しているマスターが削除されるので行わないでく

ださい。 

既存の『共通マスター』『sampleF』に上書き保存すると、バ

ージョンアップのタイミングなどで内容が初期値に戻る可能性

があります。 

必ず名前を入力して共通保存を行ってください。 

 

 

 

【母屋マスター】または【胴縁マスター】で部材やピースなどを登録後、 

【ファイル】‐【共通保存】をクリックします。 

 

 

 

共通マスターの名称を入力し、保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規工事を作成する際に、【工事管理オプション】‐【母屋・胴縁関連】で共通保存したマスターを選択します。 

この作業は各パソコンで一度行って頂ければ初期値となり、次回から行う必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通保存しておくと、新規工事作成時に選択可能です。 
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部材マスターやピースマスターで使用していない部品を共通部品マスターに登録したい場合は 

【母屋・胴縁マスター】‐【ファイル】‐【共通保存】では共通化されないため、 

部品マスターで共通化を行ってください。 

 

 

 

 

母屋・胴縁マスター‐部材マスターやピースマスターで使用しているフィラーや端部部品・補強部品は、 

【母屋・胴縁マスター】‐【ファイル】‐【共通保存】で、部材・ピースと合わせて共通化します。 

 

 

 

 

＜部材マスターにて設定可能な部品＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ピースマスターにて設定可能な部品＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母屋・胴縁マスター内で標準設定されている部品は登録可能です。 
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個別に端部部品の有無を設定する場合は母屋・胴縁の入力時または

修正時に（上下）それぞれに設定が可能です。 

【塞ぎ部材 外】の登録で、【自動調整】-【2-自動 

設定】を選択した場合は部材のサイズに合わせて 

塞ぎ部材の大きさが決まります。 

その際【プレート幅】の項目に数値を入力しても 

反映されません。 

 

                             

【塞ぎ部材】は母屋・胴縁のみ設定す

る事ができます。 

梁、間柱の端部には設定できません。 

【塞ぎ部材 内】を登録する場合は、 

【端部の入り】で母屋・胴縁の端部 

からの入りの数値を設定する事がで

きます。 

 

 

 

 

例）胴縁に塞ぎ部材を設定する場合 

【母屋・胴縁マスター】-【部品】をクリックします。 

 

【部品種類】-【12.塞ぎ部材 内】または【13.塞ぎ部材 外】を選択し、以下のように設定します。 

（今回は【13.塞ぎ部材 外】を選択します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【母屋・胴縁マスター】-【部材】で塞ぎ部材を設定 

したい部材を選択し、【端部部品】で【部品マスター】で 

作成した塞ぎ部材を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「部品マスター」で作成できます。 

配置した母屋・胴縁に塞ぎ部材が反映されます。 

【塞ぎ部材 外】 【塞ぎ部材 内】 
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  フィラー板の登録について 

［リップフィラー］の項目で選択できるフィラー板は、あらかじめ【部品マスター】にて 

登録されています。別サイズを使用されるときは【部品マスター】で新規登録をしてください。 

 

＜ピースマスターで名前を付けてから部品マスターで登録する場合＞ 

【ピースマスター】にて［リップフィラー］ 

項目へフィラー板部品名を新規入力した後、 

【部品マスター】で部品種類を［9‐腹側 

フィラー］としてフィラー板を登録します。 

  既製品リップフィラーについて 

現在、REAL4 では既製品のリップフィラーには対応しておりません。 

使用したい場合は、既製品に近い形を【部品マスター】にて作成し、 

［フィラー位置］は［3‐部材面］を選択し、登録をしてください。 

  

 

 

 

【胴縁】もしくは【母屋】タブにてマスターを開き、【ピースマスター】を開きます。 

リップ側フィラーを設定したいピースの部材名をダブルクリックし、編集画面を開きます。 

 

 

 

 

 

［C 形鋼リップ側接続スタイル］を［2‐フィラーあり］と設定し、［リップフィラー］にフィラー板を設定すると、

ピースがリップ側配置時にリップフィラーが配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胴縁・母屋マスターで設定ができます。 



REAL4[作図] 

Ver2.2 2018/8 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメータ】‐図面作成‐5.梁伏図 

56）本体グレー作図～60）母屋ピース符号 で 

設定します。 

 

 

 

 

＜「母屋割付なし」と「母屋割付あり」の梁伏図を同時に作図する方法＞ 

【作図】‐【梁伏図】を開き、母屋が配置されている階高を選択し、追加をクリックします。 

追加した行の【ファイル管理名】に『母屋割図』など、母屋の有無が区別できるよう管理名を入力します。 

パラメーター欄の をクリックすると指定表示設定が起動します。 

  

全選択または必要なパラメーターのみにチェックを付け、個別にパラメーターを設定し、終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

作図または作図→出力を行うと、2 種類の図面が同時に作図されます。 

※右図はレイアウト設定で組合せ作図したものです 

 

 

 

梁伏図のパラメーターで設定出来ます。 

 

 

使用例） 

メインのパラメーターでは 

57）母屋 を 1-なしにし、 

個別パラメーターで 2-ありで作図 
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入力シート 

入力シートの表示を切り替えます。 

ガイド図 

ガイド図の表示を切り替えます。 

 

次回起動時に表示しない（3D ビューアー） 

3D ソリッドビューア－起動時に出力するデータ種

類や階・工区を選択する画面の表示を切り替えます。

 

                             

  ON（干渉チェックを表示します） 

  OFF（干渉チェックを表示しません） 

 

 

 

母屋配置などを行うときに、部材同士が干渉する場合の処理方法を選択する画面です。 

『このメッセージを今後表示しない』をチェックして処理を続行すると、次回より非表示になります。 

 

 

【ファイル】‐【表示】‐【干渉チェック】をクリックし、表示の ON/OFF を切り替えます。 

 

 

 

画面左上の「ファイル」タブから設定できます。 

入力シート 

ガイド図 
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胴縁加工図の場合も同様にパラメーターで 

設定が可能です。 

【32.胴縁加工図】‐29）溶接接続部品の表示 を 

設定してください。 

                             

 

 

 

【パラメーター】‐【加工図作成】‐【33.母屋加工図】‐28）溶接接続部品 を参照します。 

設定値を【２.する(１階層まで)】または【3.する(２階層まで)】に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜溶接接続部品を表示＞ 

 

 

 

 

パラメーターで表示の有無を設定できます。 
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胴縁自動取込のみ行う 

取込図面より認識できた胴縁部材のみ胴縁配置面に取り込みます。 

図面貼り付けと胴縁自動取込を両方行う 

取り込み元図面より胴縁部材の認識を行い、認識できた胴縁部材と

取り込み元図面の線分の両方を胴縁配置面に貼り付けます。 

 

 

 

DXF ファイル形式等で作図した胴縁割付図から部材データまたは補助線として取り込むことができます。 

【胴縁】‐【図面取込】をクリックします。 

 

取り込みたい図面を選択します。参照をクリックして取り込みたい図面の保存先を開きます。 

取り込みたい胴縁割付図を選択し、開くをクリックします。 

 

取込モードを指定します。 

今回は補助線として取り込むため、【図面貼り付けのみを行う】を選択し次へをクリックします。 

 

取込範囲を指定します。取り込みたい範囲を右ドラッグで範囲選択し、次へをクリックします。 

 

 

 

 

               

図面取込でできます。 
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図面貼り付けを行った場合、読み込んだ図形・文字は補助

線・補助文字として登録されます。 

補助線レイヤー設定で名称の変更や表示の有無を設定でき

ます。 

名称を取り込んだ通り名に変更しておくと便利です。非表

示にしたい場合はすべてに表示の☑を外して下さい。 

 

 

 

胴縁図面取込パラメーターが起動します。 

処理内容を『胴縁自動取込のみ行う』・『図面貼り付けと胴縁自動取込を両方行う』の部材データを取り込む場合に

必要な設定のため、今回は設定せず OK またはキャンセルをクリックしてパラメーター画面を終了し、 

次へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面を取り込む際の基準点を指定します。 

基準として最下階高ラインと一番左の通りラインの交点をクリックし、配置面へをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置画面に戻ります。 

基準点位置に合わせて画面上をクリックします。 

取り込んだ図面が補助線として表示されます。 

 

 

図面取込でできます。 
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共通化を行う前に作成した工事に共通保存したマスターを使用したい場合、 

【工事管理オプション】‐【母屋・胴縁関連】を選択し上書きにチェックを付ける、または【母屋・胴

縁マスター】‐【ファイル】‐【共通読込】で保存したマスターを選択し読込みを行います。 

ただし、既に母屋・胴縁を配置している場合は、使用しているマスターが削除されるので行わないでく

ださい。 

既存の『共通マスター』『sampleF』に上書き保存すると、バ

ージョンアップのタイミングなどで内容が初期値に戻る可能性

があります。 

必ず名前を入力して共通保存を行ってください。 

 

 

 

【母屋マスター】または【胴縁マスター】で部材やピースなどを登録後、 

【ファイル】‐【共通保存】をクリックします。 

 

 

 

共通マスターの名称を入力し、保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規工事を作成する際に、【工事管理オプション】‐【母屋・胴縁関連】で共通保存したマスターを選択します。 

この作業は各パソコンで一度行って頂ければ初期値となり、次回から行う必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通保存しておくと、新規工事作成時に選択可能です。 
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部材マスターやピースマスターで使用していない部品を共通部品マスターに登録したい場合は 

【母屋・胴縁マスター】‐【ファイル】‐【共通保存】では共通化されないため、 

部品マスターで共通化を行ってください。 

 

 

 

 

母屋・胴縁マスター‐部材マスターやピースマスターで使用しているフィラーや端部部品・補強部品は、 

【母屋・胴縁マスター】‐【ファイル】‐【共通保存】で、部材・ピースと合わせて共通化します。 

 

 

 

 

＜部材マスターにて設定可能な部品＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ピースマスターにて設定可能な部品＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母屋・胴縁マスター内で標準設定されている部品は登録可能です。 
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【胴縁】‐【パターン入力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

例）縦胴縁をパターン入力 

パターン入力する縦胴縁の接続先になる胴縁をクリックします。 

続けて、パターン入力の開始基準（X1 通り）と終了基準（X3 通り）を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターン入力設定画面を表示するので、部材名や間隔などを設定します。 

OK をクリックすると配置決定します。 

 

 

 

 

 

 

胴縁‐パターン入力 からできます。 
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つか 

 

 

事前に胴縁を複写したい面に胴縁配置面を作成してください。 

複写したい胴縁を配置した胴縁配置面を開きます。 

【胴縁】-【データ】-【配置面一括複写】をクリックします。 

  

複写したい胴縁を選択し画面四隅にある☑ をクリックします。 

 

複写先指定画面が起動します。 

複写先になる胴縁配置面を選択し 

【通常複写】または【反転複写】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配置面一括複写】にて配置面ごとに複写が可能です。 

通常複写 

胴縁の配置データをそのままの方向で複写します。 

反転複写 

胴縁の配置データの方向を反転して複写します。 

複写面の視野方向が反対の場合は【反転複写】にて 

複写を行います。 

 

 

 

 

 

 

☑ 開口データを削除して複写する 

複写元配置面と複写先配置面で開口位置が異なる

場合、『開口データを削除して複写する』にチェッ

クを入れると、複写元にある開口データを削除し

た状態で胴縁のみを複写することが可能です。 

例）胴縁配置面 X1→胴縁配置面 X3 へ複写 

 
（あらかじめ胴縁配置面 X3 を作成します） 

複写先に接続先となる胴縁がない場合、接続先胴縁と

してダミー材が配置されますので複写後に配置、 

接続先をご確認ください。 
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□形鋼接続スタイルで『3-フィラーあり（全鋼

材）』を選択した場合、すべての鋼材に角パイプフ

ィラーを取り付け、ピースを配置します。 

 ピースの取付位置は【部材マスター】・各ピース入力または

修正時の『ピース取付位置』・【ピースクイック修正】で設定

または変更できます。 

 

 

 

 

例）角パイプに取り付ける支持ピースの場合 

【胴縁】‐【胴縁マスター】‐【ピース】をクリックします。 

『□形鋼接続スタイル』を『2-フィラーあり（角パイプ鋼材）』にします。 

『角パイプフィラー』に角パイプフィラーの部材名を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【胴縁マスター】‐【部品】をクリックします。 

ピースマスターで入力した角パイプフィラー名をクリックして、サイズ等を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

【胴縁】‐【支持】‐【入力】または【位置指定入力】で、登録した角パイプフィラー付きのピースを選択し入力

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスターで設定できます 
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個別に端部部品の有無を設定する場合は母屋・胴縁の入力時または

修正時に（上下）それぞれに設定が可能です。 

【塞ぎ部材 外】の登録で、【自動調整】-【2-自動 

設定】を選択した場合は部材のサイズに合わせて 

塞ぎ部材の大きさが決まります。 

その際【プレート幅】の項目に数値を入力しても 

反映されません。 

 

                             

【塞ぎ部材】は母屋・胴縁のみ設定す

る事ができます。 

梁、間柱の端部には設定できません。 

【塞ぎ部材 内】を登録する場合は、 

【端部の入り】で母屋・胴縁の端部 

からの入りの数値を設定する事がで

きます。 

 

 

 

 

例）胴縁に塞ぎ部材を設定する場合 

【母屋・胴縁マスター】-【部品】をクリックします。 

 

【部品種類】-【12.塞ぎ部材 内】または【13.塞ぎ部材 外】を選択し、以下のように設定します。 

（今回は【13.塞ぎ部材 外】を選択します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【母屋・胴縁マスター】-【部材】で塞ぎ部材を設定 

したい部材を選択し、【端部部品】で【部品マスター】で 

作成した塞ぎ部材を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「部品マスター」で作成できます。 

配置した母屋・胴縁に塞ぎ部材が反映されます。 

【塞ぎ部材 外】 【塞ぎ部材 内】 
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  フィラー板の登録について 

［リップフィラー］の項目で選択できるフィラー板は、あらかじめ【部品マスター】にて 

登録されています。別サイズを使用されるときは【部品マスター】で新規登録をしてください。 

 

＜ピースマスターで名前を付けてから部品マスターで登録する場合＞ 

【ピースマスター】にて［リップフィラー］ 

項目へフィラー板部品名を新規入力した後、 

【部品マスター】で部品種類を［9‐腹側 

フィラー］としてフィラー板を登録します。 

  既製品リップフィラーについて 

現在、REAL4 では既製品のリップフィラーには対応しておりません。 

使用したい場合は、既製品に近い形を【部品マスター】にて作成し、 

［フィラー位置］は［3‐部材面］を選択し、登録をしてください。 

  

 

 

 

【胴縁】もしくは【母屋】タブにてマスターを開き、【ピースマスター】を開きます。 

リップ側フィラーを設定したいピースの部材名をダブルクリックし、編集画面を開きます。 

 

 

 

 

 

［C 形鋼リップ側接続スタイル］を［2‐フィラーあり］と設定し、［リップフィラー］にフィラー板を設定すると、

ピースがリップ側配置時にリップフィラーが配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胴縁・母屋マスターで設定ができます。 
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H 形鋼のウェブ面までピースを伸ばしたい場合は、【胴縁】→【入力(修正)】時、もしくは【継手】→【入力】

にて【ピース弱軸取付位置】を【1-ウェブ面】に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ピースマスター】にてコーナーピースを登録する際に、【接続(ﾌﾗﾝｼﾞ)】項目内の【C 形鋼リップ側接続スタイル】

を【3-内側】にすることで、C 形鋼の内側まで伸ばすことが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピースマスターで設定可能です。 
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【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 

 

 

 

【データ作成】‐【42.胴縁データ作成関連】‐29）胴縁スカラップ の をクリックし、 

胴縁スカラップの設定画面を表示します。 

「ウェブ、フランジサイズ範囲値」にて、 

指定値 1 と 2 を設定します。 

※「指定値 1 以下」「指定値 1 より大、指定値 2 

未満」「指定値 2 以上」の設定の内どの設定を見るか

は、こちらの数値を元に決まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母屋・胴縁マスターの『接続(ウェブ)』が〈2‐ボルト接続〉の場合、『スカラップ径』で 

〈1‐パラメーター〉を選択いただいた場合、こちらの設定を参照致します。 

パラメーター設定より変更可能です。 
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＜部材マスターの設定＞ 

部材マスターでピース取付位置を設定することも

出来ます。 

【部材マスター】-【ピース取付位置】で【4-両側】

を選択します。 

支持ピースを配置時に【ピース取付位置】- 

【1-マスター参照】にすることで部材マスターを

参照し、両側から挟み込む形で配置されます。 

＜部材マスター＞ 

 

 

 

 

 

 

【キー  

新たに 

 

【支持】-【修正】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 修正したいピースを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 入力シート【ピース取付位置】を【5-左右】に変更し 

四隅の☑ をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支持ピースの修正で出来ます。 

 

＜修正後＞ 
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長穴のある胴縁を NC 孔あけデータ変換で NC システムファイル変換を行い、NC システム 3 で使用する 

場合は、NC3 側で長穴の設定が必要になります。 

NC3 【NC パラメーター】‐【17.NC データ作成】39.長穴、40.長穴の返還不可時の穴位置 

 

 

※NC 孔あけデータ変換のその他ファイル変換は長穴未対応です。 

ルーズ孔の全長について 

長穴幅 ＋（ボルト穴半径×2）＝ ルーズ孔全長 

となります。 

例）ボルト穴径φ15、長穴幅 15mm 

                         

 

 

 

例）鋼材にあく支持ピースのボルト穴を長穴(ルーズ孔)にする 

【胴縁】‐【胴縁マスター】‐【ピース】をクリックします。 

支持ピースの【長穴幅】に長穴にした時の幅の数値を入力します。 

長穴幅に数値入力すると【長穴向き】【長穴場所】の項目が表示されます。 

【長穴向き】＝【1-縦】、 【長穴場所】＝【1-部材側】と入力します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【胴縁】‐【支持】‐【入力】または【位置指定入力】で、 

長穴設定した支持ピースを選択し、入力します。 

 

 

 

 

 

鋼材側が長穴になったことを確認します。長穴は加工図で確認ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピースマスターで鋼材側かピース側かの指定ができます。 
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新たに 

 

【本体】‐【マスター】‐【ベース】をクリックします。 

ベースの情報を入力し、OK をクリックして登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

【胴縁】‐【コーナー】‐【入力】をクリックし、部材名の  ボタンをクリックします。 

【ベース】タブをクリックして、登録したベースを選択し OK をクリックします。 

 

 

 

①接続先（例：GL ライン）・②胴縁の順にクリックし、四隅の☑をクリックすると 

アンカーベースを配置します。 

       

 

 

 

ベースマスターで登録し、コーナーピースで入力できます。 

① 

② 
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Ver.2.0 以降で、7）部材表示制限（左側）、8）部材表示制限（右側）も設定が可能です。 

7）部材表示制限（左側）    8）部材表示制限（右側） 

 

 

 

【作図パラメーター】 

【図面作成】‐16.胴縁軸組図‐5）部材表示制限（手前）、6）部材表示制限（奥側）で数値を変更します。 

通りから指定値以内にある梁・間柱を表示させる設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

<パラメーター>で設定出来ます 
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   交差する通りの配置面のラインが交差せず離れてしまっている場合は、【胴縁配置面】‐【伸縮】より 

配置面のライン同士が交差するよう伸縮してください。 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【胴縁】‐【修正】より【コーナー表示】が【１-自動】に 

なっている場合、胴縁配置面同士の交差部に胴縁芯がある 

胴縁のみを相手側の胴縁配置面に表示しています。 

胴縁に奥行き数値を入力された場合、配置面のラインと 

胴縁芯がずれてきますので、強制的に表示させたい場合は、 

【コーナー表示】を【３-あり】に変更してください。 

【3-あり】の場合、交差部から 500 以内の胴縁に有効です。 

 

配置面のラインを交差させると相手側の面でも表示されます。 

コーナー表示を「あり」にすると表示されます。 

例）X1 通りでコーナーの角パイプを 

入力した場合 

Y1 通りの胴縁配置面で 

入力した角パイプが X1 通りに 

表示されません 

Y1 通りの胴縁配置面で 

入力した角パイプが X1 通りに 

表示されます 

配置面ラインが 

交差していると 

ピンク色の 

配置面ラインが 

交差していないと 

ピンク色の 
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【胴縁】‐【修正】をクリックし、寸法を作図したい 2C の胴縁をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【寸法線分類】を【3-2 段目】に変更し、四隅の決定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2C 間の寸法線を作図することができます。 

寸法線分類で出来ます。 



REAL4[胴縁] 

Ver2.0 2017/4 
 

 

 

 

【作図パラメーター設定】 

図面作成‐17.胴縁割付図‐18）開口寸法表示 で開口寸法の表示を選択します。 

 

 

 

 

18）開口寸法表示を『1-しない』にすると開口寸法が消え、割付寸法のみになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【作図パラメーター設定】 

図面作成‐17.胴縁割付図‐20）開口位置寸法表示で開口寸法の表示を選択します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※ 断面図、パネル図も参照します。 

パラメーターで設定します。 

 

パラメーターで開口位置寸法が出せます。 
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部品図を作図する場合は 

【作図】‐【部品図】より 

行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作図パラメーター】 

【図面作成】‐【13.部品図】‐11）プレート部品出力 を『２-する』に変更してください。 

 

 

今後の工事にも反映させる場合は、共通パラメーターも同様に変更します。 

 

 

 

 

 

 

作図パラメーターで設定ができます。 
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【胴縁】‐【属性】‐【パネル】または【組胴縁】をクリックします。 

 

 

 

 

【パネル設定】または【組胴縁設定】‐【追加】をクリックし、名称や色などの設定を入力します。 

作成した設定を選択した状態でパネル（組胴縁）にしたい胴縁を選択し、四隅の決定ボタンをクリックします。 

      

        

 

【加工図・型紙・帳票】‐【母屋胴縁加工図】を開き、【パネル図】または【組胴縁図】をクリックします。 

【出力】をクリックしてパネル図または組胴縁図を出力します。 

母屋胴縁加工図で作図できます。 
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使用ボルト長さの登録がない場合、ボルトマスター

の首下長さの設定内容で自動計算したボルト首下

長さになります。 

 

母屋のボルトの首下長さも同様に設定できます。 

【ファイル】‐【パラメータ】‐データ作成‐38.

母屋データ作成関連‐13）使用ボルト長さ を参

照します。 

 

 

 

胴縁で使用するボルト首下長さは【ファイル】‐【パラメータ】‐データ作成‐39.胴縁データ作成関連‐15）使

用ボルト長さ で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、【共通・工事別マスター】‐【ボルトマスター】‐【首下長さ】‐【首下長さ下限値】で設定されている

首下長さ下限値よりも短いボルトは使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）【首下長さ下限値】が『30』の場合 

15）使用ボルト長さで『25』を登録しても使用できず、『125』を採用するため、胴縁のボルト首下長さが長く

なります。 

胴縁のボルトで首下長さ『25』を使用したい場合は、【ボルトマスター】‐【首下長さ】‐【首下長さ下限値】を

『25』に設定して下さい。 

パラメータで使用するボルト長さを設定します。 
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【胴縁】‐【胴縁断面位置の変更】をクリックし、作図する断面位置を指定します。 

配置画面の上と左に表示されているスライドバーをドラッグさせて、作図する断面を決めてください。 

作図断面は左・下側にある画面で確認ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作図断面図】‐【追加】を選択します。【断面位置の変更】で決めた断面位置のラインをクリックして、 

作図断面の名称・作図範囲を指定して四隅にある決定ボタンをクリックしてください。 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作図】‐【胴縁割付図】より作図を行います。 

レイアウトをクリックしレイアウト画面を開き、 

作図した断面図は自動でレイアウトされないため 

パーツ一覧の中から作図した断面図を 

左クリックで選択し配置を行ってください。 

 

胴縁断面位置の変更と追加で作図できます。 

断面図(平面) 

断面図(側面) 
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入力シート 

入力シートの表示を切り替えます。 

ガイド図 

ガイド図の表示を切り替えます。 

 

次回起動時に表示しない（3D ビューアー） 

3D ソリッドビューア－起動時に出力するデータ種

類や階・工区を選択する画面の表示を切り替えます。

 

                             

  ON（干渉チェックを表示します） 

  OFF（干渉チェックを表示しません） 

 

 

 

母屋配置などを行うときに、部材同士が干渉する場合の処理方法を選択する画面です。 

『このメッセージを今後表示しない』をチェックして処理を続行すると、次回より非表示になります。 

 

 

【ファイル】‐【表示】‐【干渉チェック】をクリックし、表示の ON/OFF を切り替えます。 

 

 

 

画面左上の「ファイル」タブから設定できます。 

入力シート 

ガイド図 
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ピッチ入力：個別の梁に配置したい場合に使用します 

例）Y1 通り上の大梁に基準位置（X1 通り）から 1500 の位置に 1 箇所目を配置し、 

2 箇所目以降を 1000 ピッチでスリーブを配置したい場合 

【二次部材】-【スリーブ】-【ピッチ入力】をクリックします。右側の入力シートで各項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

①スリーブを配置する梁をクリックします。 

②基準位置（X１通り）をクリックします。 

③配置決定画面は【間隔】で、配置決定画面の【基準間隔】に基準位置からの間隔を入力し基準位置（X１通り）

よりスリーブを配置する側の画面上をクリックします。確定前に配置決定画面の【連続入力】に☑ を入れることで

続けて入力ができます。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２箇所目以降に配置するスリーブ間隔値を配置決定画面の【スリーブ間隔】に入力し、画面上をクリックします。 

  

 

個別の梁に配置するか、複数の梁に配置するかの違いです。 

 

 

  

①  

 

③ ② 

＜1 箇所目配置時＞ 

＜2 箇所目以降配置時＞ 
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一括入力：複数の梁に配置したい場合に使用します 

例）Y1 通りと Y2 通り上の大梁に一括でスリーブを配置したい場合 

スリーブを配置したい位置に補助線を引きます。 

【二次部材】-【スリーブ】-【入力】をクリックします。右側の入力シートで各項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①補助線をクリックすると補助線と交差する梁が選択されます。 

②スリーブを配置しない梁が選択されている場合は、梁を左クリックして選択解除し、四隅の をクリックして

配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の梁に配置するか、複数の梁に配置するかの違いです。 

【下がり入力基準】：【基準からの上下】で設定する高さの基準を指定します。 

※平面図上に梁天端からの上下数値を出したい場合は【２-鉄骨上】を選択してください。 

※【１-パラメーター参照】とした場合は【パラメーター】-【二次部材作成】-【46.スリーブ】 

の【1.下がり入力基準】を参照しています。パラメーターでの設定中の値が 

【１-(〇〇)パラメーター参照】のように表記されます。 

 

【上下数値】：【下がり入力基準】で選択した基準から、スリーブ芯の上下数値を入力します。 

【補強板取り付け方法】：スリーブの補強板の取り付け方向を指定します。 

〈自動設定〉を選択すると、既製品の場合左右交互に配置します。 

＜配置後＞ 

①  

② 

② 
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・取込モード 

配置済みのスリーブがあった場合の取込方法を選択します。 

※同じ座標、同じ径のスリーブを保持するを選択した場合、同じ位置

に違う呼び径のスリーブが取り込まれた場合は取り込んだ呼び径に 

変更します。 

・既に登録済みのマスターを使用する 

☑ を入れると、【二次部材マスター】-【スリーブ】で登録済みの 

スリーブと呼び径サイズが同じデータを取り込んだ際に、登録済みの

スリーブマスターのデータを参照します。 

スリーブマスターに登録されていないサイズを取り込んだ場合、 

もしくは☑ を入れずに取り込みを行った場合はスリーブマスターに

自動で部材名と呼び径のみ登録されるため、必要に合わせてデータを

編集してください。 

・取り込めなかったスリーブデータの位置に補助線を作成 

☑ を入れると、取り込みに失敗したスリーブデータの位置に 

指定したレイヤー色で補助線を作成します。 

・下がり入力基準 

取り込むスリーブデータの高さの基準を選択します。 

・座標の調整 

取り込む csv ファイルの座標の角度や基点を指定できます。 

 

 

 

【設備 CAD データの取込】を使用すると、設備 CAD の『CADWe’ll Tfas』（株式会社ダイテック）や『Rebro』

（株式会社 NYK システムズ）で登録し csv ファイルとして出力したスリーブデータを REAL4 で取り込めます。 

（設備 CAD 側での csv 出力の方法については各開発会社にお問い合わせください。） 

 

①【二次部材】-【スリーブ】-【設備 CAD データの取込】をクリックします。 

②読み込む csv データの選択画面が開くため、読み込みたい csv ファイルを選択し開くをクリックします。 

 

 

③【設定画面】を表示します。 

必要な項目を設定し取込開始を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

設備 CAD データの取込でできます。 
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REAL4 で登録した階高に取り込んだ csv ファイルに記載されている階高名称が 1 つでも含まれていない 

場合、階高名称の対応付け画面が表示されます。 

階高名称の対応付け画面が表示された場合は階高の関連付けを行ってください。 

・失敗データ 

取り込みに失敗したデータを表示し

ます。 

・警告データ 

csv ファイルのデータと REAL4 に

取り込んだデータで差異があるもの

を表示します。 

 

 

 

④【取り込みの確認】画面が表示されるため、失敗・警告データがないかを確認し OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑤csv ファイルのデータが取り込まれ、スリーブが配置されます。 

        

 

既に登録済みのマスターを使用するに☑ を入れずに取り込みを行った場合、もしくは事前にスリーブマスターで 

スリーブ情報を登録せずに取り込みを行った場合は呼び径のみマスター情報として取り込むため、必要に合わせて

【二次部材マスター】-【スリーブ】で編集してください。 

 

設備 CAD データの取込でできます。 
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【敷き込み方向】では選択基準（通り）に対しての 

敷き込み方向を選択します。 

 

 

 

 

 

※敷き込み方向でデッキプレートの延べ面積が変わります。

詳しくは Q&A『デッキプレート面積の計算方法を知りた

い！』を参照してください。 

デッキプレート範囲を中抜きするときは 

【デッキプレート】-【中抜き追加】で範囲を

指定してください。中抜きを削除する際は 

【中抜き削除】を使用してください。 

※面積や重量へ反映されます。 

 デッキプレートは登録・配置しても作図上は表示されません。 

デッキプレートの台数や重量の出力が不要な場合はデッキマスターの登録は不要ですが、デッキ受けを入力する際

にデッキプレート範囲が必要となりますので、必要に応じて【部材名】：〈無〉で入力を行って下さい。 

             

 

 

 

【二次部材マスター】-【デッキ】にて『種類：3-デッキプレート』を選択後、材種等を入力し部材を登録します。

【デッキプレート】-【入力】をクリックします。 

           

 

 

 

 

 

入力シートにて部材名と敷き込み方向を設

定します。 

デッキプレート範囲と敷き込み方向の基準を指定すると 

デッキプレート範囲が入力され、表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材のデッキで入力ができます。 

敷き込み方向の基準（通り） 
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【配置範囲 内側のみ の場合】 

  デッキ敷き込み範囲(赤色のライン)より 

内側にデッキ受けを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配置範囲 外側も含む の場合】 

  デッキ敷き込み範囲(赤色のライン)の 

外側にもデッキ受けを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『内側のみ』はデッキ敷き込み範囲の 

内側になります。 

デッキ受けを入力するには、デッキプレートの入力が必要です。 

部材名＜無＞でデッキ敷き込み範囲のみの入力も可能です。 
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梁のウェブにデッキ受けを配置したい場合、かさ上げ材として登録・配置します。 

 

例）L 形鋼のデッキ受けを階高から-130 下がりの高さで梁のウェブに配置 

【二次部材マスター】‐【かさ上げ材】で L 形鋼のデッキ受けをかさ上げ材として登録します。 

 

 

 

 

 

【デッキプレート】‐【入力】でデッキプレート範囲を入力します。 

デッキプレートの高さは階高が基準になっているため、デッキプレート入力後に高さを修正します。 

【デッキプレート】‐【勾配修正】で配置したデッキプレート範囲をクリックし、本体の勾配‐入力・修正と同様

の方法で設定します。 

今回は階高から-130 下がりで配置するため、フラットを選択し、階からの上下-130 と入力します。 

 

デッキ受けを配置します。【かさ上げ材】‐【平行入力】をクリックします。 

入力シートの【基準指定】は【デッキプレート】を選択し、 

【タイプ】は『3-デッキ受け』、【接続鋼材部位】は『3-ウェブ』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて【配置基準】や【ずれ量基準】、【部材向き】などを設定し、 

基準になるデッキプレート、デッキ受けを入れたい親梁・左右の端部材の順にクリックして配置します。 

          

かさ上げ材で入力できます。 

スプライスプレートとデッキ受けとのすきまはスプライスとのすきま WEB で設定します。 

ガセットやリブとのすきまはパラメーター‐二次部材作成‐45.かさ上げ材‐1）子梁とのすきま（㎜）で 

ガセットの面からのすきまを設定します。（納め方向も 1）子梁とのすきまを参照します） 

符号管理や加工図・帳票では、かさ上げ材の入力時に【タイプ】で選択

したデータ種類で表示します。 

【3-デッキ受け】にして配置することで、かさ上げ材で配置した L 形鋼も 

『デッキ受け』として表示されます。 
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デッキプレートは部材名＜無＞で 

入力できます。 

必要に応じてデッキマスターに登録してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【二次部材】‐【デッキプレート】-【入力】をクリックします。 

右ドラッグでデッキの範囲を指定してデッキプレートを入力します。 

 

【デッキプレート】‐【勾配修正】で、入力したデッキプレート範囲をクリックして、勾配設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【かさ上げ材】‐【平行入力】をクリックします。 

基準指定をデッキプレートにし、勾配設定した 

デッキプレート範囲を選択して『デッキ受け』として 

かさ上げ材を入力します。 

かさ上げ材入力時、タイプを 3-デッキ受け に 

してください。 

 

 

 

デッキプレート基準で出来ます。（梁ウェブにつく場合） 
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 既に入力済みのかさ上げ材を修正する場合は、

上記項目を変更・調整し、 

四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブにかさ上げ材とリブを入力した際に、かさ上げ材の接続鋼材部位を『3-ウェブ』にすると、 

リブを認識して、リブ位置でかさ上げ材が分割されます。 

かさ上げ材が分割しないよう、接続鋼材部位を『1-上フランジ』にしてずれ量を設定します。 

 

【二次部材】‐【かさ上げ材】‐【平行入力】または【修正】をクリックします。 

接続鋼材部位を『1-上フランジ』に変更し、ずれ量を設定し、かさ上げ材の位置を調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かさ上げ材を入力したい梁をクリックし、接続先を選択するとかさ上げ材のラバーを表示します。 

配置したい方向にマウスを動かし、画面上をクリックします。 

今回はずれ量基準を『2-左』で配置するため、梁より上側でクリックします。 

接続鋼材部位をフランジにしてかさ上げ材を入力してください。 
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ネット範囲指定入力でのピッチは【パラメーター】- ネットフックを移動する場合は 

【二次部材作成】-【ネットフック】で設定ができます。 【ネットフック】-【ピッチ移動修正】 

※入力後パラメーターの変更をしてもピッチは変わ でピッチを入力後マウスの方向で指定 

りません。先にパラメーターの設定をしてください。 してください。 

                             

 

 

 

【二次部材タブ】-【二次部材マスター】-【仮説金物】でネットフックのマスターを登録します。 

 

 

 

 

 

 

【ネットフック】-【ネット範囲指定入力】をクリックし、 

入力シートで部材名と接続鋼材部位を選択します。 

 

 

 

 

 

 

基準点となる①のグレーの●と二つ目の基準点となる②のグレーの●をクリックして配置決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材のネットフックで入力ができます。 

② 

①  
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【ピース向き】では梁吊ピースの取付ける向きを選択 

することができます。 

                             

【梁吊】-【一括入力】での配置時の間隔は仮設金物マスターの設定を参照します。 

配置後に梁吊ピースの間隔を修正する場合は【梁吊】-【ピッチ移動修正】で修正します。 

例）左側に『200』移動させる場合 

移動させたい梁吊ピースを選択し、四隅の☑ をクリックします。 

【間隔】に移動量を入力し、移動させたい方向でクリックします。 

                             

 

 

 

【梁吊】-【一括入力】：複数の梁に一括で吊ピースを配置します。 

例）2SL 階の全ての大梁に吊ピースを配置する場合 

【二次部材】-【梁吊】-【一括入力】をクリックし、入力シートの各項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

2SL 階全体を範囲選択すると、入力シートの【配置対象】で「大梁」のみを選択しているので大梁のみ選択され 

梁吊ピースが表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

四隅の☑ をクリックして確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

二次部材の「梁吊」から入力できます。 

元の梁吊ピースより左側でクリック 

① 

② 
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【配置対象】では『大梁』『小梁』『ブレース』『ブラケット』『剛ブレース』から配置する対象を選択する

ことができます。複数選択をすることも可能です。 

                            

【一括入力】の場合、梁吊ピースのピッチは仮説金物マスターでの設定値を参照します。 

 

≪中心割り≫ 中心からの割振り距離を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）長さ 4000 の梁に中心割り 

  で吊ピースを配置する場合 

  2500＜梁長さ≦5000 

  が該当します。 

  よって、取付け距離は 

  中心から 1000 となります。 

 

 

 

≪端部距離≫ 端部からの距離を設定します。           

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

二次部材の「梁吊」から入力できます。 
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吊ピースとかさ上げ材が干渉した場合、吊ピースをどのように取付けるのかはかさ上げ材で設定できます。 

【二次部材】-【かさ上げ材】-【修正】でかさ上げ材を選択し、入力シートの『吊ピースの取付位置』を変更

してください。 

                           3-分割を選択した場合、吊ピースとかさ上げ材             

のすきまは【パラメーター】-【二次部材作成】- 

【47.かさ上げ材】 

                           3）吊ピース（直交）とのすきま（mm） 

                           4）吊ピース（平行）とのすきま（ｍｍ） 

                           を参照しています。 

                          

 

また、5）吊ピース切断時のプレートを 2-ありにすると、継手部と同じプレートを配置することができます。 

【配置芯ずれ量】に数値を 

入力すると芯ずれさせる 

ことができます。 

                             

 

 

 

【梁吊】-【ピッチ入力】：梁に個別に吊ピースを配置します。 

例）大梁に中心から右に『1000』の位置に吊ピースを配置する場合 

【二次部材】-【梁吊】-【ピッチ入力】をクリックし、入力シートの各項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

梁やブラケットの端部と中心に、基準点のグレーの丸が表示されます。 

配置の基準にする基準点のグレーの丸をクリックし、基準点から取付けたい方向をクリックして配置します。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材の「梁吊」から入力できます。 

基準点よりも右側でクリック 
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【梁吊】と【柱吊】は平面図と 

側面図のどちらからでも配置する

ことができます。 

                             

【配置スタイル】 

では柱吊ピースを 

配置する位置を 

選択することが 

できます。 

 

【ずれ量（X、Y）】 

【角度】 

では吊ピースの位置を 

ずらしたり、角度を 

設定することができます。 

 

 

 

【二次部材】-【柱吊】-【入力】をクリックし、入力シートの各項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱吊ピースを取付けたい柱を個別に選択、もしくは範囲選択します。 

柱が選択され、柱吊ピースが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四隅の☑ をクリックして確定します。 

 

二次部材の「柱吊」から入力できます。 

① 

② 
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柱吊ピースに角度を付ける場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力シートの【角度】で設定できま

す 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

【キー  

新たに 

 

例）下図のように吊ピース（2 個）を柱面から 50 内側に取り付けたい場合 

 

 

 

 

 

 

 

【二次部材】-【柱吊】-【入力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 部材名や配置スタイルを設定し、柱を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柱面に吊ピースが配置されますので、 

上側のずれ量 Y へ-50、下側のずれ量 Y へ 50 と入力します。   ずれ量 X・Y の考え方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

配置（修正）時に入力シートで設定できます。 

＜入力シート設定内容＞ 

＜入力シート設定内容＞ 
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【梁スタッド】-【梁入力】や【範囲入力】で梁スタッドを配置する際の割付ピッチなどの設定は、 

【パラメーター】-【二次部材作成】-49.梁スタッドボルトで調整できますが、梁スタッド入力後に 

パラメーターを変更した場合は反映しません。再度入力し直すか、【ピッチ移動修正】で修正し直してください。 

配置した梁スタッドを移動したい場合は、【梁スタッド】-【ピッチ移動修正】で移動できます。 

移動させたい梁スタッドをクリック、もしくは右ドラッグで選択し、四隅にある☑をクリックします。 

入力シートの間隔に移動量を入力し、移動させたい方にマウスを動かし、クリックして移動します。 

 - 

 

 

例）梁フランジ上に、基準線から 300 の位置に 1 本目を配置し、そこからさらに 300 ピッチで梁スタッドを 1

列配置したい。 

【二次部材】-【二次部材マスター】-【スタッド】をクリックします。 

種類『2-梁[フランジ]』を選択し、ボルトサイズ、ボルト列数を入力し梁スタッドを登録します。 

     

配置画面で【梁スタッド】-【ピッチ入力】をクリックし、入力シートで部材名と溶接場所・部位を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

①梁スタッドを配置する梁をクリックします。 

②配置決定画面で、基準線からの間隔を【基準間隔】に、2 本目以降の間隔を【梁スタッド間隔】に入力します。 

③基準にする線をクリック、スタッドを配置したい方にマウスを移動させてクリックすると梁スタッドが配置され

ます。 

    

 

 

 

 

 

 

二次部材の梁スタッドで入力できます。 

② 

 

① 

② 

③ 
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作成者情報を付加するに☑を入れると部品データに作成者情報

を付加します。 

作成者情報を付加された部品は、別のプロテクトキーを使用時に

編集や共通化ができません。 

特殊部品は部品データ（板部品や鋼材部品）をもとに組み合わせて作成を行います。 

・板部品 …PL の部品を登録します。 

・鋼材部品…鋼材を部品として登録します。 

※板部品、鋼材部品を単品で配置する場合も、特殊部品での登録が必要です。 

※詳細は【特殊部品マスター】- ファイル - 作成手順を参照してください。 

 

 

 

【二次部材】-【二次部材マスター】-【特殊部品】をクリックします。 

今回は STK 鋼材を使用して特殊部品を作成するため、【鋼材部品】タブを開いた状態で【作成】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

部品名・材種・サイズなどを入力し、OK をクリックするとメッセージを表示します。 

 

 

はいをクリックして鋼材部品を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品名 サヤ管 と入力 

材種 16-STK を選択 

サイズ 60.5x3.2 を選択 

材質 55-STK400 を選択 

長さ 150 と入力 

先端 FLG 斜め量 0  

  WEB斜め量 0  

尾端 FLG 斜め量 0  

  WEB斜め量 0  

部材向き 1-横 

表示向き 1-縦 

鋼材配置基準 5-中中 

穴設定 今回は設定しません 

二次部材マスターの特殊部品マスターにて登録します。【サヤ管編】 
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【寸法線表示グループ】を 

設定すると、梁詳細図や 

加工図に寸法を表示します。 

部品選択画面では、

作成から部品作成画

面へ移動し、新たに特

殊部品として使用す

る部品を作成するこ

ともできます。 

 

 

 

 

サヤ管で使用する鋼材部品を登録した後、【特殊部品】-【作成】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊部品組み合わせ設定‐作成画面が表示されるので、特殊部品名・サイズを入力、寸法線グループを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【追加】をクリックし、部品選択画面で特殊部品のサヤ管として使用する部品を選択し OK をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『部材追加時に配置基準をずらす』 チェックを外す 

特殊部品名 サヤ管 と入力 

寸法表示グループの▽をクリックして〈新規作成〉をクリック 

No 1 と入力 

名称 サヤ管 と入力 

寸法表示グループ 1‐サヤ管 を選択 

サイズ 60.5x3.2 と入力 

二次部材マスターの特殊部品マスターにて登録します。【サヤ管編】 

〈
鋼
材
部
品
登
録
後
〉 
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取付部材のイメージを表示する場合は、ファイル - オプションを 

クリックし、取付部材のイメージを表示するにチェックを入れ、 

表示させたい部材情報を設定してください。 

 

作成した特殊部品は共通保存することができます。 

他工事で使用する場合に共通読込で、共通保存していた 

特殊部品を読み込んで登録することができます。 

 

 

 

特殊部品作成画面に戻り、先程選択した鋼材部品が表示されたことを確認し、【保存】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージのはいをクリック、保存確認画面でも OK をクリックし、閉じるをクリックして終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材マスターの特殊部品マスターにて登録します。【サヤ管編】 

取り付け部材のイメージを表示す

ると、取り付け部材の絵を表示する

ことができ、梁に取り付ける際の原

点などがわかりやすくなります。 
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特殊部品は配置場所によって入力方法が異なります。

柱の面など、側面へ配置したい場合は 

【仮設金物】-【入力】にて配置します。 

［基準指定］では、上下の高さの基準を選択します。 

［階高］…特殊部品を配置した階高を上下の基準にします。 

［勾配］…［勾配-入力］で設定した勾配を上下基準として選択します。 

［接続データ］…取付部材指定で選択した部材の天端を上下の基準にします。 

 

 

 

事前に【二次部材】-【二次部材マスター】-【特殊部品】にて配置したい特殊部品をマスター登録しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊部品を配置したい箇所へ補助線を引き、【特殊部品】-【入力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［入力シート］で配置したい特殊部品を選択します。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

サヤ管を配置したい梁を選択、［この位置］を選択した状態で補助線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊部品を活用し、配置することができます。 
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 補助線を使用しない場合 

【カバープレート】‐【入力】の 

『延長量』・『すきま』を入力し、 

長さを調整してください。 

 カバープレートは 

【二次部材マスター】‐【かさ上げ材】で、

種類を『2-カバープレート』を選択し 

登録します。 

 カバープレート入力時、取り付け位置を『2-外側』にすると 

梁外面に取り付けることができます。 

 

 

 

 

今回は、ブラケットに補助線～補助線間で入力します。 

カバープレートを入れたい位置に補助線を入力します。 

 

 

 

 

【二次部材】‐【カバープレート】‐【入力】をクリックします。 

入力シートから登録した部材を選択します。 

 

 

 

カバープレートを入力するブラケット・補助線の順にクリックし、四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3D ソリッドビューアで確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材入力から設定できます。 
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水切りプレート設定でタイプをスチフナーにすると、曲げたタイプの水切りプレートを入力できます。 

    

 

 

 

水切りプレートを入力する位置に補助線を引きます。 

【二次部材】‐【水切りプレート】‐【入力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①水切りプレートを入力する梁、②補助線の順でクリックし 

四隅の をクリックすると水切りプレート設定画面が起動します。 

板厚や縁・隙間などを設定し、ＯＫをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材の水切りプレートで入力できます。 

② 

① 
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寸法グループ設定を行うと、詳細図作図時に指定した寸法グループを表示します。 

 

 

 

 

つか 

 

 

【二次部材】‐【二次部材マスター】‐【仮設金物】をクリックし、仮設金物マスターを起動します。 

種類を『7-穴セット』を選択して、穴数・穴間距離などを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴をあけたい位置に補助線を引きます。 

【仮設金物】‐【入力】をクリックし、①穴をあけたい部材・②補助線の順にクリックします。 

視野方向の矢印が表示されるので、四隅の☑をクリックします。 

 

 

 

 

 

  

 

二次部材設定画面が起動します。穴をあけたい面をクリックし、 

使用する穴セットを選択します。 

 

 

 

 

 

 

二次部材の仮設金物で穴をあけることが出来ます。 

① 

② 
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【二次部材】-【二次部材マスター】-【仮設金物】を 

クリックし、仮設金物マスターを起動します。 

 

 

(例：上の梁の下フランジにボルト、下の梁の上フランジに穴のみ配置する場合) 

種類『7-穴セット』を選択し、タイプを『1-穴のみ』下の梁用、『2-ボルトマスター』上の梁用として、それぞ

れマスターにて登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスターで登録した『穴のみ』と『ボルト』を配置するため、 

ボルトを配置したい位置に補助線を引き、【仮設金物】-【入力】を 

選択します。 

ボルトを配置したい上の梁をクリック → ボルトを配置する 

補助線をクリック → 四隅の☑をクリックします。 

2 次部材設定画面で、梁断面図の下フランジ面をクリック、部材名の…をクリック、登録したボルトを選択し OK

をクリックすると、上の梁の下フランジにボルトを配置します。 

同様に、下の梁の上フランジにボルトを通すための穴を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材の仮設金物［穴セット］を活用します。(配置編) 
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【加工図・型紙・帳票】-【加工指示書】-【切断孔明】でボルト穴を確認できます。 

切断孔明加工指示書で中間穴を表示したい場合は、【加工指示書】の【切断孔明】を開き、ファイル-使用する用紙フ

ァイルの編集-57-中間穴の作図→するもしくはする(全て)へ変更をすると、中間穴が表示されます。 

 

 

 

上下する 2 本の梁を『穴セット』で取合っただけでは、梁詳細図で組鋼材として作図されません。 

          

上下の梁を組鋼材として梁詳細図へ反映させるには、組鋼材の設定をする必要があります。 

 

【本体】-【属性】-【組鋼材】で平行になっている上の梁と下の梁を組鋼材設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材の仮設金物［穴セット］を活用します。(作図編) 
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名称連番が使用可能なのはアルファベット数字のみです。直接名称を入力することにより個別に名称を設

定することができます。 

色も色の標準設定を使用せずに直接指定することで個別に設定することができます。 

     

 

 

 

【工区・塗装】‐【工区】‐【設定】をクリックします。 

 

 

設定したい工区数の分、【追加】をクリックします。（今回は 4 つの工区を設定するため 4 回クリックします） 

No.1 に名称を入力し【名称連番】をクリックすると、No.1 以降の名称が自動的に連番で入ります。 

色は【色の標準設定】をクリックして設定し、OK をクリックします。 

        

 

 

 

 

 

工区設定をしたら【工区】‐【入力】をクリックし、各工区範囲を右ドラックで範囲選択します。 

再度、工区設定画面が出てくるので名称を選び OK します。 

       

工区・塗装画面から設定します。 
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【工区】‐【入力】で工区を設定した場合、範囲選択時に範囲内に含まれた製品が一括で工区設定されます。 

例）柱が A 工区の場合、C 工区の範囲にあっても柱に溶接する片持ち梁は A 工区に含まれます 

 

 

 

 

 

 

 

範囲選択ではなく個別に工区を設定したい場合や、製品の一部を【入力】で設定された工区とは別の工区に設定し

たい場合は、【個別指定】で個別に工区を設定します。 

【工区】‐【個別指定】をクリックし、入力シートで設定したい工区を選択します。 

【データ種類】で選択している鋼材や部品のみ配置画面上で選択できるため、配置画面上で選択し辛い場合は、 

選択したい鋼材・部品のみ【データ種類】で選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置画面上で個別に工区設定したい鋼材をクリックし、 

四隅の☑ をクリックして設定します。 

例）片持ち梁 CG1 をクリックした場合、 

片持ち梁 CG1 が A 工区から C 工区に変更されます。 

 

個別指定を使用すると個別に工区設定が可能です。 

 

 

・断面を認識する 

☑ を入れると、鋼材の断面も選択できます。 

・製品単位 

☑ を入れると、製品単位で選択します。 

今回のように鋼材や部品単位で選択したい

場合は☑ をはずしてください。 
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管理資料の【集計表】-【部材集計表】で表面積で塗装面積が確認できます。右側の絞り込みで【メッキ】を選

択し、【部材集計表】を出力すると、メッキのみの表面積(㎡)が確認できます。 

塗装名には【設定】で入力した名称が表示されます。 

 

 

 

【工区・塗装】-【塗装】-【設定】をクリックします。 

【追加】をクリックし、名称・色・塗装マスターを設定し、【OK】をクリックします。 

 

【塗装】-【入力】をクリックし、入力シートを設定します。 

図面上を右クリックでドラッグし、塗装範囲を選択します。 

右図、メッキ範囲に入った庇部分の鋼材が選択されます。 

       

 

片持ち梁は溶接する親部材の柱を参照するため、メッキの設定になっていません。 

【塗装】-【個別指定】で片持ち梁 CG1 をクリックし、設定します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗装範囲を設定します。 

例） 

・名称：メッキ 

・色：Aqua 

・塗装マスター：2-溶接亜鉛メッキ塗装 
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【パラメーター】‐【データ作成】‐【34.柱、梁作成関連】‐86）柱ガセットスカラップまたは 

87）梁ガセットスカラップ を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更したい項目をクリックし、右側の ボタンをクリックします。 

例：87）梁ガセットスカラップの場合 

メッキ塗装形状で【1-スカラップ】を選択し、【径】でスカラップの径を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、メッキ塗装形状で【2-穴】を選択するとメッキ時にガセットに穴を開けることができます。 

 

 

 

パラメーターで設定します。 

【穴径】 【穴位置】 
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メッキ塗装の継手に付ける追加記号『M』は、13）メッキ記号 で任意で変更できます。 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【データ作成】‐【34.柱、梁作成関連】‐14）メッキ塗装時の追加記号 で

設定します。 

 

 

継手にフィラーが入っている場合は、11）フィラー処理時の追い番 を参照して継手名にフィラーの追い番を付加

します。 

14）メッキ塗装時の追加記号 では、メッキ記号『M』をフィラーの追い番の前・後どちらに付けるのか設定しま

す。 

11）フィラー処理時の追い番 で『1-なし』を選択してフィラー処理時の追い番が付加されていない場合、もしく

は継手にフィラーが入らない場合は 2-フィラー追い番の前・3-フィラー追い番の後のどちらを設定しても同じ継

手名になります。 

 

 

パラメーターで設定できます。 
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継手基準図を作図すると、同じ継手名で 

TC とメッキ HTB のものが２種類作図されます。 

継手基準図にメッキ記号を追記したい場合は 

作図パラメーター‐柱、梁データ作成関連‐ 

14)メッキ塗装時の追加記号 を設定してください。 

 

 

 

 

【本体】‐【マスター】‐【共通/工事別マスター入力】をクリックし、【ボルトマスター】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メッキボルト】タブをクリックします。 

メッキ塗装する範囲のボルトを『メッキ HTB』に 

変更したいので【現場ボルトの選択】のリストより 

『メッキ HTB』を選択します。 

 

また、首下長さへ５㎜加算したいので 

同じ【メッキボルト】タブにある 

【現場ボルトの首下長さ調節値】へ 5 と入力して下さい。 

これで、塗装範囲でメッキ指定した部分の現場ボルトが 

メッキ HTB に置き換わり、首下長さも 5mm 加算した 

長さで計算します。 

今後の工事にも反映させたい場合は、共通ボルトマスターも 

同様に変更してください。 

ボルトマスターでボルト種類と首下長さの設定ができます。 
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ＳＦシステムメニュー画面から【ボルトマスター】を開きます。 

 

【ボルトマスター 基本情報】でメッキボルトを選び、【詳細設定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【詳細設定】‐【穴径】に 

穴サイズ（ボルト径＋３㎜）を入力します。 

OK で詳細設定を閉じます。 

 

 

【ボルトマスター 基本情報】のメッキボルトを詳細にし、 

保存して終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルトマスターで個別穴径設定ができます。 

ボルト詳細設定を使用する際、穴径以外も 

詳細設定を参照しますので、首下長さ等も 

設定/確認が必要となります。 
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                    全データ選択／全データ解除 

入力されている部材の全データ選択と解除を行います。 

【データ種類】 

選択データの絞り込みを行います。 

     選択色（オレンジ）になっているデータ種類の選択が可能です。 

クリックするとグレーの状態(例：間柱)になります。 

選択色になっていないデータは全データ選択やマウスでのデー 

タ選択はできません。 

 全選択／全解除／入替え 

データ種類の全選択・全解除・選択の入替えを行います。 

 

 

 

【工区・塗装】‐【節】‐【個別設定】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

節を個別に設定したい柱を選択し、入力シートの[節の位置]に設定したい節番号を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工区・塗装の節で設定できます。 
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【工区・塗装】‐【製品】‐【代表部材指定】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

親にしたい梁をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表部材を梁にしたことで、製品符号の認識が梁の鋼材符号に変わります。 

（作図パラメーター 6.軸組図‐37）間柱符号・40）梁符号が#2（#3）の場合）  

※#2：鋼材符号名、#3：製品符号名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表部材指定で設定できます。 
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符号管理‐鋼材で設定した符号名を使用したい場合は、自動設定符号名ルールを“鋼材符号名”に 

してください。 

 

 

 

【パラメーター】‐【データ作成】‐43.符号管理関連‐1）鋼材と製品が同一形状 で設定します。 

１）鋼材と製品が同一形状 の設定値よって、符号管理‐製品で表示する部材データが変わります。 

パラメーターの初期値は 2-同一符号です。 

 

 １-別々に符号設定：鋼材と製品でそれぞれ符号名を設定するため、すべての製品データを表示します。 

  
 

 

 

 

 ２-同一符号：鋼材と製品で形状が同じ場合、符号管理‐鋼材で設定した鋼材符号名を 

製品符号名に割り当てます。製品符号も考慮して鋼材符号名を設定する必要があります。 

    溶接で梁が取り付くなど、鋼材と製品で形状が異なるデータのみ符号管理‐製品に表示します。 

 

パラメーターで設定します。 
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《X 通り順》                    《Y 通り順》 

X 通り順に部材を並び替えます。           Ｙ通り順に部材を並び替えます。 

  

 

 

例）全てのタブを X 通り順に並び替えをする場合               

【XY 通り並替】-【詳細設定】をクリックし、【XY 通り並替え】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《XY 通り順》                    《YX 通り順》 

X 通りから Y 通り順で、                Y 通りからＸ通り順で、 

部材を並び替えます。                 部材を並び替えます。 

 

 

今回は X 通り順に並び替えをしたいため、【X 通り順】をクリックします。 

今は、【柱】のタブで設定しているため、他の鋼材にも同様に【X 通り順】に設定をし、【全てにコピー】を 

クリックして、柱以外の他の鋼材にも同様の設定をコピーします。 

確認メッセージが表示されるため、OK をクリックして他の鋼材にも同様の設定をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

一括で通り順に並び替えが可能です。 

す 
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並び替えを行わない場合、入力した順番でカウントします。 

《並び替え前》                   《X 通り順並び替え後》 

設定した並び順は各タブの左下で確認できます。 

例）X 通り順に並び替えした際の梁タブ 

 

位置では、選択している行の部材の位置を表示し、

確認することができます。 

 

 

  

 

並び替えを行うため、［並替え］画面の OK をクリックします。 

並替え確認メッセージが表示されるため、全てのタブをクリックして、部材を並び替えます。 

 

                             

 

 

 

 

 

 

各鋼材タブで X 通り順に部材の並び替えが行われます。 

符号名でカウントを行う場合、全て X 通り順に 1 からカウントされます。 

※通り上の部材は設定により適正に並び替えを行いますが、子梁や孫梁はサイズや配置位置により、設定通りに 

並ばない場合があります。 

 

 

 

 
一括で通り順に並び替えが可能です。 

す 
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例）柱の符号を、工区が違っても同サイズ同材質なら同じ符号名を振りたい。 

 

集約オプションの集約条件 【工区】の☑を外してくだ

さい。 

 

工区の☑ を外すことで、工区の認識をしなくなるので、

同じ形状の柱は同一グループ番号が同じになり、同じ符

号名が振られます。 

 

☑※基本的に【部材名】は  をいれておいてください。 

☑ を外すと、部材名が違う同サイズ同材質の鋼材を 

同一グループ番号にしてしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）柱の符号を、工区・柱ガセット・二次部材の取り付

きなどは見ず、長さと端部形状が同じ場合は同じ符号に

したい。 

 

集約オプションで【部材名】にのみ☑ をいれてください。 

 

 

 

 

 

 

 

今回は【部材名】にのみ☑ を入れているため、 

部材名と切断寸法、端部形状のみをみて 

同一グループ番号を振っています。 

どこまで見て同一形状かの条件を設定します。 

同一グループ番号とは？ 

同一形状の部材に自動的に振られる番号です。 

集約条件のチェックによって、同じ条件になれ

ば、同一グループ番号が同じになります。              

基本的に全て☑ がない場合は切断寸法(長さ)と

端部形状のみの集約となります。 

☑したがって、  の数が多いほど符号名が 

分かれます。 
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梁伏図や軸組図にブラケット符号を表示させるには、作図パラメーター‐図面作成‐5.梁伏図‐

32）ブラケット符号や 6.軸組図‐37）ブラケット符号で『鋼材符号名（#2）』を設定してください。 

柱詳細図や仕口加工指示書にブラケット符号を表示させるには、図面作成‐9.柱詳細図‐27）ブラ

ケット符号に『鋼材符号名（#2）』を設定してください。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図パラメーター‐図面作成‐2.マーク・寸法線 

5）～8）方位記号に表示したい記号や数字を 

設定してください。 

 

 

 

 

 

 

符号管理‐鋼材で、 

符号名設定を開き、 

“階認識符号” 

”キープラン交点” - 

”方位記号” 

に、設定してください。 

※スタート画面で設定し、 

一括作成しても OK です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで方位の表示変更ができます。 
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 「同一グループ番号」と「形状番号」とは？ 

 

【形状番号】                               

ガセットなど形状が同じ型紙には、同じ形状番号が振られています。    
 

【同一グループ番号】 

 形状が同じ型紙で、さらに集約条件（工区や継手名）を考慮した上でも 

同じと判断された型紙には、同じグループ番号が振られています。 

  

                   

 

 

 

 

    符号管理内の画面右下の「絞り込み」タブをクリックします。 

    （例）型紙「ガセット」タブ （「鋼材」「コア」仕口）「製品」の符号管理でも同様に設定可能です） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    手動で符号を変更した際に同じグループ番号の符号も同時に変更したい場合は、以下の設定を 

「⦿する」 にします。 

 

 

    変更する符号名を「符号」欄に入力し  ENTER  キーで確定します。 

 

 

 

 

    同じグループ番号のガセット符号も一緒に変更されます。 

 

 

 

 

    

 

 

符号管理内の設定にて自動で統一させる事が可能です。

す                         。 

（例）集約オプション ガセット：工区 
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【工区・塗装】‐【製品】‐【代表部材指定】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

親にしたい梁をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表部材を梁にしたことで、製品符号の認識が梁の鋼材符号に変わります。 

（作図パラメーター 6.軸組図‐37）間柱符号・40）梁符号が#2（#3）の場合）  

※#2：鋼材符号名、#3：製品符号名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表部材指定で設定できます。 
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画面左下のパラメーターカウント最大値設定を設定し、【パラメーターカウント】‐【表示方法】 

‐【1-最大値】で振り直すと、設定した最大値からカウントを開始します。 

例）大梁に取り付く梁ガセット（G-**）の最大値を「9」と入力し、最大値で振り直した場合 

  →カウントは 10 から開始します。 

※最大値を 0 にした場合は 1 から振り直します。 

                             

 

 

 

【符号管理】‐【型紙】‐【符号一括作成】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面左下にある【パラメーターカウント】‐【表示方法】をクリックし、【2-振り直し】を選択します。 

OK をクリックし、再度型紙の符号を振り直し、符号名を保存して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パラメーターカウント」を「振り直し」に設定します。 
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【【【【ファイルファイルファイルファイル】】】】----【履歴データ読み込み【履歴データ読み込み【履歴データ読み込み【履歴データ読み込み】】】】をクリックします。 

履歴は保存ボタンを押した際に残ります。読み込みたい日時を選択し、読み込みボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面左側に履歴データ、右側に現在の符号名が表示されます。現在の符号名の No の左欄を 

Shift または Ctrl キー＋左クリック、またはドラックして戻したい符号名の行を選択してください。 

現在の符号名の No の左欄で右クリックします。【選択した符号を履歴データ符号名戻す】【選択した符号を履歴データ符号名戻す】【選択した符号を履歴データ符号名戻す】【選択した符号を履歴データ符号名戻す】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴データ画面を閉じて、符号名が戻っていることを確認し、【保存】【保存】【保存】【保存】ボタンをクリックして下さい。 

    

 

 

 

 

 

自動保存があるので、履歴から呼び出すことができます。 

鋼材や製品名でも履歴のデータに戻すことが可能です。 

また、保存時に自動的に履歴を残しますが 

【ファイル【ファイル【ファイル【ファイル】】】】----【名前を付けて保存【名前を付けて保存【名前を付けて保存【名前を付けて保存】】】】から手動で保存することも可能です。 

左欄をクリックして行を選択します 
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図面を作図後、編集したい図面を選択して【図面編集】をクリックします。 

 

 

図面編集画面が起動します。 

画面上にあるタブを切り替え、文字移動や寸法移動、 

ハッチング等の編集することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

各作図画面の【レイアウト】からも編集が可能です。 

 作図後、【レイアウト】をクリックするとレイアウト設定画面に切り替わります。 

 【編集】をクリックして、編集したいパーツを選択すると図面編集画面が起動します。 

REAL4内に図面編集機能があります。 
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Ctrl キーや Shift キーを押しながら番号を左クリックすることで

複数選択、No を左クリックすることで全選択が可能です。 

自動作図した図面には自動レイアウト

のマークがつきます。                          

 

 

 

図面やタイトル、部材リストなどを【移動】で変更したレイアウト情報を初期化したい場合 

 

レイアウト設定画面で、初期化したい図面を選択し、【再自動レイアウト】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウト情報が初期化され、パーツの位置などが編集前に戻ります。 

 

レイアウト設定画面と図面編集画面でそれぞれ初期化が可能です 

《レイアウト情報編集済み図面》 《レイアウト情報初期化図面》 
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間柱/梁詳細図でレイアウト編集を行うと再作図する際に編集状態が 

優先されるため、レイアウト情報が初期化されない可能性があります。 

間柱/梁詳細図でレイアウト情報を初期化して再作図する場合は、 

間柱/梁詳細図の【詳細図図面作図】画面の【レイアウト情報の削除】を 

クリックすると、間柱/梁詳細図のレイアウト情報がすべてリセット 

され再作図するときに自動レイアウトが可能となり、用紙サイズ・縮尺・

パラメーターなどの変更が反映されるようになります。 

【編集】で図面編集した図面には編集の

マークがつきます。         

 

 

 

【編集】で編集した寸法や文字などを初期化したい場合 

レイアウト設定画面で【編集】をクリックし、初期化したい図面パーツをクリックします。 

【図面編集】画面が開きます。 

【ファイル】-【編集前の状態に初期化】をクリックして図面編集を初期化します。 

【上書き保存】をすることで、【編集】が初期化された状態になります。 

 

レイアウト設定画面と図面編集画面でそれぞれ初期化が可能です 

《レイアウト情報初期化図面》 
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記事項ファイルにしたい図面を Arris で開き、必要に応じて編集します。 

編集後、【ファイル】‐【名前を付けて図面を登録】を開き、ファイル種類（拡張子）を『S/F 形式記事項ファイ

ル（*.DDF）』に変更し、SFSystem\SFREAL4\Master に保存します。 

 

 

 

 

 

 

REAL4 の作図パラメーターを起動し、【用紙設定】をクリックします。用紙サイズごとに設定が可能です。 

9）記事項ファイル名で先ほど保存した記事項ファイルを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Arris を起動すると図面読込画面が起動します。 

アドレスを SFSystem\SFREAL4\Master にし、その中に保存されている『REAL4 記事項変数.DDF』を選択

して確認します。 

 

ファイル種類を DDFにします。 

「REAL4記事項変数.DDF」で確認できます。 



REAL4[その他] 

   Ver1.5 2015/7 

 

 

 

 

 

 

REAL4 の記事項ファイルを Arris で開きます。 

場所は、ＲＥＡＬ４がインストールされているドライブの SFSystem\SF REAL4\Master の中に記事項ファイ

ル（拡張子が.DDF）があります。 

 

【文字】‐【文字入力】を使用します。 

画面左下に文字を入力する項目が表示されますので、置き換え文字を入力して Enter し、 

文字を入れたい部分を左クリックします。（文字の大きさや字体を変えたい場合は設定ボタンで可能です。） 

例）設計→/AUD  監理→/CNT  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事項の日付を変えたい場合は  要素照会ボタンをクリックして、日付の置き換え文字をクリックして 

/date 以下を書き換えます。 

平成表記は ggyy 年 M 月 d 日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

汎用ソフト Arrisで編集が可能です。 

SF Liner2 の記事項も使用することはできますが、 

日付の置き換え文字が異なる為、変更していただく必要があります。 

置き換え文字の一覧に関しては、REAL4 機能マニュアル‐§巻末付録 を 

ご参照ください。 
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つか 

 

 

【ファイル】-【レイヤー設定】をクリックします。 

 
寸法文字の表示方法を変更したい図面タブを選択します。 

【文字スタイル】- 4.寸法文字を選択し、フォーマット文字列を変更します。 

 

例えば「1,000」のように 3 桁目にコンマを入れたい場合は 

「#,＃＃＃」と入力します。3 桁目で区切り、小数点以下 

一桁まで表示する場合は「#,＃＃＃.#」と入力します。 

（例）「#,＃＃＃.#」→「1,234.5」 

「#＃＃＃.#」→「1234.5」 

小数点 2 桁以降を表示したい場合は、「.」のあとの「#」を 

増やします。 

 

設定を保存します。【工事別】をクリックし設定を保存します。 

→変更した設定を今後も使用したい場合はファイルの【共通】へ保存をしてください。 

工事作成時に工事管理オプションにて共通レイヤーの変更をお願いします。 

※工事管理オプションについてはＱ&Ａ『共通保存したパラメーターを工事作成時に選択したい！』を 

ご参照ください。 

入力画面上でも寸法文字の表示を変更したい場合は【配置】に保存をしてください。 

  設定後に再度作図を行ってください。 

レイヤー設定で変更することが出来ます。 

各図面で設定が出来るようになっています。 

図面ごとに設定をするか、すべて同じで良い場合

はコピーをクリックすると他の図面へコピーされ 

ます。また、工事別・共通・配置でそれぞれ設定 

することが可能です。 
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◆すでにダミー材が割り当てられている場合は【カラーパレット】から色の変更を行ってください。 

◆ダミー材を作図する場合は【パラメーター】より【図面作成】-【5.梁伏図】-94）ダミー部材作図を 

2-あり、【図面作成】-【6.軸組図】-86）ダミー部材作図を 2-ありにしてください。                            

『配置入力画面上での色を変更する場合』＜読込み＞ ＜保存＞ 

【読込み】-【配置】より配置レイヤーの 

読込みを行い、変更後に【ファイル】- 

【配置】へ保存を行ってください。 

 

 

 

＜例）梁伏図にあるダミー材の色を変更＞ 

【ファイル】-【レイヤー設定】をクリックします。工事別レイヤー設定画面が開きます。 

【梁伏図】-【レイヤー】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイヤーが割り当てられていない場合は、新しくダミー材の項目を追加し割り当てを行います。 

レイヤー一覧の一番下の空欄をクリックし追加したいレイヤーの名称・カラーパレット・線スタイルを設定します。 

 

新しく作成したダミー材の項目を青く行選択した状態で、レイヤー設定画面右側にある【データ一覧】より   

【ダミー部材】をクリックします。 

←をクリックすると、左側に移動し、作成したレイヤーに割り当てを行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【軸組図】でもダミー材の表示色を変更したい場合は、【梁伏図】と同様にレイヤー設定を行ってください。 

今回は【工事別レイヤー】に保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レイヤー設定から変更できます。 

①  

② 

③ 
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【キー  

新たに 

 

＜部材リストの文字サイズ＞ 

【ファイル】‐【レイヤー設定】を開き、【レイアウト】‐【文字スタイル】をクリックします。 

『リスト文字』または『リストタイトル文字』の文字高さ・幅・ピッチを設定します。 

 

＜部材リストの枠サイズ＞ 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【5.梁伏図】‐95）リストサイズ名称（㎜）～99）リスト行

間隔（㎜）の項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜部材リストの余白＞ 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【5.梁伏図】‐100）リスト余白 でリストに追加する空白行

の数を設定します。空白行が不要な場合は『０』にします。 

 

  

 

95）リストサイズ名称（㎜）で名称の幅を設定します。

同様に、96）～98）で各項目の幅を設定します。 

99）リスト行間隔（㎜）で行の高さを設定します。 

『０』を指定した場合は、文字サイズの２倍になります。 

レイヤー設定・パラメーターで変更できます。 
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符号名の表示方法は、部位ごとに変更が可能です。 

  31）柱符号、33）間柱符号、54）ブレース符号、63）母屋符号を変更してください。 

胴縁割付図は、【図面作成】‐【胴縁割付図】‐22）胴縁符号を変更してください。 

 また、アンカープラン図や軸組図、その他の各図面についても同様にパラメーターより符号名を変更

できます。 

符号管理を行っていない場合は、部材名が表示されます。 

 

 

 

例）梁伏図に大梁・小梁の鋼材符号を表示させる場合 

【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 

【図面作成】‐【5.梁伏図】‐35）大梁符号、38）小梁符号で変更をします。 

  

35）大梁符号の設定画面を開いて鋼材符号名(#2)を選択し、OK をクリックして下さい。 

同様に 38）小梁符号も変更をします。 

製品符号名にする場合は、製品符号名(#3)を選択し、OK をクリックして下さい。 

符号名を表示させない場合は、クリアをクリックし、空欄にした状態で OK をクリックして下さい。 

         

【部材名(#1)表示】    【鋼材符号名(#2)表示】 

          

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで符号名の表示方法を設定できます。 
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他図面から貼り付けた図面は編集が 

できません。 

元の図面のレイアウト編集で編集を 

してから貼り付けを行ってください。 

                            

 

 

 

 

他図面参照を使用すると、様々な図面を組み合わせることが可能です。 

（母屋割付図に軸組図の母屋断面寸法、平屋のアンカープラン図と梁伏図の組み合わせ 等） 

 

例）RSL 階母屋割付図に X1 通り軸組図の母屋断面寸法を貼り付ける場合 

梁伏図と軸組図でそれぞれ母屋割付図を作図し、その後、梁伏図と軸組図を組み合わせます。 

【作図】-【レイアウト】をクリックします。種類をクリックし、梁伏図をクリックします。 

RSL 梁伏図を表示した状態でパーツ一覧の他図面を選択します。 

 

 

 

 

 

 

他図面参照をクリックし、軸組図に☑ を入れます。 

他図面一覧の作図済み軸組図から、貼り付けたい X1 本体図に☑ をいれ、OK を選択します。 

 

 

 

 

 

他図面に選択した軸組図-X1 本体図が表示されますので選択します。 

角度を変更する場合は『角度』に数値を入力します。今回は 90 度回転を行いますので「90」と入力します。 

倍率を変更したい場合は『倍率』を変更してください。配置したい位置をクリックし、配置します。 

 

 

 

 

 

貼り付けた軸組図を切り取りたい場合はクリッピング機能を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

レイアウト編集で軸組図の母屋断面寸法を 
貼り付けることができます 
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【パラメーター】­【図面作成】­【5.梁伏図】­【5-カラー出力】で作図したい区分を選択し、 

梁伏図を作図することで工区別などの色分け設定で作図できます。 

 

 

選択できる区分は【本体】­【カラー設定】で設定した色で出力する 2-配置、 

【工区・塗装】の各区分で設定した色で出力する 3-工区・4-建方・5-塗装・6-分類・7-出荷・8-グループ、 

各節毎の色で出力する 9-節の 8 種類です。 

※9-節で作図する場合の色設定は固定のため任意で変更はできません 

 

例）梁伏図­5）カラー出力を『3-工区』にした場合 

【工区・塗装】­【工区】­【入力】時             作図した梁伏図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軸組図・鉄骨詳細図・胴縁割付図で同様の設定が可能です。 

  【パラメーター】­【図面作成】­【6.軸組図】または【15.鉄骨詳細図】または【17.胴縁割付図】­ 

【5-カラー出力】を設定することで、梁伏図と同じく工区別などの色分けで作図することができます。 

 

パラメーターで設定します。 
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視点を個別に指定しない（視点欄が空

白）の場合、軸組図画面右上の【視点】

を参照します。 

基本的な視点はここで設定し、変更し

たい通りのみ個別に変更して下さい。 

 

 

 

＜配置画面で視点を変更する方法＞ 

軸組図を開き、画面下部【通常】をクリックします。 

【通常】⇔【反転】をクリックすることで視点が切り替わります。 

  

 

 

 

 

＜作図時に視点を変更する方法＞ 

【作図】‐【軸組図】を開き、視点を変更したい通りの【視点】を選択し、作図します。 

 

 

 

 

          1-通常または 2-反転を選択します 

 

配置画面、作図画面から変更できます。 
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組み合わせ作図は 

梁伏図・軸組図・鉄骨詳細図・胴縁

軸組図・胴縁ピース配置図 

で設定することが出来ます。                       

 

 

 

【作図】‐【軸組図】をクリックします。 

作図をクリックして軸組図を作図し、レイアウトをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウト設定画面で【組み合わせ作図】をクリックすると、 

組み合わせ作図設定の画面が起動します。 

 

 

軸組図の組み合わせを設定します。 

部品グループ一覧より、一枚の用紙に作図したい複数の軸組図にをつけて OK をクリックします。

レイアウト設定の組み合わせ作図より可能です。 
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 部材リストの表示はレイアウト画面でも設定の変更が可能です。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】をクリックします。 

【図面作成】‐【6.軸組図】‐85）リスト位置 で部材リストの作図したい位置を選択します。（例.5-上を選択） 

 

 

 

 

 

 

 

軸組図の作図を行うと部材リストが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

リスト位置は 1-なし 2-左 3-下 4-右 5-上 の 5 種類から選択できます。 

※1-なし は部材リスト作図を行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで部材リストの表示設定ができます。 
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軸組図で、通常とは逆の納め方向にした際、矢印を表示させるにはパラメーター設定の変更が必要です。 

【ファイル】-【パラメーター】-【図面作成】-【6.軸組図】の 23）部材納め表示 を選択します。 

 

軸組図の左下に矢印を表示したい場合もパラメーターでの設定が必要です。 

【ファイル】-【パラメーター】- 図面作成- 

6）軸組図の 10）キープラン納め表示 を 

『2-あり』にします。 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定を行います 

 

『2-逆のみ』 

標準の納めとは逆にした場合に

のみ納めの矢印を表示します。 

『3-入力全部』 

軸で納め方向を表示できるすべ

ての部材に納め方向の矢印を表

示します。 

 



REAL4[作図] 

Ver2.52 2020/8 

 

継手マスターの【親部材】タブで表示する親梁サイズの指定が可能です。 

材種が『0‐<なし> 』の場合は自動作図となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【7.継手基準図】‐ 

39）ガセット時親梁作図 で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図したい内容に合わせて選択します。 

 

 

 

 

 

 

『2-あり』：通常、子側サイズの 1.5 倍の親梁サイズ断面を作図します。 

『3-大梁ガセットは柱作図』：配置入力の親データで使用している箇所数の多い梁サイズで作図します。 

ガセットで柱付きが多い場合柱図で作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定可能です。 

付フランジがあるガセットの場合 

パラメーター設定に関係なく、 

必ず親梁断面を表示します。 
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＜入力データとマスターデータ＞ 

入力データ…配置された継手のみを表示します。 

（マスターで登録していても配置入力されていないもの

は表示されません） 

マスターデータ…マスターで登録した継手をすべて 

表示します。 

 

 

 

 

例）継手基準図で大きい梁の継手から並べ替えを行う場合 

【作図】‐【継手基準図】をクリックします。 

 

 

 

継手基準図の作図画面が開くので、図面用紙番号、縮尺を設定し、 

【作図モード】で【3-カスタマイズ】を選択、【カスタム作図】を 

クリックします。 

継手基準図カスタマイズの画面が開きます。 

右側に継手名が表示されるので、こちらから配置したい継手名を選択します。 

今回は GJ40 を選択します。 

【追加】をクリックすると、画面左側の選択されている位置にデータを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順番に継手名を選択、【追加】をクリックして各継手を配置してください。 

【戻す】で配置の解除ができます。後ろ詰めにはなりませんので解除すると空欄になります。 

＜配置前＞                      ＜配置完了後＞ 

     

配置完了後に【作図】をクリックすると、設定した内容で作図が行われ保存されます。 

部品図も同様にカスタム作図で任意の部品のみを作図したり、作図の順番を変更したりすることが出来ます。 

継手基準図や部品図のカスタム作図で可能です。 
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例）断面図型紙図番 （梁詳細図の場合） 

初期設定で作図いただくと、梁詳細図の断面図に型紙図番は 

表示されません。 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【8.詳細図全般】を

開き、31）断面図型紙図番の設定を『2‐あり』へ変更してください。 

 

『1‐なし』                           『2‐あり』 

 

例）ブレースシート型紙図番表示 （鉄骨詳細図の場合） 

【図面作成】‐【15.鉄骨詳細図】‐93）ブレースシート型紙図番表示 

『1‐なし』                           『2‐あり』 

 

 

 

 

 

 

尚、パラメーターの変更は作図済みの図面には影響がありませんので、再度作図を行ってください。 

 

型紙図番の表示に関するパラメーターは以下がございますので、ご参照ください。 

【8.詳細図全般】 

13）ブレースシート型紙継手名       14）剛ブレース型紙加工図名  31）断面図型紙図番 

【9.柱詳細図】 

130）軸ブレースシート柱断面型紙継手名  148）型紙図番表示      175）水切りプレート符号 

【11.梁詳細図】 

57）フランジ面型紙図番表示        77）カバープレート型紙図番  89）水切りプレート符号 

【15.鉄骨詳細図】 

58） 型紙図番表示             93）ブレースシート型紙図番表示 

パラメーターで設定できます。 



 

    

 

 

 

【【【【作図作図作図作図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図作図作図作図】】】】----    詳細図詳細図詳細図詳細図

     正面からみた作図になります

回転角度

正面作図してきます。

間柱詳細図、仕口加工指示書も同様

角度を指定して

詳細図詳細図詳細図詳細図【【【【柱詳細図柱詳細図柱詳細図柱詳細図

正面からみた作図になります

回転角度を自動にしていただくと、

正面作図してきます。

間柱詳細図、仕口加工指示書も同様

角度を指定して作図すること

柱詳細図柱詳細図柱詳細図柱詳細図】】】】の中の回転角度を

正面からみた作図になります

自動にしていただくと、

正面作図してきます。

間柱詳細図、仕口加工指示書も同様

作図することが可能です。

の中の回転角度を【【【【

正面からみた作図になります 

自動にしていただくと、

正面作図してきます。（Ver1.32

間柱詳細図、仕口加工指示書も同様に 

可能です。 

【【【【自動自動自動自動】】】】にし

個別に角度を指定したい

回転角度を入力します

 

 

 
 

 

柱の角度は照会

 

自動にしていただくと、

Ver1.32 より） 

 

にして作図をし

個別に角度を指定したい

回転角度を入力します

柱の角度は照会

自動にしていただくと、 

 

て作図をします。    

個別に角度を指定したい場合は、柱符号ごとに

回転角度を入力します。 

柱の角度は照会  で確認することができます

REAL4[

Ver1.32

個別に角度を指定したい場合は、柱符号ごとに

。 

で確認することができます

REAL4[作図

2 2015

場合は、柱符号ごとに 

で確認することができます。

作図] 

5/1 

 

 

。 
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一括編集・一括追加で作図する場合も、節ごとに出力すると節ごとの重量が表示されます。                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パラメーター】-【図面作成】-【9.柱詳細図】-【31.重量】で 

1-なし  2-キログラム  3-トン   が選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

柱詳細を作図時、作図範囲を「2-節」を選択してください。 

※「1-階」だとパラメーターを設定しても重量は表示されません 

 

 

 

 

パラメーターで設定できます。 
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個別に行追加する場合は、追加をクリックし、同様にファイル管理名・作図範囲を設定します。 

ファイル管理名は節ごとに、重複しないよう設定してください。 

1～２節を１枚の用紙に作図したい場合、作図範囲開始値『1』・終了値『2』と設定してください。                   

 

 

 

＜一括編集で 1 節を出力する場合＞ 

柱詳細図の一括編集をクリックします。 

ファイル管理名を入力、作図範囲で２-節を選択、作図範囲開始値と作図範囲終了値を『1』と入力します。 

OK をクリックして柱詳細図作図画面に戻ると、ファイル管理名・作図範囲に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一括追加で 2 節を出力する場合＞ 

柱詳細図の一括追加をクリックします。 

ファイル管理名を入力、作図範囲で２-節を選択、作図範囲開始値と作図範囲終了値を『2』と入力します。 

OK をクリックして柱詳細図作図画面に戻ると、設定したファイル名・作図範囲の行を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各節ごとに行を追加し、柱詳細図の作図または作図→出力で図面を出力します。 

 

 

 

 

一括編集、一括追加で出力できます。 
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＜新しく穴径の設定を追加する場合＞ 

一覧の一番下にある空白行に径や穴径の数字を入力し、 

穴径マークを割り当てて保存してください。 

SF システムメニュー‐共通/工事別マスター

‐穴径 からも開くことができます。 

 他工事でも使用する場合、

【共通】で共通穴径マスター

に保存してください。 

 

 

 

 

【本体】‐【マスター】‐【共通/工事別マスター】を開き、 

【穴径】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

例）穴径 24φの形状を変更 

一覧から、穴径 24φの図面形状欄をクリックし、画面右側 穴径マーク一覧から割り当てたい穴径マークを 

選択し、←をクリックすると選択したマークを表示します。 

【上書き】または【工事別】をクリックし、内容を保存して終了で穴径マスターを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梁詳細図を作図すると、穴径マスターで変更したマークで作図します。 

梁吊穴も穴径マスターを参照します。 

必要に応じて各穴径の設定をしてください。 

 

 

穴径マスターで設定ができます。 



REAL4[作図] 

Ver2.3３ 2019/８ 

 

【キー  

新たに 

 

【作図】‐【図面一覧出力】 をクリックします。 

下階から順に並替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

【並替え】をクリックします。 

 

【梁伏図】‐【追加】をクリックし、『名称』：階高、『方法』：昇順 を選択して OK をクリックします。 

確認メッセージの選択しているタブの図面をクリックすると梁伏図のみ、昇順（下階から順）に並替えます。 

 

No.行部分をドラッグで行選択し、【図面番号設定】をクリックします。 

『接頭語』・『開始番号』を設定します。【変更確認】をクリックすると『変更後』に内容を表示します。 

OK をクリックすると下階から順に図面番号に番号が入ってきます。 

 

図面を並替え、図面番号を設定します。 

 



REAL4[作図] 

Ver3.01 2022/1 

 

【レイアウト設定】画面で【出力図面】が選択されている

と、出力済みの作図データがグレーで表示されます。 

見辛い場合は【出力図面】の選択を解除してください。 

【Arris4 で図面編集を起動】を選択している場合も 

【表示】タブで同様に強調表示の設定が可能です。 

 

 

 

例）梁伏図 2SL を【図面一覧出力】でファイル出力後に小梁の寸法を変更し再作図した時に、以前出力した図面

と再作図した図面の変更箇所を確認したい場合 

【作図】タブの【図面一覧出力】をクリックし、【図面一覧出力】を開きます。 

一覧から確認したい図面(梁伏図 2SL)をクリックし、【図面比較】をクリックすると【図面比較】画面が開きます。 

【図面比較】画面では、出力済みの図面と再作図した図面の変更箇所が強調表示され、変更箇所が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図面比較】画面の【図面比較】でどの項目が選択されているかで 

強調表示の表示方法が変わります。 

・【出力済み表示】が選択されていると、          ・【出力済み強調】が選択されていると、 

出力済みデータ(変更前)がグレーで表示されます。      出力済みデータ(変更前)が赤色で強調表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【現在の作図強調】が選択されていると、 

出力前のデータ(変更後)が黄色で強調表示されます。 

 

 

 

図面比較で確認できます。 



REAL4[基本] 

Ver3.43 2025/5 

 

各フォルダーに保存されているデータは、 

【ルートフォルダー】選択した工事フォルダーを 

開きます。 

【Input フォルダー】入力内容、工事別のパラメーター

などの設定が保存されています。 

【Output フォルダー】F6x/F5/Excel などで出力し

たファイルが保存されています。 

【Dxf フォルダー】DXF/JWW などで出力した 

ファイルが保存されています。 

【Static フォルダー】データ処理や型紙データが保存

されています。 

図面作図時に保存先を確認したい場合は【作図】-【図面 

一覧出力】-【画面表示】からも保存先と作図図面を確認 

することができます。 

SF システムメニュー下に表示されている 

工事番号または工事名称をダブルクリック 

すると工事フォルダーが開きます。 

 

 

 

【工事管理】で確認したい工事データを選択後、【表示】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

現在選択している工事の各フォルダーを確認できます。 

            

 

 

 

 

 

 

(例)F5/F6x 形式で出力した一般図の保存先を確認 

   したい場合 

【表示】-【Output フォルダー】を選択すると、 

一般図の保存先(Output)に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工事管理から保存先を確認できます。 

保存先のアドレスはこちらで確認できます 



REAL4[作図] 

Ver2.33 2019/8 

 

【#1（接頭語）】：各図面パラメーターの 2）ファイル名 を参照します 

【#2（用紙サイズ）】：用紙設定の 2）用紙種類 の番号を参照します 

【#4（図面名称）】：各図面パラメーターの 3）ファイル名作成コード を参照します 

3）ファイル名作成コードは、コード以外の文字を直接入力することも可能です。2）ファイル名が接頭語

となり、パラメーターを変更・保存 3）ファイル名作成コードを参照してファイル名が自動作成されます。 

【作図パラメーター】‐【図面作成】で図

面ごとにファイル名の設定を行います。 

既に出力済みの図面ファイルに反映させ

るには、再度【ファイル出力】を行ってく

ださい。 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【1.用紙】‐6）図面ファイル名称 で設定を行います。 

初期値は、【#1（接頭語）】【#2（用紙サイズ）】【#4（図面名称）】になっています。 

 

 

 

 

 

 

例）軸組図のファイル名を変更する場合 

【パラメーター】‐【図面作成】‐【6.軸組図】‐2）ファイル名・3）ファイル名作成コードで、ファイル名の

接頭語とファイル名作成コードの設定をします。 

今回、以下のように設定します。 

2）ファイル名：軸 と入力、3）ファイル名作成コード：【#2（通り名称）】【-】【#1（図面番号）】 と設定 

 

 

 

 

 

 

パラメーターを保存し、終了します。変更したファイル名は図面一覧出力の『ファイル名』で確認できます。 

 

パラメーターで設定できます。 



REAL4[作図] 

Ver2.33 2019/8 

 

F5 以外の形式で出力した図面ファイルは SFData４\工事番号\DXF に保存されます。 

梁伏図以外の図面も同様の手順で、フォルダー名を設定・変更することが可能です。 

 

 

 

例）梁伏図の場合 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【図面作成】‐【5.梁伏図】‐1）フォルダー名 を変更します。 

今回は『梁伏図』から『梁伏図追加』に変更します。 

  

 

パラメーターを保存後、【作図】‐【図面一覧出力】をクリックし、梁伏図にチェックを付けて【ファイル出力】

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル出力すると SFData４\工事番号\Output にパラメーターで設定した名称のフォルダーが作成され、 

そのフォルダー内に図面ファイルが保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定できます。 

 

 

 



REAL4[出力] 

Ver1.8 2017/１ 
 

  

 

 

 

【出力】‐【ファイル変換】をクリックします。 

データ変換の画面が開くので【パラメーター設定】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ変換パラメーターの【１.F5→DXF 変換パラメーター】‐【 5）F5 使用フォントの強制変換モード】を 

『２.可』にしてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

DXF変換関連パラメーターの F5フォントの 

強制変換を「可」にしてください。 

 



REAL4[作図] 

 

Ver3.21 2023/5 

 

 

 

 

REAL4 から出力した図面を Arris4 や Arris3 で開きます。(※今回は Arris4 でご説明いたします) 

【図面】‐【レイヤー設定】  をクリックします。 

【新規追加】をクリック、レイヤー名やカラーパレットで 

線の色を設定して OK ボタンをクリック、レイヤーを追加 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

追加したレイヤーを選択して、図面に追加したい内容を書き込み上書き保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

REAL4 で各図面を更新後、ファイル出力を行います。 

【作図タブ】‐【図面一覧出力】‐【ファイル出力】をクリックします。 

出力方式を【F6x ファイル】か【F5 ファイル】を選択し、出力モードを【合成】で出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面出力時、出力モードを合成で出力します。 



REAL4[作図] 

Ver3.31.10 2024/5 

 

配置した画像は 

【図面】-【削除】で

削除できます。 

画像を含めた状態で保存する場合は、ファイル種類を「F6x」で保存します。 

画像配置の機能は Arris4 独自のシステムにより使用できるため、F6x 以外の

ファイル種類で保存すると、画像が保持されず欠落した状態で保存されます。 

続けて貼り付けを行う場合は、画面切り取り

の後、入力シートの「コピー情報を更新する」

をクリックしてから配置します。 

 

Arris4 で画像貼り

付けを行うことも

可能です。 

 

①

 

 

 

 

  

②

 

 

 

 

  

 

 

 

REAL4 の【作図】-【レイアウト】で図面を開き、  【編集】をクリックして編集するパーツを選択します。 

＜画像ファイルを貼り付ける場合＞ 

Arris4 で【部品】-【画像配置】をクリックします。 

プロパティシートで画像を選択し、貼り付け位置に①開始点をクリック、②終了点をクリックして配置し、四隅の

 をクリックします。 

 

＜Excel から表や画像を貼り付ける場合＞ 

Excel で貼り付けたい領域を選択し、右クリックしてコピーを選択します。 

Arris4 で  【貼り付け】をクリックし、貼り付け位置に①開始点をクリック、②終了点をクリックして配置します。 

 

 

 

 

 

 

＜REAL4 の 3D ソリッドビューアを貼り付ける場合＞ 

3D ソリッドビューアを開きキーボードの Windows + Shift + S を同時に押し、貼り付けたい範囲を左ドラッグで

選択します。3D を閉じ、Arris4 で  【貼り付け】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面編集機能（Arris４）で画像貼り付けが可能です。 

※配置後、文字や線を編集できます。 

※グラフや画像も含めて貼り付け可能です。 

② 

① 

① 

② 

貼り付け位置に①開始点をクリック、②終了点をクリック

して配置します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 



REAL4[加工図・帳票・型紙] 
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【工区・塗装】‐【工区】、【建方】、【塗装】、

【分類】、【出荷】でも、グループと同様に設

定を行い、部材に割り当てると、絞り込んで

加工図や帳表を出力することが出来ます。 

グループ入力した部材は、 

グループ設定で選択した色に

変わります。 

今回は緑色に変わります。 

 

 

 

梁を追加・修正後、【工区・塗装】‐【グループ】‐【設定】をクリックします。 

グループ設定画面で追加をクリックし、名称と色を設定し OK をクリックします。 

       

 

【グループ】‐【入力】をクリックします。 

画面右側で作成したグループを選択し、追加・修正した梁をクリックして割り当てます。 

     

 

【加工図・型紙・帳表】‐【加工指示書】をクリックし、出力したい加工指示書を選択します。 

画面左側【絞り込み】‐【グループ】で追加・修正した梁に割り当てたグループ名にのみチェックを付けて 

出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ設定をして絞り込み、出力を行います。 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver.1.60 201６/1 
 

 

 

 

 

【加工図・型紙・帳票】‐【加工指示書】を選択し、出力する加工指示書を選択します。 

 

 

 

 

 

 

【オプション】‐【表示項目切換】を選択し、 

【縮尺】にチェックを入れて OK すると 

縮尺が一覧の項目に表示されます。 

縮尺の値を入力することで、 

加工指示書の縮尺を指定することが出来ます。 

０の場合は、自動で図枠に納まるよう作図をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縮尺を入力することで、指定値で出力されます。 

 

一括で縮尺を変更する場合 

 

No の上でクリックをして、 

全体を選択後に画面上で右クリックします。 

 【一括変更】を選択し縮尺を入力、 

OK をクリックしてください。 

 

 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

 

Ver3.02 2022/05 

 

中間穴の作図 

 

1-しない…中間穴の作図をしません    

 

2-する…中間穴のないものは 1-しないと 

同等の作図がされます 

 

3-する（全て）…中間穴の有無に関わらず 

2-すると同等の作図されます 

※全て実寸（全長）作図になります 

 

 

 

※全て実寸（全長）作図になります 

 

つか 

 

 

【加工図・型紙・帳表】‐【加工指示書】を開きます。 

【切断孔明】を選択した状態で【ファイル】‐ 

【使用する用紙ファイル編集】をクリックします。 

 

 

 

使用したい雛形ファイルを選択し、57）中間穴の作図にて【2-する】もしくは【3-する（全て）】を選択します。 

 

【別名で登録】をクリックし、名前を付けて雛形ファイルを保存、使用する用紙ファイル編集を終了します。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】を 

クリックし、加工図パラメーターを 

開きます。 

 

 

 

1）使用する用紙ファイルより、先ほど別名で登録した雛形フ

ァイルを選択、パラメーターを保存して終了します。 

 

切断孔明加工指示書を出力すると、支持ガセットや穴セットで指定した中間加工の孔が作図されるようになります。 

使用する用紙ファイル編集より中間穴を作図させることが可能です。 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver3.10 2023/2 

 

 パラメーターは仕口加工指示書出力画面内のファイルからも開くことができます。 

 加工指示書出力画面からパラメーターを開いた場合は加工指示書関連のパラメーターのみ表示されます。 

 

 

 

 

 

【ファイル】‐【パラメーター】 をクリックします。 

【加工図作成】‐ 【24.仕口加工指示書-柱詳細図】‐ 3）ブラケット符号 の  をクリックし、 

ブラケット符号設定画面で『鋼材符号名（#2）』 に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パラメーター」で設定ができます。 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver2.02 2017/10 

 

 

 

 

 

柱梁加工指示書の鋼材符号名の左側（階高名称の右側）に 1～4 の番号が表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはパラメータで設定されている方位の番号です。 

【作図パラメータ】‐【図面作成】‐【2.マーク・寸法線】‐5）方位記号 北～8）方位記号 東 で設定します。 

パラメーターの初期値は、北→2、西→3、南→4、東→1 です。 

日本語やアルファベットにも書き換えも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号で方位を示しています。 

方位記号は、ブラケットの符号名として使用することもできます。 

                             



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver2.02 201７/10 
 

 

 

 

                     

              左図「SJCutOffR_PatarnC1_NoBolt.F5」の場合 

 【Arris3】-【図面読込】より使用している用紙ファイルを読み込みます。 

  ファイル保存場所は通常 C または D ドライブ内の 

    SFSystem￥SFREAL4￥Master￥LNL-Kako￥となります。 

              

 

 

 

 

 

                              【表示】-   【要素照会】で、 

『DIMTEXT』をクリックして 

      【高さ】【幅】を変更します。 

 

 

 

 

 

 

【ファイル】-【名前を付けて図面を登録】で用紙ファイルを保存します。 

ファイル名は「SJCutOffR**.F5」で固定になりますので、「SJCutOffR」以降に追加で名称を入力して下さい。 

現在使用している用紙ファイルの確認および使用する用紙ファイルを変更する場合は、【作図パラメーター】-【加

工図作成】-【20.切断孔明加工指示書】→１）使用する用紙ファイル で選択して下さい。 

   

 

 

 

 

 

 

                              

                              上記と同様に、使用している用紙ファイルを 

Arris３で読み込み、【要素照会】で 

No 欄内にある『/NDI』をクリックし、 

【高さ】【幅】を変更します。 

加工指示書の用紙ファイルを Arris3で変更すれば可能です。 

変更した用紙ファイルを常に使用したい場合は、共通パラメーターに保存して下さい。 

                             

 

加工指示書の用紙ファイルを Arris3で変更すれば可能です。 



REAL4[加工図・型紙・帳表] 

 

Ver3.30.10 2023/11 

 

 

つか 

 

 

【ファイル】-【パラメーター】をクリックします。 

【データ作成】-【37．柱、梁作成関連】-29）垂直ハンチプレート展開 ビルド材 の設定を 

『4-プレート展開』に設定しパラメーターを保存します。 

 

【加工図・型紙・帳表】-【加工指示書】をクリックします。        ＜パラメーター設定後＞ 

【展開材】をクリックし加工図を出力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定することが出来ます。 

ハンチ部分に三角プレートの設定をしたい場合は 

パラメーターの設定【データ作成】-【37．柱、梁作成関連】 

28）垂直ハンチプレート展開 ロール材、 

29）垂直ハンチプレート展開 ビルド材 の設定を 

『2．鋼材・三角プレート展開』もしくは 

『3．鋼材・プレート 2 枚展開』に設定して頂き、ウェブ 

切り込み位置の設定は 30）鋼材・三角プレート位置(mm)、 

31）鋼材・プレート 2 枚位置(mm)で設定を行ってください。 

部材材種が BH の場合、 

マスター登録時にプレート展開部材

の設定をすることができ、 

『1-パラメーター参照』以外の設定 

をする場合はマスターの設定を 

優先し展開方法が決まります。 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver2.0 2017/04 
 

初期設定では『SJBrSheetR.F5』になっています。 

SJBrSheetR.F5 は、右に傾いているものと、左に傾いているものを分けて出力する形式ファイルです。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作図パラメーター】 

加工図作成‐27.ブレース加工指示書‐1）使用する用紙ファイル を『SJBrSheetR_NoDirection.F5』に 

変更して下さい。 

 

 

        SJBrSheetR.F5  

パラメーターで使用ファイルの変更ができます。 

 

 

SJBrSheetR_NoDirection.F5 
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【36.ボルト図サイズ】を１から 2 へ変更した場合、半径２で作図していたものは半径４で作図されます。 

作図したボルトの絵の中心位置は変わらないため、作図を大きくするとボルト図が重なる場合があります。 

 

 

 

今回は、胴縁加工図の用紙ファイルを編集します。 

【加工図・型紙・帳票】‐【母屋胴縁加工図】をクリックします。 

 

 

 

 

【ファイル】‐【使用する用紙ファイルの編集】を選択します。 

使用する用紙ファイル編集画面が起動します。一番上のプルダウンより編集する用紙ファイルを選択します。 

 

【簡略作図】‐【36.ボルト図サイズ】を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別名で登録をクリックし、ファイル名を入力して OK をクリックして保存します。 

胴縁加工図を出力する際に、新しく登録したファイルを選択して出力を行ってください。 

 

使用する用紙ファイルの編集で可能です。 
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型紙の符号（型紙図番）をつけないと出力できません。 

型紙に符号（型紙図番）をつけるには、【符号管理】‐【型紙】を行って下さい。 

   

   

【符号を一括でつけるには】・・・「スタート」タブより、「符号一括作成」をクリックし、 

「自動設定符号名ルール」よりルールを選択し「OK」をクリック 

                   クリック 

   

   

【自動設定符号名ルール】より 

『パラメータ』を選択すると、

REAL4 入力画面内の【ファイル】

‐【パラメータ】‐【データ作成関

連】‐【型紙作成関連】‐各指定フ

ラグ/図番より、柱付ガセットは

C-1 から、大梁付ガセットはG-1

から付けたい など接頭文字を指

定し、まとめてつけることが 

可能です。 

        

【個別に付けたい場合は】・・・「ガセット」などの各タブを開き、「符号名設定」をクリックし、 

画面左側の絞込より、区分や階・工区ごとに分けての設定も可能です 

   

   各型紙が使用されている位置を知りたい場合は「位置」や 

「３D ビューア」で確認できます        



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver1.30 2014/10 

 

 

 

 

 

【加工図・型紙・帳票】-【型紙取合】をクリックします。 

型紙に表記されている項目を変更する場合 

【オプション】-【型紙文字レイアウト】をクリックします。 

 

 

 

【自動生成型紙文字列レイアウト】 

型紙内に表示させたい内容を「使用可能変数」から 

組み合わせて下さい。 

右図の例では 1 行目に「#2」と設定したので 

「工事略称」（工事管理で設定したもの）が表記されます。 

同様に必要な行数分の設定をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型紙の線色を変更したい場合 

【オプション】-【色の設定】をクリックします。 

 

それぞれの項目で、任意の線色に変更できます。 

 

型紙取合の画面で変更できます。 

「#8＝ボルト情報」で 

ボルト径が表示するかキリ径が表示するかは 

【工事別ボルトマスタ】-【キリ径・呼び径】 

の設定に依存します。 

 

型紙取合後に設定を変更した場合、 

再度型紙出力から行わないと反映しません。 
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～大梁に取りつく母屋ピースのボルトのみ集計したい場合～ 

管理資料パラメーター - 帳表パラメーター - 胴縁･母屋ボルト算入方法＝「2-ピース」にして上書き

保存で閉じます。 絞込対象種類で、大梁と母屋接続ピース、母屋支持ピースに☑を入れると、大梁に

つくピースのボルトだけを集計してきます。 

                             

 

 

 

例）母屋として使用した鋼材のみ集計表に出力したい。 

【加工図･型紙･帳票】‐【管理資料】 - 【集計表】の集計表をクリックします。 

部位絞り込みで、鋼材種類の入替えをクリックして☑を全て外し、母屋のみ☑を入れます。 

型紙・部品種類、穴、ボルト種類の入替えをクリックして☑を全て外し出力すると、母屋鋼材のみ出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）母屋に使用している中ボルトのみ集計表に出力したい。 

部位絞り込みの鋼材種類、型紙・部品種類、穴、ボルト種類の入替えをクリックして☑を全て外します。 

ボルト種類で中ボルトのみ☑を入れます。  絞込対象種類で、母屋・母屋コーナーピース・母屋接続ピース・ 

母屋支持ピースに☑を入れて出力すると、母屋に使用したボルトのみ出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックボタン☑ で部材ごとに絞込ができます。 
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帳票内の工区の項目自体が不要な場合、

【発注書】‐【発注明細書（ボルト用）】を

選択した状態で【レイアウト】‐｛項目設

定｝をクリックすると、項目の表示/非表示

の設定ができます。 

チェックを外すと、項目自体が発注書から

削除されます。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加工図・帳票・型紙】‐【発注書】‐【パラメーター】をクリックします。 

【発注書】‐【37.発注明細書（ボルト用）】‐ 2.）工区名集約 を『1.しない』 にします。 

【共通】‐【1.帳票パラメーター】‐ 12）.工区参照 を『1.なし』 にします。 

パラメーターを保存し、再度ボルト発注書を出力してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメーターで設定できます。 
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【プレビュー】で確認したレイアウトをそのまま印刷や Excel 出力・CSV 出力することができます。 

（帳票によっては、【印刷】、【Excel 出力】に対応していないものもあります） 

工区ごとの重量は、絞り込みで必要な工区に☑を入れ、他の帳票でも確認することができます。。 

 

 

 

【加工図・型紙・帳票】‐【管理資料】をクリックします。 

 

【その他】‐【出荷表】を選択し、【プレビュー】をクリックします。出荷表の 1 ページ目で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

管理資料で確認できます。 
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Arris3 を起動すると、図面読込の画面が起動します。 

コラム発注書のテンプレート SJcolumnR.F5 を開きます。 

SFSystem\SF REAL4\Master\LNL-Chart\Template\SJcolumnR.F5 

 

【表示】‐【要素照会】をクリックして、図面上の/MATS:15:-7 の文字列をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の欄を/FUGS:15:-7 に書き換え、適用ボタンをクリックします。 

同様に、部材名と書かれている部分も符号名に書き換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートファイルを Arris3で編集すると可能です。 

Ver2.0 以降、他バージョンとの併用が可能なため、 

併用している場合は各バージョンでフォルダーが異なります。 

各 SF RERAL4 フォルダー内のファイルを書き換えてください。 



REAL4[加工図・型紙・帳票] 

Ver3.10 2022/11 

 

C ドライブ内の SFSystem\SF REAL4\Master\LNL-Chart\Template 内にある 

【発注書テンプレートキー.xls】では、コラム発注書で使用しているテンプレートファイルが確認できます。 

   

また、コラム発注書のテンプレートファイルで追加・変更できる項目に対応するキーが確認できます。 

   

Excel のシートの切り替えをすることによって各発注書のテンプレートファイルやキーを確認できます。 

 

 

 

 

SF Arris4 を起動し、コラム発注書のテンプレートファイル（SJcolumnR.F5）を編集します。 

【ファイル】-【図面読込み】より使用している用紙ファイルを読み込みます。 

ファイルの保存場所は C ドライブ（REAL4 のインストール先のドライブ）内の 

SFSystem\SF REAL4\Master\LNL-Chart\Template となります。 

 

【図面】-【文字置換】をクリックします。図面上の/MATS:15:-7 の文字列をクリックします。 

    

入力シート欄に、/FUGS:15:-7 と入力し四隅の☑ をクリックして文字を置き換えます。 

 

同様に部材名と書かれている部分も符号名に置き換え、テンプレートファイルを上書き保存します。 

         

 

 

 

 

テンプレートファイルを Arris4で編集すると可能です。 
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デッキプレートのサイズが板厚×縦×横のマスターの場合・・・延べ面積 を表示します。 

例）材種 CD 136-ノンスリップ鋼板  

 

 

 

 

デッキプレート台数は、デッキ範囲の幅÷デッキプレート 1 枚あたりの幅 で求めます。 

表面積は、単位表面積×長さ×台数 で求めます。 

  デッキ範囲の幅 7000 ÷ デッキプレート 1 枚あたりの幅 914 ＝ 7.658・・・→ 8 台 

単位表面積 3.3434 × 敷き込み方向 長さ 9333.3 × 台数 8 ＝ 249639.6÷1000 ＝ 249.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デッキプレートのサイズが板厚のマスターの場合・・実面積 を表示します。 

例）材種 CD 131-床用鋼板 

 

 

 

 

デッキプレート配置時に囲んだ領域の実面積 57.2 ㎡ を表示します。 

実面積は、【二次部材】-【デッキプレート】-【デッキプレート面積】で確認ができます。 

 

 

 

デッキプレートの種類によって異なります。 

単位表面積は 

共通部材マスター － 部材マスターで確認できます。 

延べ面積は、 

デッキプレートの波型をフラットにした状態です。 

 敷き込み方向はデッキプレート入力時に設定します。 

7000（幅） 

9333.3(敷き込み方向) 
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 【レイアウト】設定では、表示する項目以外にも順番の入替やタイトルなどの変更も行えます 

                       

 

 

 

 

※順番を入れ替えるには、移動する項目を一旦クリックしてから、【左へ移動】または【右へ移動】にて 

調整が可能です。 

です。 

調整 

   

                          

 

 

 

        

出力したい帳票を選択し、【レイアウト】 をクリックします。 

  (例)集計表 

                                  

 

 

 

 

 

 

   【項目設定】をクリックし、追加したい項目に ☑  を入れ、【OK】をクリック                       

                               (例)「符号」を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレビュー】【印刷】【CSV 出力】にて追加・変更した項目が反映されます（Excel 出力には反映されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイアウトにて表示させる項目の設定が可能です。 
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印刷・CSV 出力・Excel 出力でも追加した項目の確認が可能です。 

帳表によっては Excel 出力未対応ですのでご注意ください。 

 

項目を追加したことにより、用紙サイズからはみ出す場合があります。 

【レイアウト】で不要な項目のチェックを外すか、各項目の幅サイズ等を変更して調整してください。 

         

 

 

 

【加工図・型紙・帳票】‐【管理資料】を開き、【溶接】タブの『符号別溶接集計表』を選択します。 

【レイアウト】をクリックし、【項目設定】をクリックして【検査箇所】に☑を入れ、【OK】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレビュー】をクリックすると、符号別溶接集計表のプレビューを表示します。 

【検査箇所】が追加されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理資料の符号別溶接集計表で確認できます。 
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【加工図・型紙・帳票】‐【発注書】をクリックします。 

 

 

 

 

 

帳票選択より【プレート発注書】を 

選択し、【Excel 出力】をクリックして 

プレート発注書を出力します。 

 

 

 

 

 

【Excel 開く】をクリックし、出力された発注書を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注書より出力することができます。 

プレート発注書は F5・F6x などの図面形式で

も出力が可能です。【出力】よりファイル形式

を指定して、OK をクリックし出力します。                             

発注書ではガセットのみや

工区別など絞り込んで出力

することが可能です。 

絞り込みの使い方について

は、Q＆A『発注書を工区別

や階別に出力したい！』

（Q&A Vol.7-3）をご確認

ください。                          

【加工図・型紙・帳票】‐【型紙出力】にて型紙を出力す

る際に、ダイアフラムのみ、板厚 6mm のガセットのみ、   

など絞り込んだ状態のファイルを作成しておくことで、 

『プレート発注書』出力時に「型紙出力ファイル指定」で  

型紙出力時に絞り込んだ状態でプレート発注書を出力する

ことが可能です。 

プレート発注書出力時に改めて絞り込み指定をせずに出力

することができます。 
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現在使用しているバージョンを残して最新版にアップデートしたい場合は、更新時の【追加タスクの選択】

で【現在のバージョンを保存する】にチェックを付けて【次へ】をクリックし、更新を進めます。 

チェックを付けて更新すると、デスクトップ上に 

使用していたバージョンのショートカットが作成されます。 

古いバージョンで操作したい場合はここをダブルクリックし、 

起動します。 

最新版へのバージョンアップには REAL4 のプロテクトが

必要です。必ずプロテクトを挿してください。 

 

 

 

SF システムメニューの【ヘルプ】‐【REAL4 のダウンロード】をクリックします。 

ダウンロードページを表示するので、【ログイン】をクリック、パスワードを入力し【確定】をクリックします。 

パスワードは納品時の「パスワード一覧」またはバージョンアップのお知らせメールをご確認ください。 

 

ログイン後、ダウンロードページから最新版をダウンロードしてください。 

 

 

 

 

ダウンロード終了後、SF システムメニューの【ファイル】‐【更新ファイルにより更新】をクリックします。 

ダウンロードした更新ファイルを選択して【開く】をクリックすると、更新の確認メッセージを表示します。 

【はい】をクリックして更新を開始します。 

 

 

 

 

 

更新が完了すると、自動的に SF システムメニューが再度起動します。 

 

 

 

 

 

SF システムメニューからできます。 
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バージョンアップにより追加になったパラメーターは、 

【ファイル】‐【パラメーター】‐【お気に入り・履歴】‐【更新履歴】で確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新履歴右側の  をクリックすると、お気に入り・履歴を固定し常に表示します。 

 

 

 

 

SF システムメニューの【ファイル】‐【更新履歴】をクリックします。 

 

更新履歴を表示します。 

画面左側のバージョンをクリックすると、該当バージョンに関する追加内容・不具合修正内容等を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

SFシステムメニューから確認できます。 
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REAL4 を新 PC にインストールする際は、必ず USB キーを抜いた状態でインストールしてください。 

                             

 

 

 

REAL4 を新規でインストールする際に、USB のプロテクトキーを挿したままインストールすると、起動時に 

エラーが起き、REAL4 が起動しません。その場合は次の方法で解決できます。 

 

 

 

データロジック HP( http://www.datalogic.co.jp/ )の TOP ページ下側にある【プロテクトドライバー】ボタン

をクリックすると、最新ドライバーのインストールリンク画面が開きます。 

 

USB キーを抜いた状態のまま【SFProtect.EXE】のこちらボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストール画面が起動します。 

次へ をクリックしプロテクトドライバーのインストールを行います。 

インストールの途中で表示されるプロテクトをクリックしドライバーをインストールします。 

インストールがすべて終了したら PC を再起動し、再起動後に USB キーを挿して REAL4 を起動してください。 

    

 

起動時のエラーを解決します。 

http://www.datalogic.co.jp/
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新しい PC へ REAL4 をインストール時には必ず次の設定も行ってください。 

画面左下のスタートボタンをクリックします。 

 

 

【Windows システムツール】のフォルダを開き、【コントロールパネル】-【ユーザーアカウント】- 

【ユーザーアカウント制御設定の変更】をクリックします。 

コンピュータに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択を【通知しない】に変更してください。 

※コントロールパネルの【表示方法】が【カテゴリ】になっている場合は、【大きいアイコン】もしくは【小さ

いアイコン】に変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 PC に REAL4 をインストールする際は、PC で使用しているセキュリティソフト(ディフェンダー等)で

【SFSystem】、【SFData4】の除外設定を必ず行ってください。 

                             

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

起動時のエラーを解決します。 
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例）Windows7 の場合 

【コントロールパネル】を開き、表示方法を【小さいアイコン】にします。 

【システム】‐【システムの詳細設定】を開きます。【パフォーマンス】の設定をクリックします。 

【データ実行防止】で『重要な Windows の～』にチェックを入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コントロールパネル】‐【ユーザーアカウント】を開きます。 

【ユーザーアカウント制御設定の変更】を開き、通知を受け取るタイミングを一番下の【通知しない】 

に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ実行防止を確認してみましょう。 

通知のタイミングを変更してみましょう。 

上記設定を変更しても解消されない場合は、 

㈱データロジック インフォメーションセンター 

にお問い合わせください。 
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計測結果の画面が表示されない場合はファイルの削除が必要です。 

C:\ProgramData\Data Logic\SF REAL4\Skc001\dlgLCmdMeasure.config を削除し 

もう一度計測をしてください。 

Windows10 の場合、 

タスクバーのアイコンにカーソルを合わせると 

画面のプレビューを表示するので、 

プレビュー上で右クリックして【移動】をクリック、 

キーボードの矢印キーをどれか一つ一度押すと 

同様にマウスカーソルに画面が付いてくるので、 

モニター上に画面移動することができます。 

 

 

 

パソコンのモニターを 2 画面から 1 画面に減らした際、部材マスターなどの画面がモニターに表示されないことが

あります。 

例）部材マスターをクリックしたが画面に表示されない場合 

画面下 タスクバーで部材マスターのアイコンをクリックします。 

 

 

 

クリックしても画面が表示されない場合、モニターの外側に部材マスターが表示され、隠れている状態です。 

その場合は、Windows のショートカットを利用して画面移動を行います。 

①キーボードの【スペースキー】と【Alt キー】を同時に押します。 

②キーボードの【M】を押します。 

 

③キーボードの【矢印キー】のどれか一つを一度押してからマウスを動かすと、マウスカーソルに隠れていたマス

ター画面が付いてきますので、画面位置を決めてクリックします。 

 

 

スペース+Alt+M で画面移動ができます。 

① ① 

② ③ 



REAL4 [工事] 

Ver1.23 2014/7 

 

 

 

【工事】-【自動登録読み込み】をクリックします。 

 

 

 

 

 

自動登録が作成された日時を一覧で確認し、 

呼び出したい日時を選択後、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動登録のタイミングは【ファイル】-【ＲＥＡＬ４のオプション】-【基本設定】で変更が可能です。 

初期設定では自動登録ステップ数は 5、履歴数は 50 に設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動登録読み込みでデータの復旧が可能です。 

自動登録データを呼び出しただけでは、保存はかかりません。 

必ず呼び出したデータの確認を行い、保存を行ってください。 

 

 



REAL4[工事] 
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自動登録読み込みは【ファイル】‐【REAL4 のオプション】

にある自動登録ステップ数で保存された保存日時で登録さ

れます。 

例）自動登録ステップ数：5 

コマンドを 5 回実行すると 

自動保存がかかります。 

 

 

 

一時登録では、マスターファイルは保

存されません。 

マスターファイルは OK ボタンをク

リックした時点で保存されます。 

 

 

 

 

【工事】-【一時登録保存】をクリックします。     【工事】-【一時登録読み込み】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのタイミングで保存したかを確認して読み込みが出来ます。 

 

 

保存したタイミングがわかるように 

名前を付けて、「保存」をクリックします。 

読み込みたい名前を選択して、「読込み」

をクリックします。 



REAL4[工事] 
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動作が重くなる大きな物件の場合、【工事】‐【分割】で階や節・工区ごとなどに工事データを分割し、 

分割した各工事データでブレースや胴縁、母屋、二次部材などを入力することでき、作業時間を短縮できます。 

分割した工事データはそれぞれで入力でき、後から 1 つの工事データに合算することができます。 

 

例）工事番号：BMS ビル、工事名称：（仮称）BMS ビル 新築工事 を工区別にデータを分割し、 

それぞれの工区でデータの入力をしたい場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

【工事】‐【分割】クリックします。 

 

 

 

 

工事分割設定画面が起動するので、分割したい条件を絞り込みます。 

今回は工区ごとに分割するため、まず A 工区に☑をして次へをクリックします。 

次の画面で、分割元の工事データの工区・塗装タブの設定を分割先の工事データに連動するかどうかを選択し、 

OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分割で工事データを複数のデータに分割できます。 



REAL4[工事] 

Ver2.41 2020/2 

 

分割した工事データに入力後、再び一つ工事データに合算する場合は入力したデータに合わせて 

【工事】‐【本体合算】や【母屋合算】、【胴縁合算】、【二次部材合算】行います。 

 

【分割の制限】 

・工事別部材マスターやキープランは分割元の情報をそのまま利用します。 

・分割されたデータの接続先になっている部材、分割されたデータの基準

になっている部材、勾配の基準通り上にある部材はデータ保持用部材とし

て作成され、グレーで表示されます。作図・帳票には表示されません。 

※詳しい制限については【ファイル】‐【マニュアル】‐【機能マニュア

ル】の§工事‐9.分割 をご参照ください。 

 

 

 

工事データ分割画面で、分割した工事データの工事番号や工事名称を入力し、OK をクリックします。 

例）A 工区のみに分割した工事データなので、 

工事番号：BMS ビル-A、工事名称：（仮称）BMS ビル 新築工事-A と入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの分割が終了すると確認メッセージを表示します。 

引き続き他の条件でデータを分割したい場合はいいえ、分割したデータを確認したい場合ははいをクリックします。 

例）はいをクリックした場合         ［BMS ビル-A］（仮称）BMS ビル 新築工事-A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分割で工事データを複数のデータに分割できます。 
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工事管理以外にもアプリケーションファイルを 

指定する事でボタンの追加が可能です。 

 

ファイルの場所が分からない場合は、各アプリケーションの 

アイコン上で右クリックし【プロパティ】-【ショートカット】タブ 

「リンク先」で確認できます。 

 

 

 

 

項目を追加してみましょう。 

 

 

【SF システムメニュー】-【編集】-【項目追加】をクリックします。 

 

 

 

 

ボタンを追加したい「グループ」を選択し、追加をクリックします。 

 

 

 

 

 

ボタン名を入力し、システムパスの  をクリックします。 

ファイルを選択し、OK します。 

 例）ボタン名：工事管理 

   システムパス：C:\SFSystem\SF REAL4 の中の 

          Sfc001.exe を選択し、 

開くをクリックします。 

 

 

 

各グループやボタンの並び順は、変更したい名前を選択し、 

矢印ボタン ↑ ↓ で入れ替えが可能です。 

 

 

 

システムメニューに「工事管理」を追加できます。 
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SF Transfer で転送できる主なデータ 

記事項や加工図・検査表ファイル、共通パラメーター、配置画面設定     など 

 

 

 

REAL4 インストール DVD から、コピー元の PC とコピー先の PC 両方に SF システム転送ツールを 

インストールします。 

 

＜コピー元パソコンで操作＞ 

デスクトップの SF システム転送ツールのアイコンをダブルクリックして起動し、【転送元コンピューター】を 

クリックします。 

設定をコピーしたいシステムにチェックを付け、【環境設定データ抽出】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定ファイルの保存先を指定し、保存が完了したら設定ファイルをＵＳＢ等に保存してコピー先パソコンに移動し

ます。 

 

 

 

 

 

＜コピー先パソコンで操作＞ 

デスクトップの SF システム転送ツールのアイコンをダブルクリックして起動し、【転送先コンピューター】をクリ

ックします。 

参照をクリックしてコピー元パソコンで作成した設定ファイルを選択し、設定をクリックして読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SFシステム転送ツールを使用します。 

ユーザー

名 

ユーザー名 
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連動

見積積算

体区分等
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【出力】‐【

連動に関する

見積積算

/ﾒｯｷ)情報

見積積算システム

体区分等の登録

連動元のデータを

REAL4

                                

                         

 

 

連動データ

【連動】をクリックし

する注意事項が表示

見積積算システムの

情報を連動させたい

システムを起動し

登録を行い【積算連動

のデータを選択し、

① 

REAL4 のデータを見積積算システムへ連動したい！

                                

                         

 

データ作成することで

をクリックします

表示されますので

システムの拾い出しリストに

させたい場合は「

し、通常通り

積算連動】をクリック

、【読込開始

② 

③ 

④ 

のデータを見積積算システムへ連動したい！

① 連動元

② 【選択

※一覧

工事

③ 各区分

④ 【読込開始

 

                                

                         

                                

 

することで

ます。 

されますので、内容

しリストに製品符号

「工区：塗装」

り【工事選択

をクリックします

読込開始】をクリック

拾

【パラメータ

のデータを見積積算システムへ連動したい！

連動元データ : 【REAL4

選択】より連動元

一覧には、REAL4

工事のみ表示されます

各区分に連動するデータを

読込開始】をクリック

                                

                         

                                

 

することで連動が

内容をご確認いただき

符号を連動したい

」にて塗装設定

工事選択】より連動する

します。 

をクリックします。 

拾い出し入力に

パラメータ】より

のデータを見積積算システムへ連動したい！

REAL4 工事】 

連動元の REAL4 工事

REAL4 にて「連動データ

されます。 

するデータを選択します

をクリックします。 

                                

                          

                                

  

が可能となります

いただき、【連動

したい場合は、REAL4

設定まで行ってから

する工事を選択

 

に REAL4 で

より、符号や用途

のデータを見積積算システムへ連動したい！

 を選択します。

工事を選択します。

データ作成」を行

します。 

 

                                 

                                

となります

連動データ作成

左図のように

表示されたら

３D データは

【いいえ】をクリック

連動データ作成

【OK】をクリック

REAL4 にて「符号管理

から連動データ

選択し、【工事別

で入力されたデータが

REAL4

用途に連動するデータの

のデータを見積積算システムへ連動したい！

REAL4[

Ver1.7

。 

。 

行っている 

                                

となります。 

作成】をクリック

のように、確認のウィンドが

されたら、【はい】をクリック

データは進捗管理システム

をクリックします

作成が終了したら

をクリックします。

符号管理」、塗装

データ作成してください

工事別マスタ】

されたデータが連動

REAL4 での作業

するデータの選択が

のデータを見積積算システムへ連動したい！ 

REAL4[出力

7 2016

                                

をクリックします。 

のウィンドが 

をクリックします

システム用ですので

します。 

したら 

。 

塗装(錆止め

してください 

】より本

連動されています

作業は以上です。

が可能です。 

 

出力] 
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します。 

ですので、

されています。 

。 
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見積積算４の拾い出しリストに製品符号を連動

したい場合は、REAL４にて【符号管理】、塗装

（錆止め/メッキ）や工区情報を連動させたい場

合は【工区・塗装】にて設定を行ってから連動デ

ータ作成してください。 

 

 

 

REAL４で【出力】‐【連動】をクリックします。 

連動に関する注意事項が表示されますので、内容をご確認 

いただき、【連動データ作成】をクリックします。 

 

 

 

 

 

連動データ作成が終了したら 

【OK】をクリックします。 

 

REAL4 での作業は以上になります。 

 

見積積算４を起動後【工事管理】より連動データを保存する工事を選択し【マスター】‐【内訳区分】を作成した

上、【工事別マスター】へ保存します。【拾い出し入力】‐【連動】をクリックし【REAL4 工事選択】より連動し

たい工事を選択します。 

 

 

 

 

積算連動画面に連動元工事データに、先程選択した工事が表示されますので①内訳区分から連動先の区分を選択し、

②絞込みにて連動したいデータのみ選択、最後に③【データ連動実行】をクリックします。 

最初の読込みであれば 

【追加・上書き】は同様

の意味となりますので、

どちらかをクリックし

読込みます。 

 

 

 

 

 

同様に他の内訳にも【データ連動】を行ってください。 

 

積算連動画面を閉じると、それぞれの内訳に 

拾い出しデータが連動されています。 

REAL4 側で連動データの作成が必要になります。 

①  

③ 

②  



REAL4[出力] 

Ver3.21 2023/5 

 

製品種類タブにて設定を行うと、製品毎に連動先の内

訳区分設定が可能になります。更に部位指定をするこ

とによって、製品に溶接されるものでも詳細に内訳区

分を設定する事が可能です。 

部位種類タブにて設定を行うと、製品として纏めず、

単品毎で内訳設定を行うことが可能です。 

製品種類と部位種類は各々 

設定できます。 

連動時にどちらか選択します。 

 

 

 

REAL4 にて連動処理が必要です。 

REAL4 での設定方法は【①REAL4 のデータを見積積算４へ連動したい！（データ連動）】をご参照ください。 

見積積算４を起動し【工事管理】より工事を選択した後、【内訳区分マスター】にて内訳区分を作成します。 

        連動先の内訳区分では 製品毎、もしくは各部位毎に連動先を 

選択することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

    【拾い出し入力】‐【連動】をクリックすると積算連動画面が開きます。 

【自動連動】をクリックすると自動連動画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

自動連動画面にて、事前に設定していた内訳の 

製品種類か部位種類を使用するのか、もしくは 

製品種類を使用し、部位設定も使用するのかを 

選択した後【OK】にて確定します。 

自動連動するかの確認画面が表示されますので、【OK】をクリックし、連動を終了します。 

製品種類毎に連動先を自動で割り当て可能になります。 



REAL4[出力] 
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【組作成】のスプライス等にチェック☑ を入れ連

動データ作成を行うと、溶接やスプライスで取合う

部材を同じ定尺材から取合うことができます。 

 

スプライス＋溶接はフランジ溶接継手、溶接は板

継手になります。 

部材のＩＤ番号が違う部材は組作成しません。 

※最適取合 2 は未対応です。 

※事前に最適取合 3【パラメータ－】- 【2.詳細】

- 5）組を【0-有り】に変更してください。 

 

 

 

REAL４で【出力】‐【連動】をクリックします。 

 

 

 

連動データ作成画面が表示され、連動に関する注意事項が表示されます。 

内容をご確認いただき、【連動データ作成】をクリックします。 

連動データ作成が終了したら OK をクリックします。REAL4 での作業は以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最適取合 3 を起動します。 

【連動】-【REAL4】をクリックします。 

 

 

 

 

連動元工事の選択画面が表示されます。 

連動する工事データを選択し、↓をクリックします。 

 

選択中の工事に選択した工事が移動するため、 

OK をクリックします。 

REAL4 で連動データを作成することで連動が可能になります。 



REAL4[出力] 
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切材ファイルは、各工事データフォルダの input-Ch3Data に【切材ファイル名.ChB】と保存されます。 

例）切材ファイル名：test → 

取合連動時に【切材入力】の符号欄、用途欄に連動する項目を選択できます。 

【設定】→用途とした場合、右隣の設定より複数組み合わせた名称を連動することができます。 

 

 

 

 

 

取合連動画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①工区や節、区分や材種などで連動したいデータのみチェック☑ を入れます。 

②【切材ファイル名】を入力します。 

③開始をクリックすると連動処理確認画面が表示されるので、はい(Y)をクリックします。 

 

処理が終わると【入力】-【切材入力】に REAL4 から連動した 

データが反映されます。 

 

 

 

REAL4 で連動データを作成することで連動が可能になります。 

② ③ 

① 



REAL4[その他] 

Ver2.60.30 2021/8 

 

 

 

 

 

【出力】-【ファイル変換】をクリックします。 

 

 

変換元フォルダ・変換先フォルダ・変換方法を選択します。 

違うフォルダを表示したい場合は【参照】をクリックし、選択します。 

 

変換したい図面ファイルを選択し、【変換】をクリックします。 

変換したい図面ファイルが複数ある場合は、Ctrl キーもしくは Shift キーを押しながら選択します。 

変換先フォルダに指定した場所を確認すると、変換されたファイルが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ変換機能を使います。 

例として次のように設定します 

・変換元フォルダ：工事データの Output 

・変換先フォルダ：工事データの Dxf 

・変換方法：Dxf 形式ファイルに変換 

・ファイル種類：すべてのファイル(*,*) 

データ変換画面の【パラメータ設定】をクリッ

クすると、変換時の設定ができます。 

図面出力時に F5 や F6 形式以外のファイルで

出力する場合、データ変換パラメータ設定によ

り変換結果が変動します。 

 

JWW へ変換する場合は、JWW ソフトにレイ

ヤー数の制限（16 個）があるため、変換前に

レイヤー数の調整をしておく必要があります。

REAL4 の【ファイル】-【レイヤー設定】か

ら設定できます。 



REAL4[基本] 
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レイアウト設定内の図面編集でも Arris4 の機能を使用したい場合は、以下の設定も併せて行って下さい。 

 

REAL4 起動後 

【ファイル】‐【REAL4 のオプション】‐ 

【作図設定】‐図面編集設定の 

『Arris4 で図面編集を起動』に☑を入れると 

Arris4 の機能が使用できるようになります。 

※Arris3 へ戻したい 

場合は左記関連付けにて 

『SF Arris3』を選択し、

【設定】をクリックして

ください。 

 

 

 

デスクトップ上にある【Arris4】のアイコンの上で右クリックし、 

【管理者として実行】をクリックして Arris4 を開きます。 

 

【ファイル】‐【オプション設定】をクリックします。 

 

【セキュリティ】-ファイル拡張子の関連付け設定の【設定】を 

クリックし、 

『SF Arris４』が選択された状態で、関連付けする拡張子として 

 ☑ .F５ （Arris3 用標準ファイル形式） 

 ☑ .F6x （Arris4 用標準ファイル形式） 

にチェックが入った状態で 【設定】をクリックすると、Arris4 へ関連付けられます。 

                      

 

 

 

 

 

 

SF システムメニューや REAL4 内の出力タブにあるアイコンや継手入力画面内、 

胴縁割付断面内などから起動できる Arris が全て Arris３から Arris４へ変更されます。 

 

 

 

Arris４内でファイルの関連付け設定を変更できます。 

【SF システムメニュー】 【出力】タブ 

【継手】‐【入力】 【胴縁割付断面】 

【REAL4 のオプション】 【図面編集】画面 
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◆新規アカウント登録は REAL4【com-pass ファイルアッ

プロード】からも行えます。 

その際のメールアドレスは、メール不達などのトラブルが

ある為、携帯キャリアメールの使用はお控えください。 

フリーメールか PC メールの使用をお勧めします。 

◆パスワードを忘れると再設定する必要があります。                         

 

 

 

 

ストアや QR コードからスマホやタブレットに S/F com-pass のアプリをダウンロードします。 

 

『Google Play」』                        『Apple Store』 

 

 

 

 

 

 

S/F com-pass アプリを起動し、スタート画面の新規登録をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

アカウント登録に使用する         送られてきた URL に          

メールアドレスを              アクセスし、パスワード        アカウント登録完了です。 

 送信します。               を設定します。           

 

 

REAL4 を開きます。 

【出力】―【com-pass ファイルアップロード】をクリック。 

 

 

別画面が開きますので、アプリのログイン時に設定した 

メールアドレスとパスワードを入力しログインをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

アプリをダウンロードしてください。 
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 ◆工事をアップロードする際、入力データを 

保存する必要があります。 

 

◆【ファイル名に工事名称を追加】に☑ を入れる

と、スマホやタブレット側でどの工事データが

送られたかが確認できます。 

◆出力できる工事は１工事のみになります。 

 別工事を出力したい場合は、REAL4 の【com-pass ファイルアップロード】内のデータ一覧より出力済

のデータを削除し、その都度工事をアップロードして下さい。 

◆１つのアドレスを複数人で使用する場合、１人がログインしている間は他のスマホやタブレットからは 

ログインできません。 

 

 

 

 

REAL4 を開き、スマホやタブレットにアップロードしたい工事を開きます。 

【出力】—【com-pass ファイルアップロード】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力したい項目に☑ を入れ、実行をクリックします。 

この時、左上のユーザーID がスマホやタブレットの 

アドレスになっている事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＥＡＬ４からアップロードできます。 



REAL4[出力] 

Ver3.30.10 2023/11 

 

◆製品表示中でも鋼材単位での【照会】はできます。 

◆再度【製品表示】をタップすると製品表示が解除され、全体

表示に戻ります。 

 

 

 

S/F com-pass では 

【視点切替】、【照会】、【検索】、【単品表示】【全体表示】 

【設定】（回転や拡大縮小の速さ、色設定、投影方法、表示モード切替） 

が確認できます。 

 

【視点切替】 

それぞれの視点から確認する事ができます。 

 

〈前〉 〈後〉 〈上〉 〈下〉 〈左〉 〈右〉 〈左前〉 〈左後〉 〈右前〉 〈右後〉 

 

【照会】 

「製品符号」や「長さ」等、「製品単位」と「鋼材単位」で詳細情報が確認できます。 

   「製品」                    「鋼材」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検索】 

「キーボード入力」「カメラ」「タッチペン」で検索する事ができます。 

 

 

「カメラ」では撮影した文字から検索する事ができます。 

「タッチペン」では画面に直接指で書いた文字で検索する事ができます。 

「虫メガネ」ではキーボード入力で「製品符号」と「鋼材符号」で検索ができます。 

 

【製品表示】 

「製品単位」で表示する事ができます。 

 

 

 

 

 

スマホやタブレットから詳細情報が確認できます。 


